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必勝ダンジョン運営方法⑫


雪だるま









お断り




　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。







底本カバーデザイン／小久江厚＋植草秀之（ムシカゴグラフィクス）







ＣＯＮＴＥＮＴＳ




落とし穴42掘　夏だ!!　海だ!!

落とし穴43掘　海でやる遊び

落とし穴44掘　海の幸

第２６８掘　持てる者　持たざる者

第２６９掘　修行パートと一生懸命のプレゼント

第２７０掘　後押しをしよう　全力で

第２７１掘　決闘祭始まる

第２７２掘　青春、駆け抜けろ

第２７３掘　厄介事には隠し札

第２７４掘　勇者の技

第２７５掘　戦いに必要なモノ

第２７６掘　この舞台は２人のために

落とし穴45掘　魔女の知らない世界

第２７７掘　手段

第２７８掘　ファンタジー世界の変なゴブリン

第２７９掘　ｕｎｋｎｏｗｎ

第２８０掘　怪獣の名前

第２８１掘　偵察

番外編　夏夜の小さな華











落とし穴42掘：夏だ!!　海だ!!







ｓｉｄｅ：ユキ



　夏の陽射しが容よう赦しやなく地面を照り付ける。

　今は異世界なのだが、このウィードがある地方は四季があるらしく、この暑さもまためぐってきただけ。

　もう、この世界に来て２年と数か月。

　余裕はそこまでないとはいえ、地球の日本に住んでいた俺としては、是が非でもやりたいことがあった。

　お盆の墓参りは１年目にやったし、花火大会もこの前やった。

　ここまで分かりやすいものを２つもやって、あれをしないというのは俺には不可能だ。まあ、俺にダンジョンを作るというスキルがなければ、諦あきらめなければいけなかった代物。

　しかし、できるのであれば、やらねばならぬ。

　そう、それは……。

　ザザーン……。

　引いては返す波の音。

　目の前に広がるは蒼と藍。

　どこまでも広がる、いや偽物だが水平線。

　つまり……。

「海だーーーー!!」

　叫ばずにはいられなかった。

　ここ数年、仕事で海なんぞ行く暇ひまはなく、仕事をしている人たちの夏休みなぞ存在しない。

　日々の糊口をしのぐため、必死に働く毎日に追われ、夏の海など、人が多いだけで疲れると割り切って、テレビで海開きの様子を見て、行かなくて正解だとクーラーの効いた部屋でそう思う日々。

　だが、海に行きたくないか？　と問われると違う。

　行かない理由があるから行かないだけで、後顧の憂うれいなく、心配事がないのであれば、遊びに行きたい。

　だって、夏は海だろ？

　昔、俺がガキだった頃は浮き輪を前日から膨らませて、次の日が来ないかと待ちわびたものだ。

　親友たちと車に乗ってワイワイやって、海に着いたら、親たちに準備を任せて、沖に浮かんでいる島まで泳いで競争なんてやったもんだ。

　少し大人になって、親友たちだけで遊びに行った時は、親友たちの彼女の水着のお披露目なんか無視して、海に飛び込んで競争して、上がった時に一緒に怒られたりもした。

　その後は、素潜りして海の幸を獲ったり、魚を釣ったり、砂場で宇宙要塞を作ったり、スイカを棒で粉砕したり、たき火をしたり……もう数えきれない、は言いすぎかもしれないがたくさん遊んだはずだ。

　だから、作ったのだ。

　ダンジョンの作成スキルを駆使して、白い砂浜、澄み渡る空、青い海を!!

　この場所はダンジョンの特別階層区。わざわざこのために作った。いや心が作れと叫んでいた。

「……なに叫んでるのよ。って、これは凄すごいわね」

「はぁー。旦那様がぜひとも、と言っていた理由が分かりますね」

「ほほう。これは綺き麗れいな海岸線を真似たものじゃのう」

　そんな声が後ろからする。

　振り返ると、いつもとは違う嫁さんたちが、子供たちを抱えて、おそらくは初めてであろう海を見て驚いている。

　いつもと違うというのは、無論、水着姿である。

　まずはセラリア。白の三角ビキニをカッコよく着こなしている。

　子供が生まれてから、胸もそれなりに大きくなって、桃サイズから手から溢あふれるサイズになっているのを、白のビキニが必死に押さえている感じだ。下はパレオをつけていて、生足が時折見える。

　次にルルア。こちらもビキニではあるが、黒のホルターネックの水着で首の後ろで結ぶタイプだ。露出は三角ビキニほどではないが、胸のボリュームが圧倒的なルルアはかなりの見応えがある。というか、よくルルアがこのタイプ選んだな。

　そして、デリーユ。こちらはマイクロビキニと言われる布地がとても少ないタイプのやつで、デリーユは恥ずかしげもなく着ている。色は青。デリーユのスタイルはとても良いので、とても似合っている。まあ、結婚していなければ、前屈みになるレベルの露出である。

　と、いかん、いかん。

　そんな嫁さんたちの水着より、娘たちの方が大事だ。

「驚くのもいいけど。陽ひ射ざしがそれなりに強いから、子供たちに少し見せたら、すぐコテージに連れて帰ってくれよ」

　そう、３人とも俺の娘を抱えているのだ。

　まだ生まれて３か月ちょっと。

　さすがに一緒にこの炎天下にいるのは心配だ。

「あ、そうね。サクラ、海よ。凄いわねー」

「スミレちゃん。海ですよ。パパが用意してくれたんです。凄いですねー」

「ユーユ、これが海だ。本物とは違うかもしれんが、いい経験になるじゃろう」

「「「きゃっきゃっ」」」

　娘３人も、海を見て全身を揺らしているから、それなりに喜んでくれたのだろう。

「やほー、ユキさん!!　ねえねえ、見てこの水着。どう？」

「リエル待ってよ!!」

「……暑い。シャンスと一緒にコテージ戻っていい？」

「カヤ、もう少し頑張りましょう。お兄さんもいるんですから。あとシャンスに海を見せないで戻るのはなしです」

　次に出てきた嫁さんたちは、リエル、トーリ、カヤ、ラッツ。

　まあ、見事にスポーティな体型を見せつける水着を着ていること。

「おう、似合ってるぞ」

「えへへー。って、凄いね。これが海かー」

「ほわー」

「……驚いた。これ全部水？」

「いや、海なら塩水ですからね？　飲んじゃダメですよ？」

　さて、まずはリエルから。リエルは、なぜか競泳水着。うん、これでもかというぐらい体のラインが出ている。胸は大きくないが、リエルの女性らしさを損なうことなく、むしろ引き締まった体はある意味興奮するのではないだろうか？　リエルにはある意味ぴったりな水着だ。泳ぐと凄く速そう。

　次に、トーリ。バンドゥ・ビキニ、簡単にいえばチューブトップを着ていて、横に巻き付ける形で胸を隠しているタイプだ。色はトーリの髪と同じ白をベースにしている。下はズボンタイプで、これもトーリらしい。活発なイメージが出ていて見ていて気持ちがいい。

　で、ダルそうな、カヤ。まあ、普段から畑仕事だから、無理に炎天下に出るのは嫌なのだろう。だが、着ている水着は大胆な黄色のマイクロビキニ……いや、普段から厚着は嫌がるから、そういう意味での選択か。カヤ自身はデリーユと比べると豊満な体つきではないが、バランスが取れていて、十分色気はある。やる気のなさがなければだが。

　そのカヤをなだめているのはラッツ。海を見つつも、俺に娘と一緒に手を振ってくれるあたりできた嫁さんだ。着ている水着はルルアと同じで、薄い桃色のホルターネックのパレオ付き。セラリアと同じで子供が生まれてから胸が大きくなり、バランスの良かった状態から、さらに色気が増した……人妻襲うってネタここら辺が原因なのかね？

「ねえ、エリスにしては大胆すぎない？　というか、なんでそのチョイス!?」

「無論、ユキさんと皆しかいないからよ。他の人の目があるところでこんなのは着ないわよ。ねえ、エリア」

「あう」

「むむむ、私もエリスと同じタイプを選ぶべきだったかな？　どう思うジェシカ？」

「リーア、さすがに私たちは護ご衛えいなのですから……」

　と、そんなことを考えているうちに、ミリーたちも来たようだ。

「あ、ユキさん、お待たせしました。これが海ですねー」

「どうですか？　そそられますか？　いいんですよ？」

「ぶー、ユキさん、私も混ざっていいですか!!」

「……２人とも、今日は息抜きなんですから、そっち系は夜にしてください」

　そんな４人の会話に苦笑いする。

　エリスは特にきわどい水着を着ているが、それで興奮して襲えば、これから全員相手の対戦になる。

　つまり、遊ぶ暇なく落ちる。さすがにそれは勘かん弁べんだ。

　さて、そこは置いておいて、ミリーの水着だ。ミリーは水玉模様のタンキニ、タンクトップとビキニを合わせたような、キャミソールタイプの水着を着ている。ミリーは胸が嫁さんたちの中で第５位。ルルア１位、サマンサ２位、ジェシカ３位、エリス４位、ラビリス番外測定不能、とかなりボリュームがあるので、キャミソールタイプでも傍はた目めから分かるほど胸が大きい。可愛かわいらしさもあってとてもいいと思う。

　次に、問題のエリス。ミリーが言った通り大胆だ。緑のＶ型の水着。少しでもずれるとアウトな水着だ。セリフの通り俺を誘惑するためだろう。普段は露出は極力抑えるからな。さて、大胆ではあるが、エルフの定番にあるまじき、抜群のスタイルの持ち主であるエリスは、そのＶ型水着がとても似合っている。いや、胸が小さかろうが、Ｖ型を着られると目をそらすしかないと思うが。エルフは大抵美男美女だし。まあ、エリスを見ているとやばい。

　そのエリスの思惑に乗っかろうとしてた、勇者リーア。リーアは相変わらずツインテールを揺らして、フリンジ・ビキニを着ている。フリンジが胸の部分に飾られていて、とても可愛らしい水着だ。ベースの色は赤。リーアもスタイルはかなりいいので、見応えもある。

　……うん。勇者が水着って平和やな。

　で、その勇者を相方に持つ、俺の護衛のジェシカ。つけている水着はモノキニ。前からはワンピースタイプ、後ろからはビキニに見える、ちょっと変わった水着で、体のラインも強調するタイプだ。ジェシカは騎士として鍛きたえていただけあって、スタイルは申し分なく、嫁さんたちの中で３位の胸が強調されて圧巻です。ちなみに水着のカラーは黒。

「ふわー、凄いよ!!」

「プールとは全然違うのです!!」

「こら２人とも走らないの」

「そうですよ。ちゃんと準備運動をしないといけません」

「そうですね。ラビリス様、シェーラ様の言う通りです。アスリン様、フィーリア様、準備運動をしましょう」

「「はーい」」

　お、一番最初に来るかと思ったちびっこ集団がようやく来たようだ。

　あー、なるほど。両手いっぱいに浮き輪とか、乗り物を抱えているからそれが原因か。

「あ、お兄ちゃん。一緒に泳ごう!!」

「そうなのです。一緒にイルカさんに乗るのです!!」

「ビーチボールもあるわよ？」

「悩みますね」

「何度も言いますが、まずは、準備運動からです」

　その会話で昔を思い出す。

　そして、その格好もまさに昔の俺たちである。

　アスリン、フィーリア、ラビリス、シェーラはスクール水着なのだ。

　もちろん胸には自分のクラスと名前が貼ってある。

　が、ラビリスとシェーラは歳の割に、爆乳と、巨乳なので、名札がゆがんでいる。

　あ、アスリンとフィーリアはペタンコな。いやこれは当然だから。

　で、保護者役のキルエは、シュッとしたワンピースの黒水着だ。なんというか、彼女らしい水着である。スタイルは良いので、そそられるはずだが、鉄壁のメイドの技能なのか、色気より、仕えるといったオーラがにじみ出ている。

　ん、そういえばキルエの娘、シャエルがいないな？

「なあ、キルエ。シャエルは？」

「あ、申し訳ございません。すっかり寝ていましたので。起こすのは忍びなくて」

「なるほど。そりゃ仕方ない。無理に起こす必要はないさ。でも、１人にしていいのか？」

「いえ、私はすぐに戻りますし、クロちゃんたちが見ていますので、何かあればすぐに分かります」

「そうか、すぐに他の子たちも戻ると思うから、頼むよ」

「はい。お任せください」

「でも、ちゃんと誰かと交代して、海を楽しめよ。一緒に遊ぼう」

「……はい。喜んで」

　一瞬言葉に詰まったが、嬉しそうに返事をしてくれる。

　まあ、キルエにはいつも裏方を押し付けているからな。こういう時ぐらい夫婦らしいことをしていいだろう。

「で、あと２人は？」

　そう、あと２人。

　最近嫁入りした２人がまだ来ていない。

　きょろきょろと、アスリンたちや嫁さんたちが準備運動をしている横で、コテージ側をよく見てみると、クリーナが、おそらくサマンサであろう手を引っ張っているのが見えた。

「……サマンサ。往生際が悪い。さっさと出る」

「で、でも、こんな姿を見て幻滅されないでしょうか!?　セラリア様みたいに威風堂々でもないし、ルルア様みたいに胸も大きくありません」

「……その言葉、私にケンカを売っていると捉える。私はペタンコ」

　そんな会話が近づいていると聞こえてくる。

　なるほど。嫁さんたちのスタイル見て怖くなったか。

　で、俺が声をかける前に、業を煮やしたクリーナの風の魔術で外に放り出される。

「きゃん!?　いつの間に風を!?　クリーナさんは炎でしたわよね!?」

「……ユキに教えてもらえば、これぐらい簡単。あと、ユキは私たちの肉体目的で結婚をしたのではない。色々理由もあるけど、一番は私たちそのものを愛せると思ったから。そんなことで怖がる必要はない。ね、ユキ」

「え？　ユ、ユキ様!?」

　クリーナは俺のことに気が付いていたのか、こちらを見ないで話を振ってきて、サマンサはその言葉で俺を発見して、恥ずかしそうに自分の体を隠して涙目になっている。

　ふう、サマンサも胸は第２位で何も恥じるところはないと思うんだけどな。

「クリーナの言った通り、体目的じゃない。サマンサやクリーナたちと生きていきたいと思えたから、一緒になることを選んだんだ。それともサマンサは、俺が体つきで嫁さんたちを差別すると思ってたか？」

「い、いえ。そんなことは決して!!」

「なら、隠す必要はないよ。十分に魅力的で、可愛くて、綺麗だからさ。一緒に楽しもう」

「……はい。はい!!　ううっ、私は幸せ者です」

　その言葉にサマンサは、何度も頷いて泣きながら立ち上がる。

　個人的にクサいセリフを言って精神的にズタズタだが、嫁さんのためなら仕方ない。

　……不意に思ったけど、サマンサの反応が一番地球の日本に近くね？

　奥ゆかしいというかなんというか。周りの嫁さん肉食系ばかりだし。

「ん。サマンサも立ったところで。ユキ、私たちの水着はどう？」

　クリーナはそう言って、自分たちの水着姿を評価しろと言う。

　サマンサも恥ずかしそうではあるが、さっきの言葉を信じて、隠すことなく立っている。

　これは、言わないわけにはいかないか……。

　まずはサマンサ。

　後回しにすると泣きそうだからな。

　サマンサはジェシカと同じモノキニで、ジェシカを上回りルルアに匹敵するレベルの胸が綺麗に強調されている。色は白で、ジェシカとは対照的でいい感じだ。サマンサ自身も自己鍛錬を欠かさないので、肉体も締まっている。どこから見ても、美少女である。

「さすが、サマンサだな。鍛えているって言っただけはある。綺麗な体つきだし、水着もとても似合ってる」

「あ、ありがとうございます!!」

　……しかし、この場でもドリルとか、どうなってるんだ、あの髪。サーサリに聞いてみるか……。

「あ、お嬢様の髪はいつも私が整えておりますので」

「うおっ」

　後ろからいきなり、サーサリが出てきた。

　彼女も水着姿で、メイドとは同じものをたしなむのか、ワンピースタイプのこっちは白だ。サーサリは胸が少し小さいが、それはまったく気にならないぐらいの美女だ。しかし、キルエと同じように仕えるオーラが出ていて、普通の人は近寄らないと思う。

「ん？　ダメですよ？　いえ、ご命令とあらば、股は開きますが」

「いや、そんなこと言わねーから」

「さすが、ユキ様。と、私はいいのでキルエ先輩を大事にしてください。私が子供たちのお世話は受けますので」

　うん。キルエみたいにお堅くはないが、ちゃんと周りを見ている。

　まったくありがたい限りだ。

「ありがとう。でも、サーサリも自分の時間は大事にしろよ？」

「……はい。ありがとうございます。一瞬押し倒されてもいいかなーと思いましたが、やっぱり完かん璧ぺきすぎはいけませんね。しっかり調……いえ、育てがいのある人を見つけますよ」

　……調教って言おうとしたよな？　未来のサーサリの旦那に幸あれ。

「ん。ユキ私は？」

　で、一番問題はこのクリーナだったりする。

「……その水着を選んだ理由は？」

「エリス師匠を見習った。女の色気を出して、泳げて、ユキを誘惑するのにふさわしいと思った」

　そう、クリーナの水着はＶ型の白である。

　ペッタンコで、胸で水着をピンと張ることができないので、横から普通に胸が見えている。

　……いや、似合っているかと言われれば似合っている。

　赤い髪に、白い肌。そして幼い体つきで必死にその水着を着ている感じは、色々な意味で色香がある。

　だが、なんか違くね？　って感じがするのは気のせいではないだろう。

　とりあえず、エリスがあれこれ妹みたいに教え込んでいるので、後で釘を刺しておこう。

「十分に綺麗だと思う」

「ん。それは嬉しい。夜も着る。今度こそ、私がユキを気絶させる」

　……一応、クリーナと夜は致しているが、未だにクリーナが先に寝入ってしまう。

　エリスを目標と言っているので、俺が気絶してもやるつもりらしい。

「まあ、それはその時になってからだ。まずは海で遊ぶぞ」

「ん。分かった。海は初めて楽しみ」

「はい。私も幼い時に見ただけですから、楽しみです」

　そう言って２人の手を取って、準備運動をして、海で遊ぶ皆に混ざっていく。

　さあ、全力で遊び倒そう!!

　聖剣使い？　国の交渉？　魔力集積？

　そんなことは、後でいい。

　この夏は一度きりしかないのだから。

　１日２日程度で変わるわけもない!!

　いや、万が一に備えてはいるけどな。











落とし穴43掘：海でやる遊び







ｓｉｄｅ：ユキ



　さて、嫁さんたちと来た海。

　いや、人工海。

　しかし、波の出るプールなどとはまったく違う。

　この特別階層区だが、３キロ四方と他のダンジョンに比べてはかなり小さい。

　まあ、俺の実験と称して、マインク○フトのように、色々やっていた場所なのだ。

　天空の城が作れるのか？　魔力の最大火力は？　チョーでかい魔物の召しよう喚かん等々……。

　ま、本命はこの海と雪山を作ろうと思っていたんだがな。

　この特別階層なのだが、広さはそこまででもないが、上下は普通の階層より大きい。

　普通の階層は居住区や木の高さに合わせて、高くて上に20ｍ、下に５ｍぐらいなのだ。

　しかし、この特別区は上に50ｍ、下に20ｍと、最初に地下の弄いじりのために土地を購入した深さ１kmの制限を、この特別階層だけでほぼ10％使用している。

　あ、ちなみに、ダンジョン自体は８階層。

　地表：外街。


　地下１階層：草原区。

　地下２階層：軍部、軍事演習場区。

　地下３階層：居住区、偽物の俺と嫁さんたちの家。

　地下４階層：工業農業区。

　地下５階層：娯楽区、冒険者区、ダンジョン区（ダンジョンが７つ存在して階層もかなりあるがこれはカウントしない）。

　地下６階層：交易港区。

　地下？階層：俺と嫁さんたちの家。

　地下？階層：実験区。特別区。



　とまあ、このように、上から敵軍が来ても、下の交易区から来ても対応できるようになっている。

　上からは、狭せまい入り口から草原区に必死に入り、１キロ行軍して、そのあと２階層の現代兵器群で防衛線を張った軍部を抜かないといけない（ちなみに軍事演習場は放出系のスキル、魔術は無効化してあるので、地球と同じような環境である。よほど身体を強化できる魔術を体内で使えなければ耐えられません）。

　下の交易区は、膨大な広さと膨大な保有戦力を有する、冒険者とダンジョンの魔物を相手にすることになる。ま、交易区から侵攻したら、ウィードの協力国に後ろから挟はさみ撃ちにされるのだが。

　このように、昔よりさらにえげつない鉄壁の守りである。この状態でウィードに真っ向からケンカを売る国は、もう救いようがない。というか、さっさとなくなった方が世のためである。

　ちなみに「？階層」だが、これは実際下にあるというわけではなく。色々な事情で、隔離する必要があって別の位置にあるのだ。

　ま、俺と嫁さんたちの家は当然。だってダンジョンコアがそこにあるから。

　これは同時にダミーでもある。本当にこのダンジョンを機能停止に追い込みたいのなら、全部で35個置いてあるダンジョンコアすべてを回収しないといけない。

　一応、俺の家のダンジョンコアがメインシステムを担うようにしているが、万が一取られたり破壊された場合は防衛能力が高い順に、メインシステム管理の委譲が行われる。

　１個壊されるだけで、機能停止とかハイリスクなことしねーよ。

　で、残る最後は特別階層。実験区、特別区である。

　ここで、色々身内以外は見せられないことをしていたのだが、並行してリアルな海を再現しようとコツコツ頑張っていたのである。

　まあ、作るのはモニターを弄るだけだしな。

　さて、前置きがかなり長くなってしまったが、この人工海、何が波のプールと違うのか？

　それは、この人工海で生態系ができているのである。

　いや、ダンジョンスキルで個体数を制御しているだけなのだが。

　……その個体数制御もかなり難しい。少しでもバランスが悪いと、瞬またたく間に生態系的に弱い魚や貝が、上の奴らに捕食されてしまう。

　天然物を目指したい俺としては、スキルで個体数制御ができるとはいえ、あまり強制的にしたくはなかった。

　だから、毎日、毎日、数の増減を見ては調整することを繰り返してきた。

　いやー、自然って偉大だというのがよく分かる。

　限定した環境では、特定の種以外は結局いなくなってしまうのだ。

　なので、このダンジョンの海で適応できる種だけを残して、他は諦めることになった。

　まあ、欲しいメジャーな魚介類はなんとか残ったが。

　この説明で分かると思うが、これはまさに人工の海なのである。

　危ないサメとかは存在しない。アカエイとか、カツオノエボシもいない。

　そんなのは排除して、海難救助隊の水すい棲せい魔物を多数配備している。

　あ、ここで少し面白い話。

　魔物の中にも淡水、海水それぞれの適応種がいた。

　何故分かったかというと……海に放り込んだら、数分後浮かんできたから。

　悪いことをしたと思う。

　死因、塩分の過剰摂取。

　いや、細かくは塩分の排出速度の関係なんだけどね。面倒だから割かつ愛あい。

　魔物も万能ではないと分かっていたが、魚系は大丈夫だろうと思った結果である。

　慢心ダメ、絶対。

　で、生き残って、海難救助隊になった魔物たちだが……。

「きゃー、大きいタコさんなのです!!」

「ありゃ、これは食べ応えがありそうですね。なるほど、人工海とはよく言ったものです。お兄さんはこの場所も他の使い道を考えていますね」

「ラッツ。感想はいいから、さっさと仕留めましょう。これだけ大きければ、たこ焼きがたくさん作れるわ」

「……ミリーの意見に賛成。たこ焼きの材料にするべし」

　そんな声が上がって嫁さんたちが遊んでいる入江を見ると、高さ３ｍはあろうオオダコが浅い入江に入っていた。

　普通なら、そんなバカでかい水の魔物は、相応の準備があってようやく退治できる代物なのだが、嫁さんたちは実力がすでに飛びぬけているので、ただのご飯にしか見えないようだ。

　臨戦態勢のフィーリア、ラッツ、ミリー、カヤ。

　それをのんびり見守る他の嫁さんたち。

　ちなみに、嫁さんたちは知らないと思うが、大きい奴はアンモニアとかの量が多いから、結構大おお味あじだったり、食えたもんじゃなかったりする。

　……って違う、違う!?　そいつは海難救助隊の魔物だ!!

　食べないで!?

　襲ってないじゃん!?　引いてるよ!!

「んにゅ？　あ、みんなやめて!!　そのタコさん、魔物だよ!!」

「「「え？」」」

　俺が止める前に、アスリンが気が付いて、皆を止める。

　うん、さすが、うちの魔物のお姫様や。

　すぐにオオダコもアスリンの後ろに回る。

　……もう、飼いならされている気がする。

「そうだ。アスリンの言う通り、この海の警備、海難救助隊の一員だ。というか、この海の魔物は全部そうだからな」

　監視員も含めているけどな。

　海の中の生物監視も、海で遊ぶ人を守るためでもある。

　まさに、これぞ本当の海難救助隊である。

「……分かった。なら、食べるのはやめておく」

「ちょっと待って、タコって足生えてくるって言ってませんでしたっけ？」

「……なら、食べていい？」

「まてまて。お前はタコ獲ってこい、食われたくなかったらな」

　オオダコの魔物はすぐに頷いて、海へと逃げ去る。

「「ちっ」」

　お２人さん、お願いだから食べないであげて、大味だからきっと。

　しかし、ある意味、自分の親族を生いけ贄にえに捧ささげろって言ってるのと同じだよな……。

　トラウマになってないか、あとでアスリンにカウンセリングさせるか。

「ねえ、あなた。あの大きいタコが魔物ってことは、イルカみたいなのもいるの？」

「ん？　ああ、いるぞ」

　俺がセラリアの質問にそう答えると、嫁さんたちが集まってきた。

「ほ、本当ですか兄様!!　わ、私、イルカさんに乗ってみたいです!!」

「僕も乗ってみたい!!　テレビで見たイルカと泳ぐのとかやってみたかったんだ!!」

「私もいいですか!!　シャチとかいます!?」

「落ち着いてください、リーア。で、私もイルカに乗りたいのですが……」

　と、こんな感じでイルカ大人気、シャチ残念。

　まあ、ある種の夢だよな。イルカの背に乗って海を往ゆくとか。

　ということで、とりあえず食われないように、魔物たちの顔見せをすることにした。

　そう、遊ぶためではなく、まず海難救助隊の命を守るための自己紹介だ。

　……一般公開した時は、ちゃんと海難救助隊の顔？　をさらしとかないとまずそうだな。

「きゃー、イルカ!!　イルカですよ、キルエ!!」

「お、落ち着いてください。愛らしい瞳ひとみですが、我を忘れないでください!!」

　うん、シェーラと一緒にキルエも喜んでるわ。

　ちなみに、一応イルカは需要があると予想していたので、複数いる。

「……食べていいのはどれ？」

「……あの魚、美味おいしそう」

「落ち着け２人とも。これは顔見せ。食べちゃいけない魔物たち。今、食えるのをさっきの奴が取りに行ってるから」

　カヤとミリーは食欲に支配されているらしい。

　魔物たちも直感的にまずいと思っているのか２人と顔を合わせようとしない。

「旦那様、このプヨプヨした透明なのは……クラゲですか？」

「うむ。たぶんクラゲの魔物じゃろう」

「……クラゲってなに？」

「クリーナさんは見たことありませんわね。えーと、私も小さい頃にしか見たことがないのですが、海に住むスライム？　みたいなものでしょうか？」

　ルルア、デリーユ、クリーナ、サマンサは透明の球体生物に興味を引かれているみたいだ。

「ああ、それはクラゲの魔物だ。ちゃんと自意識もあるし、こっちの命令も聞く。でも、イルカみたいに一緒に泳ぐというより、上に乗ってのんびり移動する小島って感じだな。頼めば触手で魚も獲ってくれるし、救助もしてくれる。結構便利だぞ。こいつらは」

　そう、こいつらはクラゲの魔物で、かなり利便性のいい生物である。

　水上をふよふよ漂うのが趣味だが、潜りもいけるし、柔らかいので上に乗ることもできる。

　触手による支援活動もできるので、ある意味イルカより便利だ。

「ユキさん。海にもカエルっているんですね」

「カエルはエルフの里でもよく食べてたわ」

「あ、私の村でもカエルはよく食べてましたよ」

「私も、よくお世話になりましたね。行軍中に唯一の新鮮な肉ですし」

　トーリの発言はいい。

　しかし、エリス、リーア、ジェシカの発言でこのシーフロッグはビビっている。

　……やっぱりカエルは食い物として見るよな。

　日本でも戦後に、ウシガエルを大量に入れて、食糧難をしのいでたぐらいだし。

　分かると思うが、現在、田んぼなどにいるウシガエルは外来種である。

　とても繁殖能力が高く、適応力も高いので、食糧難の時は活躍したが、現在の日本ではカエルを食べること自体を嫌悪してることが多い。

　その食料用が逃げ出して、在来種を追い詰めるレベルで繁殖しているので、今では世界レベルで問題になっているウシガエルさんである。

　まあ、食うと鳥のような味なので決してまずくはない。

「……とりあえず、食うなよ」

「分かっています」

「大丈夫ですよ」

「はい。食べ物に困ってもいませんし」

　３人には一応釘を刺しておこう。

　気が付いたら１匹減ってたとか嫌すぎるしな。

　ちなみに、トーリはリエルと一緒にカエルの背に乗って、海へと飛び出していった。

　気が付けば、ほとんどの嫁さんたちも、自分が気に入った水棲魔物に乗って沖合に出ていた。

「きゃー!!」

「イルカさんは凄いのです!!」

　沖で、アスリンとフィーリアがイルカの背に乗って海を飛んでいる。
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　俺も報告を受けたら、沖に行ってみるかな。

　と、そんなふうに考えていると、浜に残っているラビリスがこちらに来て、俺の海パンを引っ張ってきた。

「ねえ、ユキ。なにか緑色？　青色？　の人みたいなのが入り江から歩いて来てるんだけど」

「あら、本当。何かしら？」

「……あれはサハギンですか？」

「……ミリーの言う通り、サハギンに見える。でも体が綺麗すぎる気がする」

「ああ。ミリーの言う通りサハギンだぞ。たぶん体が綺麗なのは、沼地とかに住んでないからだろう」

　そう、海難救助隊の総括は海の人。マーメイドはいなかったので、サハギンさんを呼んでいる。

　マーメイドはこの世界では人寄りで、魔物ではないみたいだ。

　マーメイドの国もウィードの大陸にあるらしい。いつか行ってみたいものだ。

　で、そのサハギンの姿だが、リザードマンにエラを付けた感じでＯＫ。

　あと細かいところで、水かきがあったり、尻尾しつぽに尾びれがあったりする。

　カヤが言う、綺麗と汚いの区別はつかないが、野生のゴブリンは半裸で風呂に入らないから、スティーブと野生のゴブリンぐらいの違いだと思えばいいだろう。

　あ、ちなみにサハギンとスティーブたちは知り合いで、最近スティーブたちの食卓に海鮮類が多いのは、このサハギンのおかげである。

「提督。海の方、問題はありません」

　サハギンは俺の前に来て、綺麗な敬礼をし、報告をしてくれる。

「そうか。ご苦労。今、嫁さんたちも海に出てるから、そこらへんも頼む」

「はっ、お任せください!!　それと、ミリー様、カヤ様、もうしばらく海鮮類はお待ちください。食べ頃なのを集めさせていますので」

「分かったわ……ん、ちょっと待って」

「……その言い方、食べられる物の判別がつく？」

　２人は鋭い眼光をサハギンに向ける。

「そ、それは存じていますが……」

「なら、案内して」

「ここで待つのも退屈。食べられるものを自分で獲るのも楽しい」

　恐るべし食い意地。

　サハギンは俺に救いの視線を求める。

　が、俺にはその期待に答えられない。

「頼む」

「は、はぁ、提督がそう仰おつしやるなら……。と、すいません。ちょっと提督にお話があったのでした」

　サハギンは案内する脚を止めて、すぐにこちらに駆け寄ってくる。

「どうした？」

「いえ、個人的なことなのですが、ジョン将軍がなぜか野菜をくれる時にキュウリが多いのです。いえ、嫌だというわけではないのですが、他の野菜も食べてみたいと部下からの声もありますので、それとなく言ってもらえないでしょうか？」

　そう言ってすぐに、ミリーとカヤの案内に戻るサハギン。

　その話を聞いていたセラリアとラビリスはあきれて口を開く。

「……ジョンのキュウリ好きも困ったものね」

「そうね。もしかして、キュウリ食べてたら、サハギンが河童になるとか思ってたりするんじゃない？」

「……まさか？」

　……否定できねー。

　あいつ、ベジタリアンオークからさらにキングってついたからな。

　文字通り野菜の王様や。あいつ将軍職なのに意味不明。

　野菜への執念恐るべし。いや、キュウリか。

「で、そろそろ私たちをエスコートしてくれないかしら？」

「そうね。そろそろ干からびそう」

　セラリアとラビリスはどうやら俺を待っていてくれたらしい。

　すでに、ラビリスは俺の上によじ登っているし、セラリアは手を取ってくれと言わんばかりに手をこちらに伸ばしている。

　なら……。

「きゃっ!?」

「ふふ、素敵よ。ユキ」

　セラリアを一気に引き寄せて、お姫様抱っこして、海へ走り出す。

　クラゲが残っているし、それで沖にいる皆と合流しよう。

　まだまだ、海の遊びは始まったばかりなのだから。

　後日、ジョンにキュウリの件を問いただしたら、サハギンは河童でないと知って、泣いていた。

　曰いわく、河童こそ、キュウリ評論家の最高峰だと思ったから、自分が作ったキュウリの品評を楽しみにしていたんだと。

　……なんでやねん。











落とし穴44掘：海の幸







ｓｉｄｅ：ユキ



　夏の日差しの中、蒼い空と、碧い海で全力で遊んだ。

　セラリア、ラビリスと、クラゲで沖に行った皆と合流して、アスリンやフィーリアと一緒にイルカに乗ったり、トーリやリエルと一緒に泳いだり、実は泳げなかったジェシカを皆で協力して教えたり、エリスとクリーナに迫られたり、ルルア、シェーラ、キルエ、サマンサと一緒に海中散歩したり、ミリー、ラッツ、デリーユ、カヤと海の食材集めに行ったり。

　まあ、とにかく色々やった。

　で、そうやって遊ぶとレベルがいくら高くても……。

「ううっ。お、お腹が空きましたぁー」

「リーア、情けないですよ」

　ジェシカがそう言うが、すぐにジェシカのお腹も鳴る。

「ジェシカだってお腹空いてるじゃないですか」

「し、仕方ないんです!!　あれだけ泳ぐのを練習したんですから!!　でも、私は我慢できますから!!」

　必死にそう言って周りの俺たちに説明する。

　ジェシカがこんなふうに必死になるのも珍しい。

「まあ、落ち着け。別に非常時でもないし、お腹が空くと感じるのは健康な証拠だ。恥ずかしがらなくていいぞ」

「ですよねー」

「ううっ、リーアはもう少し、女性としての嗜みをですね」

　ジェシカは顔を両手で覆おおい、顔を左右に振ってサイドテールを揺らしている。

　……女性としての嗜みね。

　うーん。特に俺としては問題ないが、ジェシカとしては俺の妻としての形があるんだろうな。

　ああ、泳げなかったの、というのも、たぶんあるだろうな。

　皆に教えてもらっていたし、もともとの騎士としての威厳やプライドで思うところがあったのだろう。

「まあ、ジェシカのお腹が鳴ったからというわけではないけど、俺たちもお腹が空いてるし、集めた食材で色々料理をするか。俺がメインでやるよ。あまり見たことない食材ばかりだろう？」

「はい。ユキさん、お願いします」

「……タコは茹ゆでるか、タコ焼きにするぐらいしか知らない」

「この細長い白いタコはどう食べるのじゃ？」

「ぬふふふ、また新しい料理で商売のネタになりそうですね」

　サハギンの案内で食材を片っ端から獲ってきたみたいだが、やはりどう料理するか知らないか。

　いや、食べるだけなら焼けばいいのだが、それじゃ、俺がわざわざ腕を振るう必要はない。

　夏の海にふさわしい料理を出すべきだろう。

　もちろん、定番の海鮮料理も作る。

　で、張り切るのはいいが、20人近く食べる人がいるので、俺１人で作っていると日が暮れる。

　そして、その人数に合わせた量の海鮮類も獲ってきている。

　鱗うろこを落とすだけでも１時間以上かかるだろう……。

「というわけで、さすがにいつもの料理担当者だけでは追いつかないので、皆に手伝ってもらいたい。ま、魚を捌さばくのがつらいのなら無理は言わないけどな」

　そう言いはしたが、お姫様とかもいるし、不参加者も出るかと思っていたが、全員が参加してくれた。

　セラリアは普通に戦場に出ていて、野戦飯とか周りから採集して食べるのは当然みたいなことを言っていたから納得できるが、ルルアやシェーラがやると言うとは思わなかった。

　温室育ちだから、切り身の魚を見たことがあっても、あのギョロメの魚に包丁を入れるのはあれだろう……。

　日本でも、そのままの魚に包丁を入れることができない主婦がいるくらいだしな。

　……俺が色々できるのは、まあ、若い時にサバイバルとかやったせいである。

　じゃないと、生きていけなかったから。美味いご飯なかったから!!　ジャングルの中とかな!!

　と、そんな昔のことはいい。

　今、役に立ってるからイーブンとしておこう。

「じゃ、まずは魚を捌く基本から」

　とりあえず、コテージに戻って、テーブルで説明を交えながら実演をする。

　百聞より一見。されど、百聞と一見の方がいいに決まっている。

　まずは、野の締じめ。つまり血抜きだが、鮮度を保つために必要なことだ。

　普通、遠洋などで獲った大物は、血抜きしないと臭みがついたりして鮮度が落ちる。

　血抜きの位置は尾びれの付け根、エラと胸びれの間のどちらか、サイズによって変えるといい。

　あ、今回は鮮度が抜群なのでそのまま捌きます。

　そこまで、でかい獲物もいないし。

　次にいい魚の見方だ。これも獲れたてなので、特に選別する必要もないが、まずは魚の目。

　死んだ魚の目といった揶揄があるように、魚の鮮度は、まず目を見るべし。

　鮮度がいいのは透き通った目で、悪いのは濁っている。

　他にエラ、鱗で鮮度を見る方法もあるが、今はいいだろう。

　さて、いよいよ本格的に魚を捌くわけだが、まずは魚の外装を落とす必要がある。

　外装、つまり動物でいうところの皮。つまり、鱗である。

　これを取らないと、とてもじゃないが食えたものではない。

　魚によっては鱗がなく、ぬめりをもって鱗の代わりとしているのもいるが、それは塩で揉むといい。

　塩が貴重な中世ヨーロッパの食文化では、まずやらない料理法だよな。

　と、鱗の落とし方に戻るが、まずは水洗いをする。

　これは水の方がいいが、まあ海水でも問題はない。

　水洗いの目的は、魚を綺麗にする。つまり、魚についている病原菌を落とすのが目的だが、完全にゼロというのは無理なので、自分の免疫力に期待しよう。

　次に、危ない尖ったひれなどを取り除く。怪我けがをするからな。

　で、ようやく鱗落としだが、包丁で尾びれから頭へってのが基本だが、世の中便利なもので、鱗落としという道具がある。

　これを嫁さんたちに渡して鱗落としをしてもらったが、魚料理の面倒さを知る元冒険者組や２人のメイドは、この道具を絶賛していた。

　……ピーラーも喜ばれたし、この手の便利道具を作る余裕はこの世界にはないらしい。

　さて、鱗を取ったら、ようやく魚を捌ける。

　エラを取るかは色々な要素で決めるが、まあこういう、雑と言ってはあれだが、本格的な料理でもないので、頭ごとバッサリ落としてしまう。

　頭を落とす方法も色々あるが、「かました落とし」でいい。というかこれが楽。

　その次はワタ出し。つまり内臓を取り除く。

　内臓は物によっては普通に食べてもいいが、味が特殊だったり、未消化の魚や虫がいたりするのであまりお勧めはしない。

　頭を落としているので、そこから胸を開いてもいいし、お腹に包丁を通して取るのもいい。

　で、これからようやく、食べる身を切り分ける作業に入る。

　この中に三枚おろしなどがある。

　どの捌き方も共通しているのが、骨と身を切り分けるということである。

　有名な三枚おろしは、魚を正面からとらえて、右の身、中央の背骨、左の身と分けることを指す。

　残っている肋骨などは、その後に別に切り落とすが、大体食える刺身でもない限り、そのまま使ったりする。

　背開き、胸開きなども同じように背骨を取る方法だが、こちらは小さい小魚、キスなどで使うことが多い。

　小さい魚は背骨以外はそこまで食感に影響しないので、背骨を取ってしまえば、そのまま焼いたりして食べられるからだ。

　さて、ここまで来てしまえば、あとはこの切り身たちを料理に使うだけである。

　無論、このまま食べても美味しいので、醤油を付けてちょいと食べてもいいだろう。

「あら、美味しい」

「ナールジアさん、日本酒持ってきました!?」

「もちろん!!　いやー、いいですね。獲りたて新鮮って美味しー!!」

　セラリアとミリーに……ナールジアさんがなぜかいる。

　まあ、いいか。刺身に日本酒は当然だしな。

「と、大体魚は捌き終わったな。キルエ、貝の砂抜きは大丈夫そうか？」

「はい。昨日の晩から置いてましたので、十分かと」

「あの、旦那様。砂抜きってなんですか？」

「初めて聞きました」

　ルルア、シェーラは初めて聞くようだ。

　まあ、日本人はよくアサリなどの貝類を食べるから常識と思っているだけかもな。

「砂抜きっていうのは、文字通り砂を抜くんだ。貝類は水の中で呼吸をする時に、一緒に砂も吸い込む。これを放っておいて、料理に使うと料理に砂が混じる。結構ため込んでたりするから、海水だけを入れたバケツとかに貝を入れて、その中で呼吸をさせると、自然とためている砂を吐き出す。これで、食べる時に違和感がないぐらいに砂はなくなるんだ」

「「はー」」

　２人とも、心底珍しそうに、砂抜きしてあるアサリたちをのぞき込んでいた。

「と、みんな自分の丼に好きな量のご飯を入れてくれ」

　そうそう、もう切り身は大量にできたし、待たせるのはあれだ。

　あとは俺がちゃっちゃと作ればいいから、皆は食べ始めていい。

「えーと、ユキさん、なんで？」

「まだ料理できてませんよね？」

　リエルとトーリはそう言って首を傾げる。

　ほとんどの嫁さんたちも不思議にこちらを見ている。

　しかし、その中で察しがいいのが、ラッツとエリス。

　すぐに丼に炊き立てのご飯を入れて俺に突き出す。

「いや、自分で……」

「まあまあ、みんな分からないようですし」

「そうですね。お願いします」

　そう言われると断る理由もないので、見た目が華やかになるように、切り身をご飯の上に載せていく。

　そして、ご飯が見えなくなるまで載せたら、そのまま２人に渡す。

「あっ!?　それってお寿司!?」

　ミリーはその丼の姿に寿司を思い浮かべたらしい。

「……似たようなものかな。で、今目の前には、好きなだけ載せられる切り身がある。それを載せて、醤油をラッツやエリスみたいにかければ……」

　２人は醤油をかけて、そのまますぐに海鮮丼をかきこむように食べる。

「ぼ、僕も!!」

「私も!!」

　そして、その姿を見た全員が、オリジナル海鮮丼を作りにかかる。

　その間に、俺は夏の海の定番を作りますかね。

　キルエとサーサリに用意してもらったのは、一口サイズに切った野菜多数、麺、ソース。

　これで予想がつかない奴は夏の海を知らない。

　さあ、海鮮類は山ほどある。硬い野菜から火を通していって、海鮮、麺、そしてソースを絡めて炒める。

「これは、焼きそば!?」

「……ん、いい香り」

「クリーナさん、焼きそばってなんですか？　とてもいい匂いですが」

　サマンサは夏祭り不参加だったしな、分からなくて当然だな。

　他もこちらを見て、丼をかきこむのをやめる。

「へい、おまち。海鮮焼きそばだ」

　そう、夏の海の家定番の焼きそばである。

　無論、海鮮類も入ってるから、日本の海の家の焼きそばとは材料自体から雲泥の差だが。

「「「うまーーーー!!」」」

　でかい大皿にできたそばから置いていく。

　すかさず箸はしが伸びてきて、４つ用意した焼きそばはすぐに姿を消す。

　しかし、これで終わりではない!!

「キルエ、サーサリは天ぷら。俺は貝の調理する」

「「はい」」

　小さい魚の開きは、切り身にして生で食べるには抵抗がある。

　ならば、それは全部カラッと天ぷらにしてしまえばいい。

　そして、俺は貝の料理である。

　まずは、温めたフライパンにバターを広げる。

「バターのいい匂いが……」

「……なんてこと、まだあるの？　大変だわ、夫が私たちを太らせにきてるわ」

「構わんっ!!　妾わらわは運動するから万事問題なし!!」

「いいお酒のつまみになりそうですねー!!」

「ええ、いいですねー!!」

　揚げたての天ぷらを食べつつ待ってもらい、俺は貝をメインに、残った切り身をフライパンに投入して炒める。

　バターソテーというやつだ。

　ワインなどをかけて臭みを消し、フランベさせ、これに塩コショウを振れば、単純であるが凄く美味しいものが出来上がる。

　これにレモンやレタスを添えて皿に盛れば完成。

　レモン汁をかけてあっさり、ご飯で食べてもいいし、レタスに巻いて食べてもいい。

　俺が料理を完成させる頃には、全員がこちらを見ている。

「さあ、食べろ食べろ!!」

「「「わーい!!」」」

　まだまだ、単純に切り身を串に刺して、火であぶって塩をかけて食べる古典的なものや、味噌汁に残った切り身を入れたアラ汁という味噌汁も作る。

　どれもこれも、間違いなく美味い。

　で、海鮮材料が尽つきた後も、嫁さんたちが美味しそうに食べてくれていたので、つい調子に乗ってバーベキューのような肉系も作っては嫁さんたちの胃の中に消えていった。

　その結果……。

「あー」

「き、きつい」

「ユ、ユキ。妾はまた妊娠してしまったようじゃ……」

「いや、デリーユ、それ食べすぎなだけだから。うぷっ」

　こんな感じで、すでにコテージのいたるところで、お腹を天井に向けて、転がる水着姿の嫁さんたちが散乱していた。

　動けなくなるまで食うって相当だよな。

「お、お腹がポンポンだよ」

「うにゅー。兄様、お腹が苦しいのです」

「……ユキ、苦しいわ」

「……う、動きたくありません」

　ちびっこたちも動くことなく、その場で横になっている。

　いや、４人とも不思議なくらい食べてたよな。

　しかし、この様子だと、さすがにデザートは無理だな。

　かき氷を用意していたが、これは無理だろう。

「新作のデザートもあるけど、食べられそうにないな。ま、後日また作るからその時に……」

　だが、俺は甘かった。

　女性の胃は２種類あるのだ。

　普通の食事を入れる胃。

　そして……。

「「「デザートは別腹!!」」」

　デザートだけを入れる胃。

　女性は本当にたくましい。

　だが、さすがにかき氷特有の……。

　キーン!!

「「「んっーーーー!?」」」

　これは、避けられなかったようだ。











第２６８掘：持てる者　持たざる者







ｓｉｄｅ：ユキ



　うん、休みが終われば仕事という日常に戻る。

　これは、やはりどこの世界も一緒らしい。

　で、休みから戻れば、仕事は溜まっていて……。

「で、マジで聖剣使い１人捕まえたって？」

　さらに、厄やつ介かいごとが増えていた。

　いや、考えようによっては１つ問題は減ったのだが、こうも立て続けに来ると、状況整理や書類仕事、その他諸々で忙しくなる。

　こう、少し間をおいてやろうとは思わんのかね。

「いや、そっちにすでに送ってるのに、なんで２度聞くんですか？」

　タイキ君と俺は海がある特別区の砂浜に建つ、コテージのテラスでそんな話をしている。

　ちなみに、タイキ君たちの休暇でここを開放している。

　他の人の意見も欲しいからな。

　でも、タイキ君が聖剣使いを捕縛してしまったので、休暇中に確認をとる羽目になったのだ。

「……嫌でも聞きたくなるわ。仕事に復帰したら書類の山だぞ」

「あー、まあ、そうなりますね」

「１日、２日で、なんであれだけ報告書が増えるか不思議だよ」

「そりゃ、俺が聖剣使いを捕まえましたし。その後、あいつらをウィードに送るための手続きとかが山ほどありますからね。何事も書類、書類ですよ」

「……学生の時にこっちに来たタイキ君から、そんな言葉が出るとはな」

「そりゃ、俺もこっちじゃ王様ですからね。勇者時代の方がどれだけ楽だったか……」

「……よかったな。向こうでも立派に社会人やれるぞ」

「……生きるって大変ですね」

　なんだこの、仕事に疲れた男が飲み屋でするような会話は……。

「ま、それはいいとして、実際戦って、どう思った？」

「うーん、俺としては、なんであれだけ生きてきて、未だにあんな幼い考えなのか不思議ですね。私たちは間違っていない。周りが悪い。だから滅ぼす。それだけなんですよ。思考が凝り固まっているにしてもって感じがします。考えすぎですかね？」

「いや、俺もそう思っている。捕らえた６人全員がそんな考えだしな。誰か離反してもよさそうだろう？　実際、行動を起こすまで、生きてきたんだから」

「ですよねー。考えたくないけど、裏がまだありそうですよね」

「ま、前任者を切り殺して、後に引けなくなったって可能性もまだあるしな」

「どっちもまだ、確証がないですからね。というか、裏があろうがなかろうが、面倒なことは間違いないですし」

　そう言って、お互い苦笑いをする。

　問題ってのは簡単に片付かないねー。

「タイキ様ー!!　凄いですよー!!」

　海からアイリさんの声が届く。

　さて、聞きたかったことも聞いたし、そろそろ邪魔者は帰るか。

「タイキ君はアイリさんと一緒に遊んできてくれ。休みに悪かったな」

「いえいえ。学府の方は任せました」

「おう」




　ということで、俺は学府に戻って、学長たちへ報告に来たのだが……。

「くそっ、なんでこうも色々あるかね……」

　知り合いの休暇の邪魔とか、日本で平社員をしていた頃の俺なら絶対にしなかった。

　でも、立場上やらないといけない。

　あー、タイキ君の休み、１日２日延ばすかね。

　やっぱり俺は、上の立場になるのは向いてない。

　下したっ端ぱ根性が染みついてるな。

「あの……何か問題でも？」

　疲れている俺の様子を見ていた学府の学長ポープリが、恐る恐る聞いてくる。

　そう、今は学府に戻ってきており、建前上は親書を渡したことの報告中、ということになっている。

　その建前上の立場は学長が上、俺が下ではある。

　が、現実は俺の方が上で、ポープリが下。

　ポープリにとっては、非常にやりづらい相手だろう。

「いや、ポープリは悪くない。こっちの問題。まあ、ポープリもよくやっているだろうけど、帰ったら待っている書類仕事のことを考えてた」

　そう言って、ポープリやララの机に積まれている書類を指さす。

　こっちは羊皮紙が主流なので、獣けもの臭いことこの上ない。

「ああ、それはご苦労様です」

「……そういうところは、どの組織も変わらないのですね」

「ああ。ララの言う通り、組織として動いてるからなー。書類仕事も当たり前にあるよ」

「確か、ダンジョンに人を住まわせているのでしたか？」

「そうそう。殺して一度きりのＤＰ回収なんて効率悪いからな。安全に住んでもらえる場所を提供して、住人からＤＰを提供してもらった方がいいだろう？」

「ダンジョンは生死をかけるところですから、彼女、前任のダンジョンマスターにも私にも、人が住むなどという発想はなかったですよ。よく人を住まわせられましたね」

「奴ど隷れいを大量に引き取ったんだよ。戦争中だったしな、奴隷は大量に出回るから相場が下がる」

「なるほどー、人はそこからですか。それを考えると、彼女も同じ手法を取れたはず。でもダメか、彼女は研究一辺倒だったし」

　……ん？　なんか、話が雑談になってるな。

「なんか話がずれてきたな。ウィードの話はまた後日にしよう」

「あ、すいません」

「申し訳ありません」

「いやいや、謝ることじゃない。興味を持つのは当然のことだと思うから、落ち着いたら、ちゃんとウィードを案内するよ。で、今するべき話は……」

「タイキ殿が捕まえた聖剣使いのことと」

「クリーナへの出国許可ですね？」

「ああ。それと、俺たちが捕らえた５人の聖剣使いの確認だな」

　言葉にするだけで、山ほど報告書が必要なことが分かる案件である。

　しかも内密にしないといけないので、こっそり処理しなければいけない面倒つき。

「……確かに、怒涛に物事が進みますね」

「でも、ユキ殿たちのおかげで、私の祖国は救われました。ありがとうございます」

「はぁ、ララに感謝の言葉を言われただけで儲けものだな。普段は感謝の言葉もないからな」

「そうですね。基本的に徹底して裏方で、表向きな功績はよそに譲っていますし」

「……といっても、功績を受け取るとそれはそれで面倒」

「クリーナさんの言う通りですわね。私たちの目的を考えると、目立つのはよろしくありません」

「そうですねー。これ以上厄介ごとを押し付けられたら、とてもじゃないけど手が回りませんよ」

　護衛の面々も、そう言って話に加わる。

　ジェシカの言う通り、俺たちはなるべく功績はよそに譲っている。

　でも、ジルバの王とか、勝手にベータンを押し付けてくるし。エナーリアは王都襲撃があったからこっちも利用させてもらったが、それなりに名前が売れてしまった。

　まあ、サマンサの親父さんたちのプラス評価になったから悪いことではないが。

　でも、クリーナの言う通り、功績を真っ向から受け取ると、非常に面倒なことになる。

　エナーリア、聖剣使いが守る砦を１日どころか、ほぼ一瞬で制圧。

　その勢いにのってベータンと一つの街を取り込み、援軍で来たエナーリアの魔剣使いたちを大規模落とし穴、通称「やらせ崩落事故」で足止めし、救援に来た救出軍も個別に撃破。その後、講和のために赴いたエナーリアで王都襲撃事件を防ぎ、裏で糸を引いていた大臣を捕えることに成功。

　これらの功績に対する報奨を真面目に受け取ると、どっちの国でも重臣レベルの席を与えられてしまう。

　そうなると、サマンサの言う通り、まったく身動きができない立場になってしまい、都合が悪い。

　聖剣使いの暗躍を防ぐために各国への足掛かりが欲しい現状では、特定の国に拘こう束そくされるわけにはいかないのだ。

　さらに、リーアの言う通り、報奨で与えられた立場の仕事もしないといけない。

　ウィードの仕事もあるのに、そんなの手が回らない。

　ウィードを作る前は、実力を周りに示す必要があったから、強硬手段でセラリアを将軍にリテアとドンパチしたが、戦いと呼べるものはそれぐらいである。

　それからずーっと内政だ。

　……と、いかん、いかん。

　さっさと確認を済ませて、次の行動に移らないと。

「ポープリの言う通り怒涛の展開だが、やらないと終わらない。ま、身動きが取れなくなるような行動は避けつつ頑張るしかないな。で、手始めに、捕らえた６人の聖剣使いの写真付きの報告書には目を通しているか？」

「はい」

「確認いたしました。でも、わずか数日でここまで丁寧な書類を作れるとは、ウィードの技術は素晴らしいですね」

　ララは白いコピー用紙を持ちながら言う。

　まあ、こっちの世界に写真はないし、羊皮紙に手書きが主流だしな。

「エリスが徹夜で頑張った。後で会ったら労ってくれ」

「あー、エリスさんか。彼女ならできるだろうね」

「なるほど。納得です」

　……ちなみに、書類はこの新大陸の言語で書かれている。

　つまり、パソコンに文字登録をして、わざわざ作ったのだ。

　俺、エリス、ラッツ、ルルア、ラビリス、シェーラ、ザーギスは新大陸に来た直後、この仕事でかなり忙しかった。

　翻訳自体はスキルでできる。しかし、たとえば日本語を英語に翻訳する時に起こるようなニュアンスの変化はできれば避けたい。そこで、原文のまま記録できるようにするべきだという話になったのだ。

「目を通しているなら、聞きたいことがある。全員間違いなく本物だな？」

　そう、あの聖剣使いたちが、ポープリが知る聖剣使いなのか、確認を取る必要があるのだ。

　ポープリたちをウィードに招いてもいいのだが、未だ安定しない新大陸だ。ポープリが万が一いない時にトラブルがあると、かなり動きが遅くなる。

　なので、報告書と俺たちのやり取りで簡略化しているのだ。

　ポープリとララはその場で、報告書を再度確認して口を開く。

「間違いなく、６人とも本物です」

「はい。私も存じた顔です。しかし、不思議です。彼女たちが仲間の形見である聖剣を手放して、エナーリアの少女を聖剣使いに仕立て上げたという話はどうも腑に落ちません」

「ララの言う通り、その話は私も少し違和感がある」

　この確認を行ったのは、以前、ジルバ、エナーリアの攻防で聖剣使いを名乗る少女がいたためだ。

　次代の聖剣使いがいるのであれば、捕らえた聖剣使いたちが偽者、囮おとりの可能性もあるのだ。

　しかしその場合、俺たちを倒すために次代の聖剣使いを投入しないのは不自然だ。

「……この話は、捕まえた本人たちに聞くしかなさそうだな。で、もし彼女たちが囮で、他が行動を起こすとしたら、どこになるか。そこが大事だな」

「といっても、魔物の森での活動はタイキさんが事前に食い止めました。あとは、クリーナの祖国と、亜人の国じゃないですか？　他の国は１つを残してすぐに飛べますし、その１つもジルバとの友好国。ジルバ王経由ですぐに私たちも動けますよ」

「やっぱり、その２国が怪しいな。すでに魔物の森で活動してた聖剣使いもいるし、なるべく早くどっちの国も行きたいな。ポープリ、そこら辺はどうなっている？」

「んー、クリーナの方は問題ないよ。すでに適当な親書は用意してるし、クリーナのお師匠は、サマンサのお父上同様、私の教え子だからね。今は宮廷魔術師だっけ？」

「……ん。その通り。でも、普段は森の奥に引っ込んで魔術の研究ばかり」

「と、クリーナの言う通り、連絡が取れるまでちょっと時間がかかる。王宮の方へは連絡してるけど、クリーナのお師匠に連絡が行くのはかなり遅れるだろうね。ま、王宮とは話がついているし、すぐに向かっても問題はないよ。だけど、名目上、クリーナのお師匠と会わないのは問題がある」

「だろうな。俺たちはあくまでも、ポープリ学長の頼みで親書を届けている。それを放っておて活動するのは目立つ」

「そこら辺で、拠点の設営に遅れが出るだろうね。誰かを残していくにも、コネすらないからね」

「……でも、即日旅に出るわけにもいかない」

「だね。ただの親書だから、慌てて飛び回るとかえって不審がられる。アマンダという竜騎士のお披露目と考えても、ほぼ日帰りなら、どこがお披露目だよって話になる」

「少し時間を置いた方が無難か。アマンダ自身の体力の問題もある」

　俺たちは構わないが、アマンダは慣れない空の旅。

　そして、ローデイで実感した自分の微妙な立場。

　しかも今は覚悟を決めて、エオイドと穏やかに暮らすために、俺の嫁さんたちと訓練の真っ最中。

　普通に考えて疲労困憊である。

　俺たちが海に行っていた間は、エオイドと一緒にベッドから動けなかったらしいからな。

　こう、いやらしいムフフな状況ではなく、物理的に、筋肉痛とか色々で。

　エオイドも俺やタイキ君からの猛訓練の最中だからな、２人仲良く、ベッドで休んでいた。

　色気もくそもない。体を少し動かすだけで奇声を上げる状態だ。

「まあ、歯がゆい話だけど、ここは我慢して、今集めた情報の整理をするべきだと思うよ」

　ポープリはそう言って、書類をひらひらさせる。

「だな。見落としもあるかもしれないし、今ある時間を有効に使おう。急せいては事をし損じるってやつだ」

「なんだい、その言葉は？」

　ポープリが不思議そうに、俺が言った言葉の意味を聞いてくる。

　こっちにはこういう諺はないのか。

「急いでいると、変なミスをして、目的を達成できないって話だ。急ぐことだけが目的達成の近道ではない。急ぐのと慌てるのは違う、という言葉だな」

「言い得ていますね。素晴らしい言葉だと思います」

「はー、ウィードがある大陸にはそんな言葉があるんだね。いや、実に興味深いよ」

「ま、こんな話もゆっくりできるように、今できることをしっかりやっていこう。情報整理や見直しでまた違う見え方がするかもしれないからな」

　と、こんな感じで１週間ほど時間を置くことにして、その間は情報整理をしつつ、学府の資料を漁るような感じだ。その間に残っている聖剣使いが行動を起こせば大義名分で動ける。

　一方で、魔物の森の魔力間引きも順調に進んでいる。

　魔力量的には、一国分に相当する魔力を間引きしている。

　霧華たちの報告によれば、アマンダのワイバーンでも、まだ序の口だったらしい。

　魔力量が足らなくて覚醒には至っていないが、本場のドラゴン系も多数いたという報告が上がっている。

　それも、20体近く。

　怪獣王ではないが、まさに俺が恐れた、魔力が拡散してドラゴン軍団が現れる一歩手前だったみたいだ。

　交渉役はたーちゃんたち、十魔獣に任せた。

　すべてのモンスターに「服従か、死か」を迫って、半々といったところ。

　さっさと殺して魔力間引きをしてもいいのだが、魔物たちは魔物たちで違った情報を持っているかもしれないからな。

　協力してもらえるなら、それに越したことはない。

　しかし、上手くはいかなかった。

　予定というのは、あくまで予定だ。

　要らぬトラブルがあれば変更を余儀なくされる。

　というか、俺は忘れていたのだ。

　ここは学府。学園。

　お約束のオンパレードだということを。

　タイキ君とそんなフラグを折ろうと必死に画策していたのに、メインイベントが多すぎてすっかり忘れていた。

　運がよかったのは、すでに話はまとまって、学長室から出る準備をしていたというところか。

　バンッ!!

　学長室のドアが何の前触れもなく開かれ、入ってきたのは、学府の制服の金髪イケメン。

「学長!!　学府第13位のアーデス・ギュース。ただいま戻りました!!」

「こらっ、ノックもしないで入る奴があるか!!　来客中だ！　出て行け!!」

　ポープリは不作法を指摘して怒気を放つが、そのイケメンはどこ吹く風で、ツカツカと学長のテーブルの前まで歩いていく。

「殺します？」

「頼むからやめろ」

　ここは学府、こんなことは日常茶飯事だ。

　リーアの言うように、そんなことで殺していたら、何人殺さないといけないことやら。

「聞いていますか、アーデス？　学府第13位とて、さすがにこんな不作法は見過ごせませんよ？」

　ララが静かに言って立ち上がる。

　魔力が冷気に変換されて、学長室の気温が下がる。

　あー、ララは本質的には氷系なのね。

「落ち着いてください、学長、副学長。これにはわけがあるのです」

「それは分かった。が、来客がいる所で話すことではないから、さっさと出て行け」

　ポープリはそう言って指を出口へ向けるが、イケメンは未だ動こうとせず、なぜか俺たちを見て、口を開く。

「いえ、出て行きません。この場に盗ぬす人つとがいるのですからね。そこの男。ユキだな？」

　いきなり名指しとか死にたいの？

　嫁さんたちの目が殺しモードになっているんですが。

「こらっ!!　賓客に対してなんてことを言うんだ!!　撤回しろ!!」

「学長。目を覚ましてください。この男が連れて来た女に、学長が負けたと聞き及びました。しかし、それは巧妙な罠わななのです!!　見てください、すでに我が学府の第３位、第10位が取り込まれています。奴は、ジルバ、エナーリアから学府の戦力を下げるために来たスパイなのです!!」

　……なんでやねん。

　確かに状況から見れば、その話も分からんでもない。

　しかし、事実はまったく違うので、周りの殺気はドンドン上がっていく。

　そんなことはお構いなしに、イケメン・アホデスはこう告げる。

「ユキ、お前は自ら戦わず、女性を戦わせている!!　それは人として恥ずべきことだ!!　私は人として、１人の男として、お前を倒して彼女たちの解放を求める!!　彼女たちは戦争のための道具ではない!!」

　正論。正論ではある。

　しかし、しかしだ。やっぱりずれている。

　ここが平和な日本であるなら、アホデスの意見はかなり支持されるだろう。

　でも、ここは戦乱収まらぬ大陸。使える物ならなんでも使うのは当然。

　そこで生きている奴がこんなことを言うからには何か理由が……。

「で、本音は？」

「お前を倒して、彼女たちを振り向かせて見せる!!　羨ましいんだよこのやろー!!」

　うん、納得。

　実に青春な話である。

「まあ、話は分かったが、とりあえず俺がスパイ云々というのは取り消しておけ。真面目に殺されるぞ？」

「え？　はっ、はい!!　言いすぎました、冗談です!!」

「ということだ、学長も副学長も落ち着いて」

「……アーデス。お前、後でこの場に残れ。いいな？」

「……首を切り落として、詫びるレベルの大問題ですが、ユキ殿直々のとりなしです。感謝しなさい」

　もう、素が出ている２人です。

　女性って怖いよね。

「……アーデス。ユキに感謝しろ。ユキが止めなければお前を消し炭にしていた」

「ですわね。クリーナさんが黒焦げにした後、私がそれを氷のオブジェにしていたところですわ」

　面識があるクリーナとサマンサも敵意剥むき出しで、アホデスにドスの利いた声を出す。

「で、羨ましいのは分かった。解決方法は？　倒すって言っても……」

「無論、魔術決闘だ!!　お前も学府の生徒だろ!!」

「……はぁ、で？　決闘はいいが、成績の上下以外の賭けはしないぞ？」

「なぜだ!!　彼女たちを解放したまえ!!」

「いや、どこに奴隷の首輪がついてるよ？」

　この大陸でも、奴隷は首輪によって制御されている。

　ここまで魔術が衰退した場所で、術で縛しばる方法が残っているのは不思議なのだが、主に唱えるのと、道具として使うのは魔力の増減は関係ないようだ。

　つまり、奴隷術式を書き込んだ奴隷の首輪があれば、そのまま使えるということだ。

　ま、ウィードのものと違って、こっちの首輪は術式が簡易なものになっており、縛りも限定的だ。

　逃げるな、命令に従え、自害するな。これだけである。

　で、奴隷の首輪のついていない嫁さんたちは、すなわち自らの意思で俺に付き従ってることになる。

　いや、指定保護はしてるけどね。

「いやいやではなく、望んでユキといるのです。とやかく言われる理由はまったくありません」

「ですね。私たちはユキさんのことが大好きですから、何がどう転んでも離れるわけないじゃないですか。馬鹿です？」

「……というか、ユキは団長。前線で戦うのは指揮官のすることではない」

「ですわね。皆を率いて前に出る指揮官も悪いわけではありませんが、それは軍という観点から見れば、やめて欲しい行為ですわね。それを守っているユキ様に何も問題はありません」

　で、４人がそう言った後、息を揃えて……。

「「「一片たりとも可能性はないからさっさと消えろ」」」

　おおう、俺も引きたくなるほどドスの利いた声ですわ。

　アホデスなんて、後ずさりして、学長の机にぶつかっている。

「……まあ、百歩譲って、嫁さんたちの解放を、意味はないけど賭けたとして、そっちは何を賭けるんだよ？　賭けは釣り合わない限り承認されないんだろ？」

　俺は確認を取るように、ポープリに視線を向ける。

「ユキ殿の言う通りだな。そもそも賭けが成立しない。彼女たちの才能は飛びぬけている。アーデス、お前は何を用意して釣り合いを持たせるつもりなんだ？」

「ぬぐっ……そ、それは」

　考えてなかったのかよ。

「いや、お前が無様に負けた姿を見れば、彼女たちは目を覚ますはずだ!!　決闘を受けたまえ!!」

　あー、そう来ますか。

　……ん？

　ちょっと待て、これ、利用できそうだな。

「分かった。賭けがないのなら、その決闘受けよう」

「「「え!?」」」

　嫁さんたち、学長、副学長も盛大に驚いている。

「ちょ、ちょっとユキ。こんな小物に負けるとは露ほども思いませんが、護衛として認められません!!」

「そうです!!　この手合いは汚いことするって決まってるんですから!!」

「……ん。肯定。ユキ、この決闘に付き合うメリットがない」

「ですわね。夫が無為に傷つく可能性は見過ごせませんわ」

　まあ、普通に考えればそうなんだが、ちょっと視点を変えると利用方法があるんだよ。

「ふっ、この決闘を受ける漢おとこ気ぎぐらいはあったらしい。決闘は明日だ!!」

「いや、ちょっと待て、条件を入れたい」

「条件？」

　そう、条件。

　俺がこの決闘をただで受けるわけがない。

　嫁さんたちも、「条件」の言葉を聞いてから静かになった。

　よく分かってるね。

「君に不利な話じゃない。決闘の動機はモテないからだろ？　だから、今回の決闘を求めているのは君だけじゃないはずだ」

「……まあ、そうだな。ってモテないからとかじゃない!!　彼女たちを解放するために……!!」

「分かった、分かった。だから、こっちから知り合い２人も呼ぶから、そっちも俺たちに不満のある奴を残り２人連れてこい」

「……残り２人は誰だ？　意味のない相手とは……」

「１人はタイキ君。俺と同じように嫁さん持ちだ。で、残り１人はエオイドだ。エオイドのことは言わなくても知ってるだろ？」

「あの、ハレンチ男か」

　そう、このイベントを利用して、エオイドとアマンダの仲を進展させよう。

　って、アホデスにもハレンチって認識されるってのはよほどラッキースケベやってたんだろうな。

「勝ち抜きでもいいし、３対３でもいい。どうだ？」

「いいだろう。私にとっても都合がいい。同志なら山ほどいる。無論実力者もだ!!」

「……モテない同志？」

「そうそう。って違う!!　可憐な女性たちが目を覚ますことに賛同している者たちだ!!」

「ま、決闘は受けよう。ということで学長、決闘の手続きを頼みます」

「え？　ああ、分かったよ。でもいいのかい？」

「まあ、嫁さんたちに良い格好見せるチャンスだし。頑張らせてもらいますよ」

　なんか後ろで、録画とか、他の皆に連絡とか声が聞こえるが、まあ、嫁さんたちを納得させるためだから仕方ない。

「じゃ、えーと、アホデス。日にちは明日でなくてもいいからな」

「アホデスじゃない!!　アーデスだ!!　なぜ私が日にちをずらす必要――」

　アホデスがそう言い切る前に、学長の手が彼の肩に置かれる。

「それは無論。お前が明日、動けない体になるからだよ」

「が、学長!?」

「まあ、明後日には動けるぐらいに手加減はしてやる。ララ、闘技場の用意だ」

「はい。分かりました」

「アーデス、これは仕置きだけの意味じゃない。お前だと、ユキ殿相手に数秒も持たない。それじゃ、ユキ殿にも観客にも失礼だ。せめて、１分持つぐらいまで鍛えてやる」

　それがモテない男アホデスを見た最後であった――。

　……いや、決闘がなしになるな。

　モテない男、アホデスはさらなる力をつけて、俺の前に立つだろう――。

　……ん？

　これだと、俺が敵役みたいじゃね？

　ま、いいや。タイキ君とエオイドに、決闘のことを話さないと……。











第２６９掘：修行パートと一生懸命のプレゼント







ｓｉｄｅ：ユキ



　さて、翌日。

　昨日の顛てん末まつをタイキ君と、エオイドに伝える。

「「えーー!?」」

　２人ともしっかり驚いている。

　ま、タイキ君は休暇から戻ったばかりだし、エオイドは魔力操作訓練の真っ最中だ。

　どちらとも不満な顔だ。

「め、めんどくさいです。ってか、なんで俺も巻き込んだんですか!?　俺、リア充でも、相手は１人だけですよ!!　それなら、ハーレムのユキさんと、ラッキースケベのエオイドでいいじゃないですか!!」

「ちょ、それは酷ひどいですよタイキさん!?」

　うん、タイキ君が予想通り、俺は潔けつ白ぱくだと言い張り始めたな。

　エオイドの叫びは、まあ、タイキ君の言う通りだから弁護できん。

「諦めろタイキ君。君も所しよ詮せん、非モテから見れば、リア充なのだ」

「くそっ。奴らから見れば俺もリア充か……。でも、俺が戦う理由はなんですか？　わざわざ俺が出る必要あります？　エオイドの訓練成果を見たいんでしょう？」

「え？」

　エオイドはその意図にすら気付いていなかったのか、驚いている。

　……その察しの悪さもなんとかしないと、アマンダが心配だなー。

「まあ、それも目的の１つだ。だけど、タイキ君も目的を達成してないだろ？」

「は？　俺の目的って？」

　おっと、タイキ君は学府生活になじんで、ただの新婚旅行の気分になってるな。

　仕方ないので、タイキ君だけを引き寄せて、こっそり耳に告げる。

「タイキ君、君がここに来た目的は、お前さんの嫁さん探しでもあるんだ。俺が、クリーナ、サマンサとくっついて、国同士の関係の足掛かりはできただろう。しかし、それはあくまでも、俺、ウィード経由だ。それは、『勇者王タイキ』としてはダメだろう？」

「ぐっ……ということは」

「無論、アイリさんからＯＫを貰っている。この舞台でいい格好を見せれば、周りに女性が寄ってくるだろう。アイリも側室ＯＫ宣言を触れ回るつもりらしいし」

「……そんな。普通に慎ましく生きたいのに」

「……俺も、最初はそう思った。だが、現実は無理だった。というか、俺より、絶対的な後継ぎが必要なタイキ君にとってはいい機会だから、頑張れ」

「……はい」

　タイキ君は観念したのか、肩を落として、呟つぶやく。

　まあ、俺だけハーレムなのはつらいからな。

　お前も仲間になぁ～れ。ってことだ。

「あ、あの、俺の訓練成果って？」

「ん？　ああ、その通りの意味だ。アマンダを守る力が付いているかどうか、実感するいい場所だろ？」

「でも、訓練を始めてそんなに日数も経っていないですし……」

「別に勝てって話じゃないぞ？」

「え？」

「この決闘は、エオイドにとって何が足りないかを確認する場だ。俺たちは戦う術は教えてきたが、あくまで術だけだからな」

「どういうことですか？」

「戦う術だけあっても、戦えないんだよ、人は。アマンダを守る。その気持ちをこの決闘で確かめるといい。力だけ強くても、アマンダを守れるわけがないんだ。それなら、俺やタイキ君が守ればいい。でも、それだけじゃない。エオイド、君は彼女を守りたい、色々な意味で。そうだろう？」

「……はい!!」

「勝敗は、気にしなくていいさ。勝ち負けぐらいで、アマンダの気持ちがエオイドから離れるとは思えないし、万が一離れるなら、その程度だ。でも、勝てばアマンダに想いを告げるいいきっかけになるだろう？」

「そ、そうでしょうか？」

「そりゃそうだろう。だって、力が付いた証拠だ。それとも、告白が怖くて、決闘にわざと負けるか？　それはそれでアマンダに相応しいとは思わないけどな」

「うっ」

「まあ、心配な気持ちも分かるけど、準備はすでに整えた。あとはエオイドがどうするかだ。これ以上の機会がまた巡ってくるか分からない。俺たちだって、ずっと一緒じゃないからな」

「……はい」

　ここまでお膳立てしても、当の本人はとても複雑だろうしな。

　ヘタレても俺は非難しないけど、アマンダや、嫁さんたちは大ブーイングだろうな。

　世の中、物語みたいに劇的な告白するなんてことは滅多にない。

　でも、俺としては、色々な事情でエオイドとアマンダがこれを機に正式にお付き合いしてくれるとありがたいんだけどなー。

　後はなるようになるしかない。

「というわけだ、向こうも準備があるみたいだから決闘は明後日ということになった」

　いや、実際はアホデスが学長の訓練でボコボコにされて、動けるようになるのが明後日だからだが。

　向こうは本番当日まで訓練ができなくなった。主に学長との訓練のせいで。

　本当に力を付けるためにやったのか、ただボコボコにしたかっただけなのか、俺には分からない。

　アホデスは動けない間に、どう人を集めるつもりなのか分からないが、決闘がちゃんと行われることを期待しよう。

　そうしないと、エオイドとアマンダのための作戦が無駄になってしまう。

「明後日ですか……」

「そう、明後日。ま、明日はゆっくり休むとして、今日はみっちり行こうか」

「え!?」

　エオイドは驚いたような顔をするが、俺とタイキ君の方が逆に驚くわ。

　こういうお約束のバトルの時は普通、ギリギリのギリギリまで鍛えるんだぜ？

　そして、新たな力を手に入れて格上の敵をなんとか倒す、手に汗握る熱いバトルを繰り広げるものなんだ。

　同じ思考だったのか、タイキ君と目が合い、同時に頷く。

「「必殺技を覚えてもらう!!」」

「い、１日じゃ無理ですよ!?」

　エオイドはそんなことを叫ぶが、知ったことではない。

　為せば成る、為さねば成らぬ。である。

　というか、当事者になるのは勘弁だが、主人公を鍛える役なのは、俺としても、タイキ君としても面白いので、存分にやらせてもらおう。

「まずは、いつもの通りの基礎訓練をこなしてからだな」

「そうそう。何事も基礎をおろそかにしてはいけない」

「……はい。分かりました」

　そう言って、エオイドはランニングを始める。

　校舎をぐるっと周るのではなく、俺たちが目の届く狭い中庭を、許しが下りるまで走るのだ。

　これは、エオイドへの単独攻撃を防ぐためでもあり、エオイド自身の精神力を鍛えるためでもある。

　人間、単調で意味のないことを延々とやらされるのは、とても苦痛なのだ。

　単純作業は拷ごう問もんの方法の１つにも数えられている。

　まあ、〝穴を掘って埋めろ〟や〝石を積んで崩す〟などといったものより、体力作りも兼ねているので、多少はマシだろう。

　あと、人間とても苦しいことを経験していると、それを上回らない限り、慌てることもない。

　これが、俗にいう、「若いころには苦労をしろ」だ。若い頃のミスはやり直しがきく、だから、若いうちに色々な経験、苦労をしろ、ということだ。

　分かりやすいところでいうなら、成人男子は転んで血がちょっと出ても、特に問題もなく歩けるだろう。

　これは子供の頃によく怪我をしたおかげで、自分の怪我の具合がどの程度なのか知っている、把は握あくできているので、慌てる必要がないのだ。

　ん、なんか分かりにくいな。

　ああ、そうだ、学校の体育教師だな。

　授業中に誰かが骨折した。というのは結構あるのではないか？

　自分のクラスでなくても、隣のクラスの誰々が……とか。

　俺たち生徒は慌てていたが、多くの怪我人を見て場数を踏んできた体育教師は、状態を聞いてすぐに、保健室か救急車かの判断を下す。

　文字通り経験の差である。

　だから、その経験を補うために色々エオイドにやらせているのである。

　まあ、どこかの軍曹みたいに、笑えなくなるぐらいにするつもりはないが。

　アマンダに引き渡す時にぶっ壊れてても意味がないし。

「で、ユキさん。実際、必殺技を覚えられると思います？」

「漫画やアニメのお約束みたいなのは無理だろ。あくまでもエオイド自身が強くなることが大事だし。俺たちが変なアイテムを渡しても今回きりだから、意味がない」

「ですよねー。じゃ、小手先ですか？」

「だなー。かめは○波とか覚えたらそれはそれで面白いんだけど」

「エオイドができるのは魔力操作だけですからね。いつか属性系は勉強させて使えるようにしようかなって話してましたけど、さすがに今日、明日では無理だし」

「だな。そんな簡単にできるなら、この世界はこんな状態じゃねーよ」

「ですよねー。で、方向性は決まりましたけど、どういうのを覚えさせるんですか？」

「いや、というか今、エオイド君はどこら辺までできるんだ？　俺、クリーナやサマンサのことがあったから、エオイドのことはタイキ君に任せっぱなしだろ？」

「あー、そういえばそうでしたね。といっても、そこまで日数も経っていませんし、ちょーっと、魔力の固形化ができるようになったぐらいですね。強度は鉄ぐらい、魔術抵抗はイメージで変わりますね」

「イメージで、ってどういうことだ？」

「エオイドはまだ、魔力っていう概念を理解しきれていないみたいですね。魔力操作で形状を小手にしたら物理的攻撃防御が高まって、盾にしたら物理的魔力的防御が上がるんですよ」

「……逆に俺たちにはできない、魔力の使い方だな」

「はい。魔力の質を変化させて、自身の強化や、防ぐ攻撃の種類を分けるとか、器用ですよ」

「そういった意味では俺たちもイメージ不足だよな」

「まあ、なるべくバランスよくってのが安定しますからね」

「そもそも無形の魔力に形を与える意味を見いだせなかったしな」

　俺たちが常時使っている魔力そのものは、自分からにじみ出たり、空気中に存在したりしている。

　魔力操作は主に、それらを防壁にしたり、固形化して足場にしたりする。

　粘土で自由にモノを作る感覚に似ているが、エオイドみたいに小手や剣、盾などにするといった使い方は考えたこともない。

　実際、魔力操作を武器、あるいは盾として使うとしても、武器なら銃器や、それこそ魔術の方が効率はいいし、盾も防壁の方が楽で安全だ。

　そういう見方から考えると、確かに無駄ではあるが、エオイドはさらに作ったものに対してイメージの補強があるのか、エンチャントが付いた装備品のようになっているらしい。

　……あれ？　これって、どこかの……。

「ユキさん、エオイドの魔力操作って、とうえ……」

「言うな。あんな有名どころの名前を出すんじゃない。エオイドの体は普通の人体でできている」

「でも、方向性は決まったんじゃないですか？」

「だな、ちょっと戻って武器図鑑持ってくるわ」

　エオイドが、自らが認識しているモノの方がイメージしやすいのであれば、そのバラエティを増やせばいい。

　実際、エオイドは剣を主体に今まで頑張ってきたし、武器図鑑で剣を見せれば再現できるかもしれない。

　できなければ、相手の動きを封じる魔力固定化を利用した、足枷戦法にすればいいだけだ。

「よーし、エオイド。ランニングはやめていいぞ、訓練を本格的に始めよう」

　後ろでタイキ君がエオイドを呼び寄せている。

　俺が図鑑を持ってくるまでに、大体概要は話してくれるだろうし、さっさと取りに行こう。




　現在は夕飯時。皆、家に帰ってのんびり食事をしている。

　今日は、パスタ多種とサラダ、そしてスープの献立だ。

「で、エオイドの訓練はどうなのかしら？」

　セラリアは膝にサクラを抱えながら、パスタをフォークに絡めて口に運んでいる。

「んー、まあ、なるようにしかならないと思うぞ」

　俺がセラリアの質問に答えていると、ユーユにおっぱいをあげていたデリーユが不思議そうに口を開く。

「……なんじゃ、ユキやタイキなら必勝とでも言うかと思ったのじゃが、えらく弱気じゃのう」

　うんうん、と嫁さん全員が頷く。

「そりゃ、手加減なし、補助制限なしなら負けはないだろうが、セラリアが言ったように、エオイドの訓練だからな。正直、見ていて危なっかしいし、格上の相手との勝負だ。いくら訓練したからっていっても数日だしな。ウィードのダンジョンでルール違反な底上げをしたわけでもないし」

「あー、なるほどのう。そうなると、エオイドがどれだけ真剣に訓練に励んでいたかが重要になるわけじゃな？」

「そうそう。やっぱりよく分かっているな」

「どういうことでしょうか？」

「アスリン、分かりますか？」

「ううん、分かんないよ。フィーリアちゃん」

　他の嫁さんはデリーユの言葉に頷いていたが、ちびっこたちには分かりづらかったか。

　まあ、そこまで経験をしていないから、仕方のないことだけど。

「そうだな……シェーラたちに分かりやすく言うなら、真剣に今まで勉強していた子と、不真面目で勉強してない子と、どちらがテストの成績が良いと思う？」

「「「真剣に勉強していた子」」」

　うん。

　３人が素直でよかった。不真面目な子が天才かもしれないとか言われたらどうしようもねえ。

「だよな。アスリン、フィーリア、シェーラが学校で勉強しているように、魔術学府も勉強をしている人の集まりなのは分かるな？」

「「「はい」」」

「で、エオイドが挑むのは、自分よりもっと成績の良い人なんだ。だから、いつもよりたーくさん頑張らないといけない。今回は俺とタイキ君が教えたけど、勉強は自分で覚えようと思わないと覚えられないだろ？」

「そうですね」

「うん。よくお友達に教えるけど、いつまでも覚えない子いるよね？」

「あれは、やる気がないのです。私たちに教えてもらうだけで、自分で考えることをしていないのです」

　あー、やっぱりいるよな。

　いくら、ウィードに新鮮な学校があるとはいえ、向き不向きがある。

　俺たちが必要だと言って、学ばせているが、成績の上下は必ず出る。

　やる気の問題だが、それが一番難しい。

　どこも同じということだ。

「そう、それに皆みたいに、安全のためウィードで鍛え上げることもしていないから、大事なのは……」

「エオイドさんが、アマンダさんのためにどれだけ真剣に訓練を頑張ったか、ですね」

「大丈夫だよ!!　エオイドお兄ちゃんは、アマンダお姉ちゃんのために頑張れるよ!!　知ってるもん!!」

「知っているのです!!　２人は、私たちと兄様みたいにラブラブなのです!!　だから絶対に勝つのです!!」

「ふふふ、そうね。愛は人を強くするのよね」

　微笑ほほえましい答えではあるが、俺もそれを狙っている。

　負けてもいい。エオイドとアマンダが急接近してくれればそれでいいのだ。

　そうなるように、エオイドには真剣に頑張ってもらう必要がある。

　だから、今回の決闘を利用したのだ。

　物語のように上手くいくなんて思っていないが、チャンスがないよりはマシだ。

　男が奮い立つ舞台に、決闘以上の場所は存在しないだろう。

「あ、そういえば、フィーリア。何かユキに渡すんじゃなかったかしら？」

「そうだよ、フィーリアちゃん。お兄ちゃんに渡さないと」

「そうですね。フィーリア、今がいいと思いますよ」

　フィーリアが何かくれるのか？

　３人からそう言われて、フィーリアが箱を持ってこっちに来る。

「あ、あにょ、兄しゃま!!」

　すげー緊張してるな。

　いったいなんだ？

「なんだい、フィーリア？　とりあえず、落ち着いて」

　そう言って、まずはフィーリアを抱えて、俺の膝に座らせる。

　いつも４人にやっていることだ。

　頭を撫でて、緊張をほぐす。

「ふにゅー。兄様のなでなで、気持ちいいのです」

「その箱を俺にくれるの？」

「あ、はい。そうなのです!!」

　俺がそう聞くと、素早く膝から飛び降りて、箱を俺に突き出す。

「ナールジアさんから、合格を貰った服なのです!!　兄様のために作ったのです!!　どうかこれを着て、明後日の決闘頑張ってくださいなのです!!」

　とりあえず箱を受け取るが、何か聞き捨てならない内容があった気がするので、改めて聞いてみる。

「なんで決闘に着るの？　服だろ、破れたらもったいない……」

「大丈夫なのです!!　兄様は鎧よろいを着たくないっていつも言ってたのです。それを考えて、色々と試行錯誤して、服なのに鎧の性能を持つものを開発したのです!!」

　ああ、なるほど。

　そっちの方向に行っちゃったか。

　普通の服でなく、この箱の中にあるのは、服の形をした別の何か。

「……開けていいかな？」

「もちろんです!!」

　俺を期待のまなざしで見るフィーリア。

　そして、周りの皆も、出てくる物を待っている。

　はぁ、仕方ない。

　覚悟を決めて、箱をそっと開けると、普通の学生服が出てきた。

　俺が高校の頃に着てた指定の制服。しかもしっかり校章まである。

「えーと、フィーリア。なんで学生服？」

「兄様が着ていた服の中で、一番装飾が多かったのです。たくさんエンチャントを付けられるのです」

　そういうことか。確かに、高校の制服はネクタイや校章といった装飾が多い。

　スーツ姿の写真なんて撮ってないし、そういった意味では高校の制服が一番か。

「これで兄様は鎧を着なくていいのです!!」

「そうか、ありがとう」

　とりあえず、一番上のブレザーを手に取ってみる。

　……手触りは普通だ。

　てっきり超重いとか、触った瞬間に黄金に輝くとか、変なネタがあるかと思ったがそんなことはないらしい。

　問題もなさそうなので、そのまま袖そでを通す。

「うん。サイズもぴったりだし、着心地も良いよ。ありがとう、フィーリア」

　俺がそう言うと、フィーリアはとても嬉しそうに笑って、

「兄様に気に入ってもらえて、とても嬉しいのです!!　ようやく、兄様の役に立ったのです!!　……えぐっ、ひぐっ」

　そう言って泣き出してしまった。

　ああ、そうか、フィーリアもアスリンみたいに色々気にしていたのか。

　鍛冶かじの才能はあっても、まともな作品は今まで１つもなかった。

　ナールジアさんの教えを必死に守って勉強する毎日だ。

　皆もそれを当然だと思っていた。

　鍛冶なんて１日２日で習得できることではないと知っているからだ。

　でも、フィーリアは心配だったんだ。自分だけ役に立っていないと。

「大丈夫。フィーリアはいつも役に立ってた。みんな、知ってるから」

　俺がそう言うと、皆が頷く。

「な？」

「ううっーー。ありがとうなのですぅぅーー」

　皆が頷く姿を見たフィーリアは再び俺の胸で泣き出す。

　あー、やっぱりまだまだフォローが足らないなー。

　で、しばらくするとフィーリアは疲れて寝てしまったので、アスリンたちが部屋に連れて行って一緒に眠りについた。

「もう、なんて愛らしいのかしら」

「セラリアと同じ愛らしいではないが、妾も愛らしく思うぞ。それと同時に、あんな妹がおるのが自慢じゃな」

「だねー。フィーリアみたいな妹がいて、僕も自慢だよ」

「……フィーリアは、あんなに小さいのにとても強い。私も見習わなくては」

「……そうですわね。新参だからといって、怠ける理由にはなりませんわね。ところでユキ様」

　皆でそんな雑談をしていると、サマンサがこっちに話を振ってきた。

「その、フィーリアちゃんが作った服の見た目が良いのは分かりますが……いえ、不満があるというわけではないのです。今ユキ様が着ているその服を作っただけで、称賛されるべき才能です。ですが、防御性能はどうなのでしょうか？」

「あ、それもそうね。さすがに、性能が低いなら決闘で着るのはやめてもらうわ。フィーリアには悪いとは思うけど、あなたの体が一番大事よ？」

「じゃな。フィーリアには汚したくないとでも言えば納得するじゃろう。で、性能は？」

「あ、すまん。そういえば見てなかった」

　そう言われて、俺は自分のステータスを開く。

　そして……。

「ええっーーーー!?」

　そう大声をあげてしまった。

　以下がフィーリアの作った制服の内容である。




　ユキ専用の制服セット

　最低ステータスＡＬＬ３０００＋

　特殊事項：状況に応じて、補助効果が上乗せされる。

　説明：鍛冶の巫女みこ、才能を開花させたフィーリアが、たった１人の兄のために、一から十まで完全にオーダーメイドで作った服。

　一見、普通の制服だが、素材はフィーリアがナールジアと協力して開発した、複合レアメタルを糸状にしたもの。軽量、それでいて強度は損なわれず、互いの性能を十分に発揮できるという前人未到の衣類である。

　無論、そこらの量産品の鎧とは比べるべくもないほど性能が高い。さらに、その高い性能ですら、ユキが着ていない時の最低値で、ユキが着た場合の最高値は計測したことがない。

　さらに、エンチャントを複合で重ね掛けしていて、この制服の性能を、より高めている。

　なお、ユキ以外の人が着てもただの服である。補正効果は発揮されない。

　文字通り、ユキ専用の、伝説をぶっちぎった、新素材と技術、才能、思いを惜しみなくつぎ込んだ作品である。

　感想：うん。はなまるを上げましょう。思われているわね。よっ、お兄ちゃん。　ｂｙルナ




　やっちまった。

　微笑ましい出来事ではなかった。

　決闘騒ぎの隅で、なぜか最強装備が生まれてしまった。

　そして、箱の中には、ミサンガみたいなものが２つ残っていた。手紙付きで。

『兄様。このミサンガは決闘の話を聞いて、残った糸で慌てて作ったお守りなのです。よければ、タイキ兄様、エオイド兄様に渡してください』




　勝利を祈って慌てて編まれたミサンガ

　ステータスＡＬＬ５００＋

　特殊効果：体力、魔力回復量の大幅増大。毒物の無効化。簡易防御壁の展開を任意で可能。

　説明：雑ではある。が、それは鍛冶の巫女にとっての雑であり、これでも十分最高品質の品物である。

　もちろん、素材も素材なので、この状態でも装備者の能力すべてを引き上げることが可能。フィーリアにとっては簡単な片手間量産品である。




「どうしよう？」

「……渡さないわけにはいかないでしょう」

「そうじゃな……。しかし、これは……」

「……フィーリア。恐ろしい子」

「……決闘というより、装備品の性能評価の場になりませんか？」

　あわわわ……。

　変なところで、問題が出てきたぞ!?

　どうする!?

　決闘まで、あと１日。











第２７０掘：後押しをしよう　全力で







ｓｉｄｅ：アマンダ



　……何考えてるのよ、あいつは。

　私は今日１日、幼馴染の突飛な行動に悩まされていた。

　突飛なのはいつものことだが、今回はどこかの女性を押し倒したとか、更衣室を覗いたといった話ではない。

　ちょっと前、私の成績の高さが気に入らない貴族の馬鹿が突っかかってきたのだが、それに割って入って、あの馬鹿、エオイドが決闘騒ぎを起こした。

　その時はまあ、納得ができたのだ。

　だって、エオイドは私のために頑張ってくれたというのが分かったから。

　無事にエオイドが勝利を収めて、エオイド自身の「落ちこぼれ」の烙らく印いんも自力で排除しつつあった。

　でも、今回の決闘騒ぎは意味が分からない。

　なんで、私のお師匠たちの旦那さん、ユキさんと肩を並べて決闘に挑むことになっているのよ!!

　しかも、ローデイから帰ってきてすぐ、一緒の部屋で横になっている間に、なぜか、エオイドの決闘参加が決まっていたのだ。

　わけが分からない。エオイド自身もなぜかやる気になってるし。

　この決闘の相手が、身の丈に合っているのならまだいい。

　最近、私と同じように、ユキさんやタイキさんに色々教えてもらっているから、腕試しというなら分かるのだ。

　でも、今回の相手は身の丈どころではないのだ。

　相手は学府第13位、そしてその第13位が集めるメンバーとの勝負になる。

　そう、13位なのだ。

　この魔術学府の魔術科にはランカーと言われるナンバーが存在し、その上位に入っているのは、学府のトップクラスという証拠である。

　順位は決闘で日々変動しているが、ほぼ不動といわれるのが上位30位以上のランキング、ランカーたちである。

　ちなみに私は第34位。もうすぐランカー入りするのではないかと囁ささやかれていて、それが気に入らない貴族が決闘を吹っかけてきたのだ。

　前回は、まあ、相手が格下だったのと、エオイドが負ける相手とも思わなかったから任せたのだが、今回は相手が悪すぎる。

　今回の相手はランカーな上に、サマンサと同じ、通称「上位ランカー」なのだ。

　サマンサは第10位だから、さらに「ナンバー10」という別の呼称があるが、15位以上だって、上位ランカー、そのナンバーに違わずとても強い。

　エオイドが最低でも半年ぐらい真剣に修行をしているならともかく、１週間に満たない訓練で、どうにかできる相手ではないのだ。

　……私のように、ワイバーンを従えたわけでもないのに。

「私がこんなに不安なのに、なんで決闘をやる気になっているのよ……」

　結局、私はエオイドが決闘に勝つか負けるかを心配しているのではなかった。

　まあ、ユキさんたちの訓練の一環なんだっていうのはよく分かる。

　相手だって、目的はエオイドより、ユキさんたちだろう。

　エオイドはおまけ程度だ。順位も底辺だから、負けてもマイナスどころか、上位ランカーと戦ったことで、プラス評価になる可能性すらある。

　普通、上位ランカーと順位の低い生徒が戦うことはあり得ない。

　どちらともうまみがないのだ。上位ランカーは勝って当然、負けたら順位が大暴落。ポイントのプラスもほとんどない。そもそも、生徒たちは学府に魔術を究めんとして来ているのだから、格下相手に戦うのは目的違いになる。

　順位の低い生徒も、わざわざ勝ち目のない勝負を挑みたくないし、身の丈に合った戦いを希望する。万が一勝てば……って感じなのだ。

　だから、エオイドの決闘はむしろ喜ぶべきことだろう。エオイドがちゃんと評価されるきっかけになるかもしれない。

「うーーー。私って身勝手……」

　枕を抱きしめて、そのままベッドに転がる。

　そう、エオイドにとってはいい舞台。

　それを私は、自分が不安なのを理由に非難しようとしている。

「竜騎士か……」

　ポツリと、私が抱えている問題を呟く。

　竜騎士。かつてこの大陸に存在したといわれる、竜を従えた伝説の騎士。

　私もおとぎ話で聞いたことがあるくらい、メジャーな話である。

　その騎士様にテイマーとしての才能があったのでは？　という、学府の先生の話も、冗談の１つとして耳に入れていた。

　多少大人になって、現実的に考えると、その話は理に適ったものだと思う、だけど……。

「自分が竜騎士になるなんて思わないじゃない!!」

　そう、気が付けば私は竜騎士になっていた。

　よく分からないが、ワイバーンが勝手に従ってくれたのだ。

　あの大きい黒いブラックウルフのせいだろうか？

　まあ、理由はどうでもいい。

　そんなことがあって、私は学長に即時、竜騎士の称号を与えられた。

　最初は浮かれていたが、周りからの奇異の目に自分が置かれた状況が徐々に理解できてきた。

　そして、ローデイにユキさんたちと赴いた時に、エリスさんに、自分の立場の危うさを理解させられた。

　その立場ゆえに周りすら不幸にする可能性があると。

　このままでは、エオイドと添い遂げるのは難しいかもしれないと……。

「ううっーーー!!　いや、そんなのいや!!　ずっと一緒にいたのに!!」

　あり得ない。

　あんなスケベでドジな男と結婚してやろうと思う女は私しかいないのだ。

　幼馴染でいつも一緒だった。それが当然だった。きっとこれからもそうなんだと思っていた。

　だから、その思いを通すために力を付けるべく、エリスさんや、デリーユさんに師事している。

「もう、エオイドのバカ」

　私の気持ちも知らないで、決闘に浮かれちゃって。

　……いや、無茶苦茶を言っているのは理解している。

　しかし、でも、と思わずにはいられないのだ。

　学府に通わなければ、こんなことにはならなかったのかな？

　普通に恋して、普通に結婚して、普通に子供が生まれて……。

「え、えへへ……お、女の子が２人と男の子１人がいいかな？」

「なーに、妄想にふけっとるか」

「まあ、いいじゃない。愛しい相手との家族計画は私たちもするでしょう？」

「じゃな。でも妾は当分子供を作ることはせんぞ？　さすがに、子育てがここまで大変だとは思わなんだ」

「あら、私はすぐにもう１人産んでもいいと思ってるけど？」

「相変わらず、変なところでタフじゃな。エリスは……」

「そうかしら？　デリーユだって、ユキさんから、もう１人って言われたら拒める？」

「無理じゃな。喜んで孕はらむわ」

　……ん？

　何か、別の人の声が聞こえたような。

「って、お師匠たち、いつの間に!?」

　視線をドアに向けると、そこにはエリス師匠とデリーユ師匠が立っていた。

　慌てて私は立ち上がるが、訓練のせいで体が悲鳴を上げる。

「ひぎぃ!?」

　な、なんて声出してるのよ私……。

　でも、痛い。主に全身が痛い。

「やっぱりじゃな。さすがに調子に乗って訓練させすぎたと思ったんじゃよ」

「はぁ、デリーユ、そういうところは加減しなさいよ？　もともとのスペックが違うんだから」

「いやー、すまんすまん。思った以上にアマンダの熱意とやる気、そして想いが伝わってきてな。こっちもやる気になってしまった。ま、ついてこれたんだから、素質もあったんじゃろうて」

「そうね。あの訓練の後に叫び声を上げるぐらいで済んでるから大したものね」

　そんなふうにのんきに話している師匠たちだが、何の目的で私の家に来たのだろう？

　あ、昨日も訓練を休みにしてもらった上に、今日も来ないから様子を見に来たのかな？

　ううっ、情けないが体が動かない。

「えーっと、申し訳ないのですが、こんな状態なので、今日も訓練は無理そうです」

　こっちから訓練を頼んでおいて、連続で休むなんて失礼極まりないが、体が動かないのでどうしようもない。

「ん？　いやいや、アマンダの体のことは知っておる。だから……」

「ええ。ちょっと待ってね」

　エリス師匠が進み出て手をこちらに当てる。師匠の手が仄ほのかに光る。

「ふむふむ。重度ではあるけど、筋肉痛だけね……体内魔力の量も訓練のしすぎでかなり低下しているから、自然治癒力が落ちている。これは私の訓練も原因の１つか」

「エリスも加減をせんとな」

「そうね。ごめんね。アマンダ」

「え？　いえ、私がついていけないだけで」

　私がそう答える間に、再びエリス師匠の手が光る。

　ん？　何かとても気持ちがいい？

　その気持ちよさが、エリス師匠が手を動かすたびに広がる。

「ふぁぁ……」

　また別の方向で変な声が出る。

　なに、この快感!?

「うむ、効いているようじゃな」

「ですね。あと少し我慢してね」

「ふぁ、ふぁい」

　…………気が遠のく。

　ま、まず!?

　気持ちよくて眠くなる!!

　師匠たちがわざわざ来てくれたのに、眠るとかあり得ない。

　た、耐えないと!!

「あとは、少なくなった魔力を補充して」

　何かが、体に入ってきてる!?

　き、気持ちいい!?

「ふにゃぁぁぁーーー」

「……終了と。どうかしら、アマンダ？」

「ふぇ？」

　とりあえず、エリス師匠が何かをしたのは分かったが、快感と戦っていたので反応できない。

「ああ、アマンダ。エリスが回復魔術をかけたから、動けるようになってないか？」

「え？」

　デリーユ師匠にそう言われて、体をゆっくり起こしてみる。

　痛みもなく、体が起き上がる。

「………あ、エリス師匠は回復魔術も使えましたね」

　そういえば、学長との決闘の後に使っていたのを思い出した。

　……本当に全属性が使えるんだと、いまさら実感した。

「どう？　体に違和感はない？」

「……うーん、よっと。はい、まったく問題ありません。ありがとうございます!!」

　体を軽く動かしてみるが、特に問題はない。

　やっぱり、学長を超える魔術師は凄い。

「えーっと、そういえば、なんで私の家に？　私を治療しに来てくれたんですか？」

「おお、それを忘れておった」

「アマンダの治療もだけど、他に用事もあったのよ。体調が良くなったのなら、少し話していいかしら？」

「あ、はい。ちょっと待ってください。お茶を持ってきますね」

「ん、すまんのう。と、これは母親にも食べてもらうといい。ララ副学長が好きなケーキじゃ。多めに作ったから、お茶と一緒に出すといいじゃろう」

「ケーキ？　この白いのが？」

　綺麗な箱に入れられた、ケーキ？　を見ると、白い何かに包まれている。

　ケーキといえば、茶色の少しやわらかいパンぐらいのモノなのだが……。これは、白で綺麗に飾られている。

「ああ、こっちではまだ流通してないケーキでな。まあ、お茶と一緒に食べてみるといいぞ」

「ええ。美味しいから、お母さんにも食べてもらって。日持ちするものじゃないから、遠慮しなくていいわ」

「はい。ありがとうございます」

　そして、お茶の準備をしつつ、お母さんにケーキを渡して、部屋に戻ってケーキを食べたのだが……。

「んっーーー!!　美味しい!?　あ、甘い!?　とても甘いですよ!?」

　信じられないぐらい甘かった。

　お、美味しい、美味しすぎる!?
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「んむ。相変わらず美味いのう」

「ええ。本当に」

「ど、どこに売ってるんですか!?　いえ、作ったって言ってましたよね!?　どう作るんですか!?」

「まあまあ、落ち着け」

「うーん、気持ちは分かるけど、材料がここじゃ揃えられないのよね。まず一番に、砂糖がいるわ」

「さ、砂糖!?　こっ、これに入っているんですか!?」

「それはもう。１００グラム近くだから、そうね、このスプーン10杯以上かしら？」

「そ、そんな高級な材料、揃えられませんし……このケーキとても高いんじゃないですか!?」

「まあ、妾たちのところでは普通に食べられるからのう」

「ですねー」

「どこですか!?　その凄い街は!!」

「ちょっと遠いかのう」

「ですねー。でも、アマンダは私たちの知り合いですし、ケーキぐらいなら届けてあげますよ」

「本当ですか!!」

　やった。

　本当にこの人たちが師匠で良かった。

「さて、一息ついたところじゃし、本題に入るか」

「あ、そういえば、私に用事があったんでしたっけ？」

「ええ。エオイドの決闘の話は聞いてる？」

　そう言われて、私は自分勝手な怒りとは分かりつつ、想いが再発して、文句を言うように師匠たちに話す。

「はい。聞いています。もう、エオイドってば、私がこんなに大変なのに……」

「やっぱり、そうか。まあ、好いている男が自分を無視するのはつらいからのう」

「ふふっ。心配しなくていいのよ。エオイドはアマンダのために決闘するつもりだから」

「え？　どこが私のためになるんですか？」

　意味が分からない。

　なんで、エオイドの決闘が、私のためになるのだろうか？

　そう聞くと、２人は神妙な顔つきになって、周囲に誰もいないことを確認し、小さな声で話す。

「……まあ、他言無用。特にエオイドには絶対内緒じゃぞ？」

「ですね、下手するとエオイドがヘタレますから」

「え？　いや、エオイドは昔からヘタレですけど……」

「……だったらなおさらこの話を言うでないぞ」

「……はい。アマンダの一生に関わる可能性があります」

「ど、どういうことですか？」

「アマンダは、なんで私たちに教えを乞こうたのかのう？」

「……それは、エオイドと一緒にいたいからです」

　そう、私が今頑張るのは、エオイドと一緒にいたいから。

　私は竜騎士なんて不相応の力を突然手に入れて、権力争いなんてわけの分からないことに巻き込まれている。

　このままでは、今のような生活を続けることはできず、いずれは、ずっと一緒にいたエオイドと離れることになる。

　そんなのは嫌だった。

　だから、それをどうにかする術を知っている２人を頼ったのだ。

「そうね。好きな人と一緒にいるためよね。でも、それはアマンダだけではないのよ」

「え？」

　一瞬、理解できなかった。

　私だけではない。

　誰のことか？

　でも、すぐに思い至った。

「エオイドも？」

「そうじゃ。エオイドもアマンダを守るために、相応しい男になるために、必死にユキやタイキの訓練を受けておる」

「そして、この決闘。ユキさんとタイキさんに隠れているけど、これはエオイドのための決闘なのよ。アマンダ、あなたに相応しい男になったって、あなたに伝えるためにね」

「そ、そんなこと、してもらったって、分かる、わけないじゃない……」

　私は、そう言いながらも目から涙を溢れさせていた。

　ヘタレのクセに……。

「そうじゃな。男というのは不器用なもんじゃ。でも、エオイドはそうやって覚悟を決めたんじゃ。だから、明日は観戦に行かないか？」

「はい」

　私がそう答えると、２人とも優しい顔で頷いて、エリスさんが１つの小さな箱を取り出して私に差し出す。

「これは？」

「ちょっと私がいたずらして、エオイドのところから持ってきたの。アマンダにあげる物らしいから、開けても問題ないわよ」

「開けていいんですよね？」

「ええ」

　その中には、私が好きな花をモチーフにしたミサンガが入ってた。

　でも、ただのミサンガではない。

　素人しろうとの私が見ても、凄く綺麗な細工がしてあるのが分かる。

「うわぁ。綺麗で可愛い。エオイド、どこでこんな物を……」

「それはな、フィーリアが作ったのじゃよ」

「え!?　フィーリアちゃんが!?」

「凄いでしょう。オーダーメイドよ。あの子、こういう才能はとびぬけているから」

「凄いですねー。アスリンちゃんも、フィーリアちゃんも、凄い才能を持っているんですね。ラビリスちゃんとシェーラちゃんはもう私よりしっかりしていますし。でも、なんでこれを私に？」

「簡単よ。エオイドは勝てばそれをプレゼントに、アマンダに告白するつもりなの」

「え!?　じゃ、こ、これを今もらうのは……」

「まあ、まずいとは思うが、妾たちはあえて持ってきた。万が一負けて、告白しないのでは、フィーリアの手作りが無駄になるからのう」

「で、でも」

「もう気持ちはどっちも決まっているのよ。あとは、背中を押す結果が欲しいだけ。決闘でエオイドが無事に勝てば告白、もし負けたら、あなたが優しく包んであげなさい。そのミサンガを喜んで受け取ったんだから、言い訳はさせないわよ？」

「う……」

　し、仕方ないんです!!

　だって、こんな素敵な贈り物をエオイドがするとか、嬉しすぎて!!

「うむ。明日は決闘が終わった後、そのまま子作りでもするといい」

「そうねー。女の子が２人と男の子１人だっけ？　その数だと、すぐに頑張らないと、生活に追われて作れなくなるわよ？」

「な、何言ってるんですか!?」

「まあまあ、経験者からの話じゃ。聞いておいて損はないぞ」

「ええ。私も１児の母です。全体で言えば６児の母ですね」

「え、ええっ!?　ってことはユキさんとの？」

「無論じゃ」

「あの人以外はあり得ませんね。で、子作りですけど、やっぱり上に乗るのが一番だと思うわ」

「エリスの話はまともに聞かない方がよいぞ。こんな澄ました顔で、かなりのスケベじゃからな」

「ええっ!?」

「何を言っているんですか？　愛する夫に対して、淫らになるのは当然じゃないですか」

「ユキが気絶しても腰を振る。お主は行きすぎとるわ」

「き、気絶!?」

「大丈夫です。ユキさんは気絶しても大きいままですからつまり私の体に喜んでくれているんです。うん、今日も頑張りましょう。私の番だし。楽しみ」

「大きい!?」

「はぁ、ユキが明日無事に決闘できるといいがな」

「そ、そんなにするんですか!?」

「ええ。愛し合うとはそういうことよ」

　その後は、デリーユ師匠とエリス師匠からの情事話に夢中に聞き入る私でした。

　……明日の夜、試してみよう。





ｓｉｄｅ：ユキ



　……ぞくっ。

　体が芯から震える。

「どうしました？」

「なんか嫌な予感が……」

「えー？　また変なイベントが発生とか勘弁ですよ？」

「エオイドやアマンダには、フィーリアに作ってもらったのを両方渡したし、相手の３人も監視をしてるから、特に問題もない。……他に何のイベントがあると思う？」

「うーん。仕込みは済んでますから、これでどっちにしろエオイドとアマンダはくっつくし、決闘も俺たちがいるからどうにでもなる。後は……乱入とかですかね？」

「あー、乱入か。それはありそうだな。そっちの方で少し監視を強化してみるか」

「ですね。さすがに今回は横やりが入ると困りますし、そこら辺を固めるべきですね」

　俺は、嫌な予感に従って準備を始めたが、結果的に、それは間違っていた。

　その日の夜、これが嫌な予感だったのかと、エリスを見ながらそう思った。











第２７１掘：決闘祭始まる







ｓｉｄｅ：ユキ



「あなた。準備はいいかしら？」

「ああ」

「でも、何か疲れてないかしら？」

「エリスに聞いてくれ」

「……今日は私の番だし、今日も頑張ってね」

「おい」

　本日は決闘の日。

　今の会話、セラリアは序盤、決闘への気遣いだったのだろうが、徐々に違う話になったような気がする。

　ま、お察しの通り。昨日はエリスと頑張ったので、体力、精神力をかなり持っていかれている。

　相変わらず、激しいというか、甘えてくるというか……。

「エリス、あんたまたツヤツヤしちゃって。少しは手加減しなさいよ。ユキさん、今日決闘の日よ？」

「あらミリー、決闘の日の前夜だからこそ、燃え上がるものでしょう？」

「……あんたはいつも、燃え上がってるでしょうに」

「ええ、ユキさんとの夜に燃え上がらない女なんていないわ。ミリーだって、ユキさんの時には……」

「わっーー!!　待った、待った!!　何言ってるのよ!!」

　実はミリーもエリスほどではないが、夜はずっとべったりするタイプだ。

　こう抱き着いたままで……。

　って、違う違う。

　決闘の話だ決闘の。

「で、セラリア、準備はできてるか？」

「ええ。みんなちゃんと扱えるわよ。ね？」

　セラリアがそう言うと、嫁さん全員が頷く。

　そして、全員が、ビデオカメラをさっと構える。

「任せてくださいな!!　お兄さんの勇姿は余すところなく、録画しますから!!」

　ラッツはいい笑顔でカメラをこっちに向けてくる。

「……ん。ユキの決闘楽しみ。ラッツの言う通り、夫の勇ましい姿を残すのは妻として当然。無論、昨日のエリス師匠との夜も録画済み。勉強する」

「おい」

　クリーナは本当にエリスに毒されているな。

　クリーナはエリスよりも小さいし、ぺったんこだ。

　無理をしないといいが、でもなぜかクリーナに迫られると断れないんだよなー。

「……ユキ、心配はいらない。次こそは私がずっと上にいてみせる。翌朝のお腹いっぱいは夢」

「お、お腹いっぱいって、クリーナさん、それって」

「ん。無論、ユキの子供の素。出されるだけでも幸せ。それがお腹いっぱいはきっと、とても幸せ」

「な、なるほど。あとで、エリスさんとのビデオ見せてもらっても？」

「構わない、サマンサ。妻同士協力すべき」

　……ビデオの話から、なんですぐにそっちの話にいくかね。

「ルルアとか、ジェシカは大丈夫か？」

「あ、はい。何とか使えます。旦那様の決闘ですから、絶対撮ってみせますとも!!」

「……なんで名指しか気になりますが、私も問題なく使えます」

　そりゃ、嫁さんたちの中で、機械に疎そうな１位、２位だからな。

　実際ヘタにコールを触ろうともしないからな、この２人は。

「むっ、旦那様から馬鹿にされた気がしました」

「ですね、ルルア。今度一緒にユキを襲いましょう」

「そうですね。２人のおっぱいで喜ばせてあげましょう」

　……だから、なんでそっちの話になるんだよ。

「でもさ、ユキさん。本当にビデオを大勢の前で堂々と使っていいの？　いや、ユキさんの決闘シーンを撮るってのは大賛成だけど」

「ですね。リエルの言う通り、本当にいいんですか？」

　リエルとトーリが確認を取るように聞いてくる。

　まあ、一応理由は話したが、もう一度言っておくか。

「大丈夫だ。大勢の前で使うことに意味がある。昨日の夜も言ったけど、ビデオを普及させるにあたって、どこかで、大勢の人が見ている大きなイベントを撮るのが一番の宣伝になるんだ。これが、ローデイにいるサマンサの親父さんたちの後押しにもなる。これが本当に起こった出来事を残せる物だとね」

　そう、嫁さんたちの録画の話を聞いてピーンと来たのだ。

　どうせなら、大々的に使って一気にビデオカメラの知名度を上げてやろうと。

　都合のいいことに、今回の決闘騒ぎは、学府の関係者のほとんどが見に来る。

　さらに、決闘の結果は学府に成績として記録される。ビデオカメラの内容に嘘偽りがないと証明するのに一番いいのだ。

　ビデオカメラが普及すれば、ローデイで発言力を高めようとするサマンサの親父さんたちにはいい後押しになるだろう。

「ぶー!!　お兄ちゃん、私たちもビデオ撮りたい!!　いじわるー!!」

「そうなのです!!　なんで私たちは仲間外れなのですか!!」

「２人とも落ち着いてください」

「そうよ。ユキが意味もなくいじわるするわけないわ」

　その中で、ビデオカメラを与えられていないアスリンとフィーリアが文句を言う。

　ラビリスの言う通り、理由がもちろんある。

「ごめんな。２人は小さいし、可愛いから、ビデオカメラごと持っていかれる可能性があるんだよ。だから、ちょっと悩んでる」

「……納得。私なら、フィーリアを攫う」

「あ、なら。私はアスリンちゃん」

「「きゃー」」

　そんな声を上げながら、フィーリアはカヤに、アスリンはリーアに攫われる。

　というか、膝に座らされる。

「ラビリスとシェーラも、実力的に問題はないだろうが、騒ぎになりかねないから、今回は我慢してもらえるか？」

「ええ、納得の理由だし、決闘の最中で観客席が血に染まっても問題でしょう」

「そうですね。ユキさんに捧げたこの心と体、よその下げ種すに触られるとかされたら、相手を殺すしかないですから」

　……２人はそっちの方向で心配なんだよ。

　手加減がないからな。いや手加減はしているのだろうが、あれを手加減と呼んでいいのか困るレベルだ。

　ウィードでは２人は特殊な立場のため、それを狙った犯罪者や、２人のスタイルが良いのを見て襲おうとする変態がいるのだが、全員が直々にボコボコにされて警察に引き渡されている。

　そのくせ、２人とも、恐かったーって言って、俺には抱き着いてくるから女って怖いわーと思うのだ。

「……それでしたら、私のビデオカメラをシェーラ様たちに貸すというのはどうでしょうか？」

「ん？　ああ、キルエの監視の下ならいいかもな。４人とも、キルエの言うことは聞けるか？　それなら、ビデオカメラを扱っていいぞ」

「「「はい」」」

　返事はしっかりしてるから、いいかな？

「……それなら、私がフィーリアと一緒に撮る」

「ありがとうなのです。カヤ姉様!!」

「私はアスリンちゃんと一緒でいいですよ」

「わーい。リーアお姉ちゃん、ありがとう」

「なら、ラビリスは妾と一緒に撮るか？」

「そうね。よろしく頼むわ。デリーユ」

「では、シェーラ様は私とで構いませんか？」

「はい。よろしくお願いしますね。キルエ」

　うん、分担できるなら負担も軽いだろう。

「と、アスリンたちが心配と言ったけど、他の皆も一応警戒してくれ。ビデオカメラもそうだが、全員が美人だからな。与くみしやすいと思ってちょっかいを出される可能性は十分にあるから」

　そう言うと、皆、理解しているのかすぐに頷く。

「とりあえず、ちょっかいを出してきた相手は確保してくれ。どんな背景があるか確認したいしな」

「「「え？」」」

　やっぱり、武闘派の連中は不思議な声を上げやがったな。

　主に、セラリア、デリーユ、リエル、リーア、ジェシカ。

「おーい。他はともかく、ウィードの女王様がそんな短慮じゃダメだろう」

「あーら、なんのことかしら？　聞こえないわー」

　まったく、この嫁さんは。

「あとは、サーサリ。子供たちに問題があればすぐに呼んでくれ」

「はい。心得ております」

　今回、なぜか嫁さんたちは俺の決闘を生で見ると、全員が参加。

　子供たちがほったらかしになってしまうので、サーサリが子守で残ることになった。

　ドッペルからの移動だし、何かあればすぐに行けるから問題はないが、こういうのも珍しい。

「そういえば、決闘の相手は誰なの？　負ける心配は露ほどもしていないけど、見せ場が少ないのは不満よ？」

　セラリアが思い出したように言う。

「たぶん、アホデスだろうな。学長、ポープリが多少はマシになるように訓練したんだし、もともとアホデスが俺にケンカを吹っかけたんだから、アレが勝負相手じゃなかったら、別の意味で気が抜けるわ」

「……ん。アホデスは学府第13位。そこまで強くない。というか、ユキや私たちの足元にも及ばない。学長の訓練があったからと言って、すぐ強くなるわけがない。でも、ユキの勇姿は見たいから、多少マシになっていることを祈る」

「ですわね。ユキ様の相手に相応しいと言えるぐらい、最低限の技量は欲しいところですわ。ああっ、ユキ様の決闘姿、楽しみです!!」

　学府の生徒さんたちは、アホデスを完全にかませ犬認定。

　まあ、素の状態でクリーナ、サマンサより学府順位が低いんだから当然か。

　というか、名前はアーデスなのに、すでにアホデスで定着してね？

　いや、言い出した俺が言うのもアレだけど。

「決闘で思い出しましたが、エオイドはどうなんですか？　昨日は訓練していないんですよね？」

　エリスは、本来の決闘の目的、エオイドの様子を聞いてくる。

「ああ。昨日はのんびり、武器の本を読んでいたな。ま、急いで詰め込んで怪我でもしたら意味がないしな。今日は、決闘の後に告白もある。整理がついているといいんだが」

「「「無理ね」」」

　即答で答える嫁さんたち。

「決闘はともかく、告白は慣れるもんじゃなかろう？　それはユキが一番分かっておろうに」

「……そりゃな」

　もう、最近のクリーナやサマンサへの告白でもギリギリだったし。幼馴染相手に「初めての告白ｗ」しなければいけないエオイドの緊張はどれほどのものか。

「ま、そこはエオイドの男の見せどころね」

「……ん。ユキの作戦通りなら、決闘で心身共に疲れ果てているはず。その後ならあっさり告白できる可能性もある」

「でも、エオイドさんですからね……付き合いの長い学友として、アマンダさんと上手く行って欲しいのですが」

　主人公特有のヘタレか。

　でも、その線は潰してきたから、覚悟は決まっていると祈ろう。

　そんな話をして、朝食の後にのんびりしていると、時計が７時を指す。

「さて、学府に行きますか」

　そう言って、皆がそれぞれ席を立って学府に向かう。

　ザワザワ、ワイワイ……。

「思ったより賑わってるな」

「ああ。ユキ殿に言われたように、一般客も招き入れてるからね。これでビデオカメラの証人も増える。でも、屋台に関しては時間が少なかったから、そこまで集められなかったよ」

「そこは仕方がない。まあ、今度から定期的にこんな大規模な団体決闘でもやって、賑やかしでもやれば、学府に来る人も増えるし、学府の実力を公開するいい舞台にもなるから、やってみたらどうだ？」

「なるほどねー。勉学の場だから見世物にするっていうのは発想がなかったな。ララはどう思う？」

「いい案かと。学府の悪評には、閉へい鎖さ的なところが原因と思われるものも多々あります。ちゃんとルールを作り、催しを行うのであれば問題はないかと思います」

「ウィードで催しをやった時の資料があるから参考にするか？」

「いいのですか？」

「エリス。ちゃんと残してるよな？」

「はい、もちろんです。それはそうと、ユキさん」

「なに？」

「そろそろ決闘場に行かなくていいんですか？　みんなもう場所を確保していますよ？」

　そう、エリスの言う通り、護衛メンバーを残して、他の嫁さんたちはいいアングルで撮影できる場所を確保しに、先に決闘場へ行っている。

「いや、俺は決闘の当事者だしなー」

「タイキさんもエオイドもすでに控室ですが？」

「ん、いや。ほら、ポープリたちと最終調整の話をしていたし。って、なんでエリスはここに残っているんだ？」

「それは私とユキさんが学府公認の夫婦だからに決まっているじゃないですか。こんな晴れ舞台の日に夫を１人で決闘場に向かわせるなんて、妻として失格です」

　護衛の４人もうんうんと頷く。

「ははっ、愛されているね、ユキ殿。エリスさん。資料は後日貰えればいいから、ユキ殿のエスコート任せたよ」

「ええ、任せてください」

　そう言ってエリスが左腕に絡みついてくる。

「じゃ、残りは私が……」

「ストップ。それは私が行きます」

「いえいえ、これは学府の生徒である私が……」

　なんか、残った右腕を巡って護衛の嫁さんたちが揉めているが……。

「……ん。右腕確保。向かおう」

「「「あーーー!?」」」

　軍配はクリーナに上がった。

「さすが、クリーナ。いい戦術眼です」

「ん。師匠の教え通り、愛に妥協はしない。でも、今度は皆に譲る。不和は求めていない。みんな、好き」

「「「……仕方ないですね」」」

　クリーナのその言葉で皆諦める。

　うん、クリーナはなんか嫁さんたちに揉まれて、いい感じに仲良くなってるな。

　最初にパンツ渡してきた時はどうなるかと思ったが……。

　そうして決闘場に向かっていたのだが、その途中で思いもよらない人から声をかけられる。

「お、ユキさんじゃねーか」

「え、あ、宿屋のおっちゃん」

　そう、なぜか屋台を出しているのは、宿屋のおっちゃんとおばちゃんだった。

　無論、売っているのは鳥のから揚げ。

「聞いたぜ、決闘に出るんだってな？」

「ええ。ちょっと色々ありまして」

「知ってる。男を見せるんだろ？　嬢ちゃんたちに相応しい男だって、周りに証明すんだろ？」

「はい」

「かぁー、タイキくんも同じように嫁さんに良いところ見せるって、恥ずかしがらずに言うんだぜ。カッコいいね。いや、男だ。いい旦那さんだな」

「「「自慢です!!」」」

　嫁さんたちがそう答えると、おっちゃんはいい笑顔になって、すぐにから揚げを人数分包んで渡してくれる。

「ほれ、食べな。小さい嬢ちゃんたちや、他の嬢ちゃんたちにも渡しているから遠慮しなくていいぜ。ラッツの姉ちゃんから代金も貰ってる」

　代金も払っているなら遠慮することはないか。美味い鳥のから揚げだ、存分に楽しませてもらおう。

　と、さらに、もう２つ。から揚げが俺に渡される。

「これは、応援に行けない俺とかあちゃんからだ。頑張って男見せてきな」

「応援してるよ」

「ああ。頑張るぜ!!」

　やべー、やっぱ、この学府の街で一番のいい男は宿屋のおっちゃんしかいねー!!

　そして、から揚げ美味っーーーー!!

　学生時代の、小遣いをやりくりして精肉店のから揚げを食った時の喜びだ。

「ふふっ、ユキさんのそんな姿を見れて幸せです」

「……ん。ユキの笑顔、素敵」

「くっ、腕をつかんでいれば、あの笑顔が間近で……」

「落ち着きましょう。あのから揚げを買い込んで、食べさせてあげればいいのです」

「ジェシカさん、素晴らしい案ですわ!!　さっそく買ってきますわ!!」

　……いや、俺の胃袋にも限度があるからな。

　決闘前だし、腹いっぱいは勘弁。

　さて、そんなことがありつつも、控室前まで来てエリスとは別れることになる。

　護衛の４人は無論このまま。

「さて、リーア、ジェシカ、クリーナ、サマンサ。ここからは決闘になりますので、手出しは無用になります。護衛のあなたたちからすれば、容認できることではないでしょうが、我慢してください」

　エリスはそう言って、４人は深く頷く。

「……ですが、妙な横槍が入る場合はその限りではありません。その身を盾にしてユキさんを守り、敵を殲せん滅めつしてください」

「「「はい」」」

「あと、控室の位置から録画できるのはあなたたちだけです。大事なアングルなので、よろしく頼みます」

「「「任せて!!」」」

　……何か間違ってね？

　そんなやり取りの後、控室に入ると、タイキ君とエオイドがから揚げを食べていた。

「よっ」

「あ、ユキさんも貰ったんですね」

「あのおっちゃんのから揚げ、美味しいですよね」

　第一声がから揚げ談義になるところは、やはり育ちざかりの男の子というところか。

　いや、俺も含んでるから、やっぱりおっちゃんのから揚げは最高ということだろう。

　外はパリッと、中は肉汁たっぷり。

　鳥肉の旨みを衣で余さず包み込み、ホカホカのできたて。

　単体でも、ご飯のおかずでも十分いける品物だ。

「あむあむ。あ、お兄ちゃんだー」

　可愛らしい声がした方を向くと、アスリンがから揚げを咥くわえたままこちらに走り寄ってくる。

「お、アスリン。１人で待ってたのか？」

　アスリンを抱え上げてそう尋ねる。

　普段は絶対４人で行動するから、こういうのは珍しい。

「今日は、お兄ちゃんのことをリーアお姉ちゃんとしっかり撮るんだよ。私しか控室行けないから、３人の分まで頑張るよ」

「なるほどな。俺も頑張っていいところ見せないとな」

「うん。頑張って、お兄ちゃん」

　はぐはぐとから揚げを食べるアスリンを見てほっこりする。

　……と、いけない。とりあえず、決闘メンバーの体調をうかがうべきか。

「で、どうだ２人とも。体調に問題はないか？」

「全然。いつもの通りですよ」

「……ダイジョウブです」

　タイキ君はともかく、エオイドはガチガチになってる。

　決闘に、というより、色々重なってるから緊張しているな。

　なるべく、取り除く努力はするか。

　勝った方がアマンダとはスムーズにいくだろうし。

「じゃ、リーア。アスリンをよろしく頼む」

「はい。アスリンちゃん、今日は頑張ろうねー」

「うん。リーアお姉ちゃん、頑張ろうねー」

「「ねー」」

　リーアとアスリンは揃って可愛い声を出す。

　それを見ていたクリーナとサマンサは、アスリンを抱えるリーアに近寄り……。

「アスリン。私の所に来て一緒に撮ってもいい」

「ええ。私の所に来てもいいですわ」

　一瞬きょとんとするが、すぐに理解して可愛い笑顔で、

「うん。一緒にお兄ちゃん撮ろうね」

「……ん。約束」

「はい。ああ、可愛らしいですわ」

　アスリンはすげー。これが、ちびっこの魅力ということだろう。

　しかし、アスリンはさらに上を行く。

「ジェシカお姉ちゃん。お姉ちゃんの所にも行っていい？」

「え？　ええ。その時は十分に気を付けるのですよ。怪我でもしたら大変ですから」

「うん。分かりました」

「はい。ではその時を楽しみにしています」

　１人、騎士として務めを全うしようとしているジェシカにもそんな声をかけて、ジェシカに良い笑顔を浮かべさせる。

　と、こっちもやることはやるかね。

「さーて、エオイドはどうしたもんか」

「ですねー」

「え？　えっ!?　俺、何かまずいですか？」

「自分でも分かってるだろうに」

「緊張でガチガチになってるぞ」

「……そ、それは」

　ま、仕方ないとは思う。

　しかし、これでは訓練の成果を十二分に発揮するのは難しいだろう。

　これは、あれだな。

「タイキ君。プランＢ」

「了解。緊張する余裕をなくす、ですね」

「ど、どういうことですか!?」

「「文字通り」」

　そう、文字通り緊張する暇をなくしてやるのだ。

　決闘場には、控えの選手が体を温める場所が存在する。

「魔術って便利だよな。回復が使えれば、心置きなくやれる」

「そ、それって、まさか……」

「エオイドの試合は最後だ。第一試合の俺、第二試合のタイキ君、それぞれ手の空いている方が、緊張する暇をなくすまでしごいてやろう」

「心配するな。決闘には支障が出ないようにするから。ま、その時には色々吹っ切れてると思うけど」

　……俗にいう、○○をしていた方がマシという状態だ。

　決闘をしていた方がいいと思えるぐらいの訓練をしてやろう。

「あ、あの、ユキさんの試合はすぐ終わるんじゃないですか？」

　タイキ君の後ろにしぶしぶついていくエオイドが、そんなことを呟くが……。

「最初からプランＢって言っただろう？」

「え？」

「心配するな。できる限り試合は引き延ばすからな!!」

　俺はいい笑顔でそう言ってやった。

「ちょ、緊張なんてしません!!　してませんから!!」

「まあまあ。体をほぐすのはどのみち必要だ。諦めろ」

　エオイドはそんな叫び声をあげるが、時すでに遅し。

　ドンッ!!

「ほら、気合い入れろ!!」

「ぐうっ。ま、マジですか!?」

「マジだよ」

　ドドドドン!!

　で、エオイドと入れ替わりにララが控室に入ってくる。

「ユキさん、第一試合が始まりますので舞台に来てください」

「了解」

「……？　あれ、タイキさんとエオイドはどちらに？」

「体を温めるために、訓練中」

「なるほど。理に適っていますね……と、ではこちらに」

　そう言われて、俺は護衛の４人を連れて舞台に出る。

　ワーーーーーッ!!

　扉をくぐれば、そんな歓声とともに、この前のエリスの決闘騒ぎとは段違いの人が集まっていた。

　前回は学府の関係者だけだったので、決闘場の席が埋まることはなかったが、今回は一般客もいるので満員御礼だ。

　見た感じ、立ち見も多いな。

　そして、この決闘は俺たちの戦いだけがメインではない。

　舞台を中心に東西南北の位置に巨大スクリーン。薄型テレビが設置されていて、その中にエリスとラッツが映っている。
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『はい。今回、このテレビとビデオカメラはローデイのヒュージ公爵からの提供でお送りいたします』

『なお、注意を再三促うながしましたが、ビデオカメラで撮影している映像を４つのテレビに映していますので、この４基のカメラおよび撮影者への妨害はしないでください。ヒュージ公爵と学府との共同実験でもありますので、故意の妨害や邪魔は学府側から厳しく罰せられます』

　ラッツがそう言うと、四方に配置されたカメラと嫁さんたちが順番に映って手を振る。

　って、セラリアもカメラマンで参加してるんかい!!

　ちなみに残りの三方はデリーユ、キルエ、トーリで、残りはハンディカムだったりサポートだったりする。

　あと、分かりやすいように青いジャケットを着て「撮影班」って腕章を付けてやがる。

　……準備は万端ですな。

『……はい、はい。第一試合の準備が整ったようなので、ここで、ゲストの紹介を行います』

『では、今日のゲストは言わずもがな。今回決闘を学府の関係者だけでなく、街の人たちも楽しめるようにしてくれた、ポープリ学長です!!』

　ラッツがそう言うと、学長がテレビに映り、盛大な歓声が上がる。

　なんだかんだで、人気なんだな学長。

『ど、どうも。紹介にあずかりました、ランサー魔術学府学長の、ポープリ・ランサーです』

　うん、さすがにこっちも緊張しているな。

『はい。今日はよろしくお願いします。で、さっそく質問ですが、なぜこのように決闘試合を一般に開放しようと思ったのですか？　これは学業の一環と伺うかがっていますが？』

『え、は、はい。エリスさんの仰る通り、この決闘というシステムは生徒の学業の一環で、魔術をいかに戦闘で使えるかを分かりやすく判断し、生徒同士を高め合うために用意したものです。ですが、それでは足りないと思ったのです』

『足りないとは？』

『魔術を戦闘に用いる理由は、相手を倒す。その一点に限りますが、魔術という特殊な技能は、もともと敵や障害を除く、つまり、人々を守るために編み出されたものです。特にこの魔術学府は魔物の森という、他国とはまったく違う、段違いの脅威が存在しています。そのために、多くの傭よう兵へいや学府の魔術師が討とう伐ばつに赴いていますが、互いを知らないために不和が多いと報告が届きます。そして、街の方たちも閉鎖的な魔術学府に疑問を持っている方が少なからず存在します。その不和や疑問を取り除くために、定期的に決闘を公開し、街の方たちには楽しんでもらい、傭兵たちにもこちらをよく知ってもらい、生徒たちも多くの人の先頭に立ち、守るということを実感してもらおうと思い、この決闘公開に踏み切りました』

　説明になればカンペを見ながらでも、スラスラと言葉が出てくるあたり、年の功を感じさせるな。

『なるほど。素晴らしいお考えだと思います。では、観客の皆様に決闘のルールを説明いたします』

　そして、エリスが「魔術を使用しての攻撃手段に限る」「舞台から落ちたら失格」などとルールの説明を続けていく。

『……そして、この決闘には、勝敗の有無にかかわらず、両学生へ総評をくれる特別審査員がいらっしゃいます。傭兵ギルドからギルド長のランバ氏。街の町長からドリッド氏、エナーリアから魔剣使い、エージル将軍。無論、学府からはポープリ学長となっております』

　あ、エージル。最近はずっと研究室に籠りっぱなしかと思えば、こういう場には出るのか。

　いや、ビデオカメラに釣られたな？

　そしてカメラに映るラッツがマイクを持って立ち上がる。

『さあ、前置きは長くなりましたが、これからが本番です!!　選手紹介!!』

　ワーーーーーッ!!

　お偉いさんの紹介で静かになっていた決闘場が、一気に盛り上がる。

『まずは、この決闘を申し込んできた、アーデス・ギュース選手です!!』

　アホデスは手を振りながら、歓声に応えて、舞台に上がる。

　緊張はしていないようだし、貴族として場慣れはしているようだ。

　……痛々しい包帯が見えるが、まあ、ほっとこう。

『アーデス選手は家名があることから、貴族の出であることが分かると思いますが、それでもこの実力主義の学府において、なんと第13位の実力者であり、学長から直々に魔物の討伐命令を受け、それを遂行できる魔術師なのです!!』

　オオーーーッ!!

　驚きの声が広がる。

　ラッツの言う通り、確かに、やっていることは立派なことだと思う。

　こういうのを公衆の面前で伝えるのは、学府の印象向上に繋がるだろう。

　そして、テレビの画面はアーデスから、ラッツに戻る。

　そのラッツの顔がにやけている……。

『そして、そのアーデス選手に相対するのは、学府順位不明!!　私個人としては第１位で間違いないと思います、この人。ジルバ、エナーリアからの編入生!!　ユキ!!』

　……どういう紹介だよ。

　でも、紹介されたからしぶしぶ舞台に上がる。

　歓声はアーデスほどではない。

　そりゃ、学府に来てからまだ間もないしな。

『さて、ユキ選手の経歴ですが、ジルバ、エナーリアの代表として編入生になれるのですから、それ相応の実力の持ち主であり、つい先日、その実力を認められて、ヒュージ家次女のサマンサ様と婚約を交わしております』

　オオーーー!!

　まあ有力貴族と婚約しているから、驚かれて当然か。

『そ、し、て、何を隠そう!!　私こと、ラッツと、エリスの旦那様でもあります!!　きゃー、頑張ってください。お兄さん!!』

『ユキさんの勝利を私は信じています』

　えー、ちょっと待とうよ、嫁さんたち。

　アホデスが怒ってるよ。

　というか、決闘場の男たちから冷ややかな視線が向けられている気がする。

「……なんだって？　サマンサお嬢様とかいう貴族の娘を迎え入れて、あの司会の美女２人もだって？」

「……くそう。世の中不公平だ。アーデス頑張れーー!!」

　その言葉がきっかけで、会場のモテない男の心が１つになり、アーデスコールが始まる。

「「「アーデス!!　アーデス!!　アーデス!!」」」

　そして、その歓声に応えるように、アーデスが手を掲げ、声を張りあげる。

「私は諸君らの声援を力に変え、女性をたぶらかすこの男を倒す!!」

　オオーーーーーッ!!

　うわー、すっげー。

　昔は俺もあっち側だったんだよな。

　しかし、この歓声はエリスの一言で霧散する。

『と、これが決闘の動機ですね。モテないことには同情しますが、それで人の旦那を巻き込まないでください。というか、そのあたりが、モテない原因と知れ』

　エリスのドスの利いた声で、モテない男たちの歓声は消え、アーデスもビクッとする。

　こえーよエリス。

『まあまあ、その言いがかりのような意味のない決闘を、ユキ選手は、妻たちに良いところを見せないとな、と出場を決めてくれました!!　いやー、いい男ですよ!!』

『ですね。アーデス選手の面目も保って、その実、私たちのために戦ってくれる。ああ、素敵です』

　キャーーーーーッ!!

　２人の説明で、今度は女性たちが歓声を上げる。

「……そんなことを言って戦いに赴いてくれる人が旦那って素敵ね」

「……私の夫も、昔はこんな感じだったわ」

　なるほど、理想の男みたいに見えてるのか。

　女はやっぱり未だ分からん。

　というか、今の説明でアーデスの面目は大崩れしたからな。

　なんせ学業のためとか強い奴と戦いたいとか健全な理由でなく、私怨による決闘なんだから。

『さて、今回の審判はララ副学長が務めます』

『いよいよ、決闘が開始されます。観客の皆様、静粛にお願いいたします』

　エリスがそう言うと、観客は徐々に静かになり、ララが俺とアホデスの前に立つ頃には静まり返っていた。

「両者とも、決闘のルールは先ほどエリスさんが説明したので省きます」

　そう言って俺たちをしっかり見つめた後……。

「最後まで全力を尽くし、魔術を使え!!　それが最強に、多くの人を守る力に至る道である!!」

　最後が少し改変された、決闘の誓いを叫び、それが決闘場に響き渡る。

　俺たちの誓いは省略。すでに終わっていて、スムーズに試合が始まるようにしている。

　そして、ララの右腕が振り上げられ……。

「これより、アーデス・ギュース対ユキの決闘を開始します……始め!!」

　振り下ろされた。

　わぁぁぁああぁぁぁぁぁーーーーー!!

　同時に、会場に観客の歓声が響きわたる。

「手加減はせん。ボコボコにして、彼女たちの目を覚まさせてやろう」

「……あー、うん。その意志は凄いと思うよ？」

　勘違いの性能はトップクラスだと思うよ。

　本当に。

　さて、どうやって戦いますかね？











第２７２掘：青春、駆け抜けろ







ｓｉｄｅ：ユキ



『さあ、始まりました!!　両者共にどう動くのか!!　これは魔術を使っての魔術戦がメインなので、剣を打ち合わせるように接近戦になることは稀です!!』

『そうですね。まずはお互い、動こうとせず、魔術を撃つ準備といったところでしょう』

　ラッツとエリスの実況が入るが、２人とも俺がどうするのか、わくわくでたまらないって顔じゃねーか……。

　これじゃ、一発ＫＯは盛り上がりに欠けるよな。

　エオイドの緊張をほぐす時間も欲しいし、あの手で行くか。

　俺がどの手で行くか考えている間に、アホデスは魔術の詠唱を終えたのか、笑いながらこっちを見て言う。

「ふはははは!!　私の方が先に詠唱が終わったぞ!!　何が、学長よりも強いだ!!　詠唱すら私より遅いではないか!!」

「え、いや。詠唱してないけど」

「は？」

　詠唱する必要ないから。

「馬鹿にしおって!!　無む詠えい唱しようでは威力が格段に下がる!!　それで私の詠唱魔術が防げるか!!」

　そう言って、アホデスはこちらに魔力の塊かたまりを突きつける。

『おおっと、先に動いたのはアーデス選手だ!!　あれは炎でしょうか!?』

『そうですね。資料によりますと、アーデス選手は炎の魔術の使い手のようです。それで学府第13位まで上がったのですから、相当の魔術だと推察できます』

　２人の解説の通り、アホデスが突き出した手から漏もれ出すように、炎が辺りにまき散らされる。

　オオッーー。

　と、滅多に見ない魔術を見て観客が感心した声を上げる。

　いや、炎がまき散らされるって制御が甘い証拠なんだけどな……。

「大火傷で見れない顔にしてやる!!　安心しろ、生かしてはやる!!」

「……それはどうも」

「いつまで、余裕な顔をして、覚悟しろ!!」

「……いや、さっさとやらないの？」

　こっちはそっちの動き待ちなんですが。

「いいだろう!!　泣き叫ぶといい!!　ファイアーストーム!!」

　アーデスの叫びの下、魔術が完成する。

　目の前にそびえるのは、ただの竜巻にあらず。

　炎を旋風と化し、すべてを焼き尽くす炎の嵐。

『出たー!!　これがアーデス選手の炎の魔術だ!!』

『これは、ファイアーストームですね。アーデス選手の資料にでかでかと、本人から直筆で必殺技と書いてあります。手の内を晒さらすとか、馬鹿ですか？』

　エリス、本当に容赦ないね。

『さあ、ファイアーストームが迫る!!　ユキ選手、いったいどうするのか!?　というか、やっちゃえー!!　お兄さん!!』

『ええ、存分に暴れてください、ユキさん!!』

　……今度から身内びいきのアナウンスをしないように言わないとな。

　いや、今回が特殊か？　嫁さんたちにケンカを売ったのはアーデスだしな。

　本人は俺にケンカを売ったつもりなんだろうが、実際は嫁さんたちにケンカを売ったんだよな。あの言葉。

　ファイアーストームだが、そこまで速くない。

　わざわざ、じりじり近づいてくる。

　奥のアーデスを見ると、こちらを油断せず見つめている。

　……なるほど、逃げても追い打ちができるように準備しているわけか。

　というか、ファイアーストームを俺がよけること前提で撃ったか。

　ちゃんと、戦いを頭の中で組み立てている。

　なら、俺も、それを覆す方法でやりましょうかね。

『え？　お、お兄さん？』

『か、構えた!?』

　２人は驚きの声を上げる。

　そりゃ、そうだろう。

　俺が構えたことは一度もないのだから。

　嫁さんたちとの訓練でも、のんびり突っ立ったままだった。

　半身を引き、左手を軽く握り顔の高さまで持っていき、右手を握りこみ、胸部の横に深く構え、膝を落とす。

　そう、拳法の基礎ともいわれる技。

　正拳突き。

「ふっ!!」

　息を整え、体のひねりを加え、拳を正面の炎の嵐へと突き出す。

　ボッ!!

　そんな音と共に、ファイアーストームは掻き消え、奥で追撃の準備をしていたアホデスもろとも吹き飛ばす。

「ぐわっ!?　な、何が起こった!?」

　アホデスもちゃんと備えていただけあって、吹き飛んで転がりはしたが、すぐに体勢を立て直す。

　うんうん、しっかり戦いというのを理解している。

　ただの威張り散らす貴族ではないみたいだ。

　それだけに、動機が残念でならない。

　まあ、分かりやすいと言えば分かりやすいのだが。

　これが、若さゆえというやつか。

　と、すぐに体勢を立て直して、警戒するアホデスだが、そこに俺は追撃をしない。

　俺は構えたまま、その場で不動。

「……」

　アホデスも俺の追撃が来ないことに疑問を感じつつも、構えを解かない俺に対して、うかつに魔術を撃ってこない。

　まあ、さっきの二の舞になるのは目に見えてるからな。

　正しい判断ではある。

『はっ!?　つい、お兄さんのカッコよさに見惚れていました。で、先ほどの両者の技、特別審査員の方々はどう思われるでしょうか？』

　ラッツがそう言って、特別審査員のメンバーへ順にマイクを近づける。

　まずは傭兵ギルド長のランバ氏にカメラがアップになる。

　……そう、どうせこの手の決闘には解説が付き物だから、せいぜい時間稼ぎをしてやろう。

　アホデスもこちらを睨にらみつけながらも、自分より格上のギルド長の話を聞こうと耳がピクピクしている。

　うん、こいつ本当に、才能はあると思うわ。

『これに喋しやべればいいのか？』

『はい。今みたいに拡声されますので』

『みたいだな。では、いつ両者が再び激突するか分からないから簡かん潔けつに言う。アーデス君の攻撃は傭兵ギルド長の私から見ても、かなり有効で合理的なやり方だった。足の遅いファイアーストームをわざと放ち、ユキ君が避けたところを追撃するつもりだったと見た』

　オオーー。

　そんな感心の声が広がる。

　さすがにギルド長ともなると、そこら辺の判断はできるか。

『しかし、それをあっという間に吹き飛ばしたユキ君の……おそらく風の魔術を拳に乗せて撃ち出し、ファイアーストームと奥のアーデス君を吹き飛ばすという奇策に出た。いや、あの状況では一番の手だと思える。惜しむらくは、ユキ君の風の魔術が相殺されて、アーデス君を吹き飛ばすまでに落ちたところか。もっと威力が高ければ、一瞬で勝負は決まっていただろう』

　……俺の手加減は分からんのね。

　いや、分かっても困るけど。

　全力出したら、ここら一帯が更地になるし。

『なるほど。コメントありがとうございます。実況席のエリスさん。決闘に動きはあるでしょうか？』

『……えへへ』

『……おーい、エリス』

『はっ、失礼しました。実況席のエリスです。両者見たところ、未だ、睨み合いを続けています。先ほどの、大きなぶつかり合いですら、両者にとっては様子見といったようです。互いに魔術が届かなかったのですが、表情がまったく崩れていません』

　……ちらっと見えたが、エリスも個人的に撮影してやがるな。ハンディカムが見えたぞ。

　さて、いい加減動かないと観客が飽きてくるな。俺から仕掛けてみるか？

　そう思っていると、アーデスが再び詠唱を始め、無数の炎の槍が空中に浮かぶ。

『おおーっと!!　アーデス選手が動いた!!　これは炎の槍!?　学長どう思われますか？』

『はい。ラッツさんの言う通り、炎の槍です。この魔術は先ほどのファイアーストームみたいに範囲と威力はありませんが、弓矢のように、次々に撃ち出せるという利点があります。魔力の消費量もファイアーストームより少ないですね。おそらく、ユキ殿の魔術は単発と見て手数を重視したと思われます』

　学長の解説が終わると、同時に詠唱も終わったのか、アーデスが口を開く。

「やはり、貴様の風の魔術は単発のようだな。確実に当てられる状況でないと撃ち出さない。俺が詠唱中、そちらをじっと注意していたから、当てられないと思った。そうだな？」

　いえ、違います。

　時間稼ぎです。あ、違うか。えーと、これは撮影だから、尺稼ぎです。

「だが、撃ち出すべきだったな。少しでも勝つ可能性があったのだから!!　この数の炎の槍をかわせるか!!」

　アーデスがそう叫ぶと、空中に浮かぶ、数多あまたの炎の槍が俺へと降り注ぐ。

『おーっと!!　炎の槍がユキ選手に降り注ぐ!!』

　さて、なぜか風の魔術と言われているが、実際は魔力操作の延長で、魔力をぶち当て、強制的に魔術を解除しているのだ。

　まあ、魔術を使っているように見せるために、わざと拳を突き出しているから、風の魔術と言われているのはある意味予定通りだ。

　で、目の前に迫る炎の槍の雨。

　無効化や消し飛ばすのは簡単だが、構えて拳を突き出すスタイルだと周りも思っているから、それに合った迎げい撃げきをするか。

　バンッ!!

『おおっ!!　ユキ選手、迫りくる炎の槍を１つ撃ち落とした!!　だが、もう他が目の前だ!!　間に合わな……』

　ラッツはまったく心配していないな。

　ま、嫁さんたちに良いところを見せるのも目的だから……。

　ババババババババババババババババ!!

　分かりやすく、拳を連続で突き出すのみ。

「なにっ!?」

　アーデスは目の前の出来事に驚いている。

　単発迎撃かと思ったのが違ったから仕方ないか。

『ユキ選手、止まりません。冷静に１つ１つを凄まじいスピードで迎撃していきます。これは風の補助魔術でしょうか？』

『はい。エリスさんの仰る通り、風の魔術での身体能力、速度の向上でしょう。しかし、それがあるとはいえ、降り注ぐ30以上の炎の槍をすべて空中で迎撃するとは凄まじいですね』

　バババババンッ!!

　そして、最後の１つを吹き飛ばして、構えをもど……。

「そこだ!!」

　そのわずかな隙を見逃さず、アーデスは時間差で特大のファイアーボールを飛ばしてきた。

　だが、武器は拳だけではない。人には足もある。

　というか、足の方が拳より威力がある。

「よっ」

　デカいが所詮、魔力でできた炎の塊。

　風や魔力操作でどうとでもなる。

「なっ!?」

　今度こそ、アーデスは絶句していた。

　まあ、仕方ないよね。

　だって、俺はファイアーボールを蹴けり消してはいないのだから。

「よっ、ほっ」

　ポンポンと炎の球をリフティングする。

　そう、リフティング。日本の男なら一度は経験したのではないだろうか？

　上手い下手はあるだろうが、誰でも一度はやってみただろう。

　俺も、有名なサッカー漫画とかを見て、友達とリフティング勝負をしたものだ。

　で、特大のファイアーボールとはいうが、大きさ的にビーチボールサイズ。

　柔らかさも魔力操作で調整できるので、あの硬いサッカーボールでリフティングするよりは簡単だ。

『な、なんと、不意打ちで放ったファイアーボールを、蹴るだけで空中に留めています!!　地面に落下しません!!』

『えーと、凄まじいバランス感覚ですが……それ何か意味あるんですか、ユキさん？』

　あ、エリスはウィードの学校では授業が終わるとすぐ職場に戻ってたから、子供とサッカーで遊ぶ俺を見たことがないか。

　じゃ、決めといきますか。

『おーっと、ユキ選手。ファイアーボールを高く蹴り上げた!!』

『ユキ選手、落ちてくるファイアーボールに対して大きく足を振り上げ……まさか!?』

　俺は心の中で叫ぶ!!

　ドライブシュート!!

　いつか決めるぜ、稲○シュート!!

　頭の中で、懐かしい歌が流れる。

　そして、俺の足に当たったファイアーボールは、俺の蹴りの威力で、アーデスが放った時以上の速度で奴に向かって飛んでいき……。

　ドーンッ!!

　俺の魔力も継ぎ足して、威力が割増になったファイアーボールに何も反応できず、アーデスは直撃を受ける。

『決まったーーーー!!』

『ユキ選手の見事な蹴り技で、ファイアーボールがアーデス選手自身に直撃!!　爆炎で姿は確認できませんが、これは自業自得!!　素敵です!!　カッコいいです!!　きゃーー!!』

　……エリスは後で真面目にお説教だな。

　アホデスもアホデスで頑張ってたんだから、そこら辺は評価してあげないと。

　と、脳内ＢＧＭを終わらせないとな。

　その時、俺が、スーパー○ーローさ。

　いや、ちなみにドライブシュートは実際、ボールをゴール直前で急激に落下させることで得点に繋げる技であって、ゴールキーパーを吹っ飛ばす技ではないけどな。

　あれは、キャプテ○翼だけの演出です。

　いやー、思えば、あの時から若者の人間離れって単語当てはまってね？

　テニ○の王子様が元って言われてるけど、こっちが元祖じゃね？

　で、アホデスは大丈夫かね？

　自分の魔術なんだから、俺がちょいと火力上げたぐらいで、戦闘不能になるとは思わんけど。

　そう思いつつ、煙けむりの中心を見つめる。

　煙の中から何かしてくると思うんだが、思った以上に反応がないな。

　……まさか死んでないよね？　手加減はしたよ？　多分。

『煙がようやく晴れて……アーデス選手立っています!!　所々ボロボロですが立っています!!』

　よかった。生きてた。

　が、ラッツの言う通り、ボロボロで立っているのがやっとという状態に見える。

『……これは、審判のララ副学長が慌てて近寄ります。怪我が酷い場合はそのまま試合終了に……』

「私はまだ戦える!!」

　その決闘場を震わせる声に、エリスが言葉を続けることはできず、ララ副学長も近寄る足を止めてしまう。

　俺の目の前には、言葉だけで、周りを止める気迫を持った漢が立っていた。

「ぐっ、まだ、戦えます。だから、止めないでいただきたい」

「でも、その傷は」

　ララ副学長はパッと見ただけで、決闘で許容できる傷を超えていると判断したみたいで、すぐにでも止めたそうな顔をしている。

　しかし、その心配も次の言葉で霧散する。

「最後まで全力を尽くし、魔術を使え!!　それが最強に、多くの人を守る力に至る道である!!私は、まだ全力を尽くしていない!!　どうか、お願いいたします!!」

　そこの言葉を聞いたララ副学長はすぐに振り返り、ポープリ学長を見る。

『継続戦闘を許可する!!　アーデス、ようやく目が覚めたか!!　目の前に立つユキ殿はお前が、いや私でも、どうあがこうが勝てない遥か高みにいる御仁だ!!　今のお前が持てるすべてをぶつけろ!!　全力を尽くせ!!　そして、至る道を体感しろ!!』

　ポープリ学長がそう言うと、アーデスは深く息を吸い込み、俺をまっすぐ見つめて口を開く。

「ユキ殿!!　その胸、借りさせていただきます!!」

「全力で来い」

　俺がそう答えると、アーデスはそのまま俺に向かって走り出す。

　ボロボロのはずなのに、力強く、地を踏みしめ、駆け抜けていく。

　そして握りしめた拳に炎の術式を組み込み、最大魔力で、体重を乗せて俺に叩きつける。

　ゴオーーーーッ!!

『アーデス選手の渾身の一撃がユキ選手に炸裂!!　ユキ選手とアーデス選手は炎の嵐に飲み込まれる!!　どうなっている!!』

　そんなラッツの実況が聞こえる。

　しかし、気持ちのこもったいい一撃だ。

　若いっていいねぇ。

　こうやって馬鹿をするのが特権だ。

「……学長の言う通り。全然、届きませんか」

「そりゃ、場数が違うからな」

　炎の嵐の中、アーデスの突き出す拳を片手で受け止めて、そんな会話をする。

「ぐっ」

　アーデスがふらつく。

「ま、最後に良い顔になったんだ。あと少し耐えてろ。いいものを見せてやるよ」

　アーデスはふらつきながらも、必死に倒れまいと踏ん張る。

　もう、返事をする余裕もないか。

　なら、さっさと見せてやるかね。

『お？　なぜか、いきなり炎の嵐が掻き消えました!!　中の２人はどちらも立っています!!　あの嵐の中、どうやって耐えたのでしょうか!!』

『ちょっと待ってください。ユキ選手の周りに炎の槍が……いえ、炎の槍に、水？　あれは岩？　氷？　同時に複数の魔術を操っています!!』

　エリスはそう言いつつも、なんでそんな手の内を見せるのかと言った顔をしている。

　仕方ないじゃないか。

　漢を見せた相手には敬意を示さないとな。

「ふ、複属性魔術師」

　ちょっと違うが、これ以上俺の手札を晒すと嫁さんたちに怒られそうだから、これで勘弁な。

　ドドドドドドッ!!

　種類の違う魔術の槍が、アーデスの周りに突き刺さる。

　そして、アーデスは背後に刺さっている魔術の槍に躊躇いもなく背を預け、

「……まいった」

　晴れやかな顔で、そう告げた。

『アーデス選手、降参しました!!　ユキ選手の勝利です!!』

　オオーーーーーーーッ!!

『しかし、アーデス選手は大丈夫でしょうか？　ララ副学長が慌てて近寄ります……どうやら、無事のようです。気絶しているので、担架が運ばれてきました。彼が去る前に、最後は勝てないと分かっても、立ち向かった勇気に拍手をお願いします』

　パチパチパチパチ……。

　エリスの言葉で観客が拍手を始め、アーデスの姿が見えなくなるまでその拍手は続いた。

『アーデス、よくやった。ユキ殿、不甲斐ない生徒の相手をしてくれて感謝いたします』

　俺はポープリの言葉に手を軽く振ってこたえて、舞台を降りる。

「お兄ちゃん、カッコよかったよ!!」

「ええ、もうすごーくカッコよかったです!!」

「ユキがあんな体術を使うとは思いませんでした。でも最後のは学校でやっているサッカーでしたよね？」

「……ん。ユキは凄く、凄く素敵だった。嬉しい。でもアーデスも少しは見直した」

「クリーナさんの言う通りですわね。ただのおバカかと思えば、それなりに芯はあったようですわ。ま、ユキ様には及びませんが!!　素敵でしたわ!!」

　すぐに、控室から見ていた５人が労ってくれる。

　それは凄く嬉しい。嬉しいのだが。

「ありがとうな。……で、なんで鼻にティッシュ詰めてるんだ？」

　そう、なぜか、アスリン以外はティッシュを鼻に詰めていた。

　美人なのでまだセーフか？

「あのねー。お姉ちゃんたち、鼻血出してたの、だから私がティッシュあげたんだよ」

　うん。アウトだわ。

『さ、白熱の試合でしたが、まだまだ始まったばかり!!　次の第二試合も楽しみにしてください!!』

『30分の休憩が入りますので、その間にトイレなどを済ませてください。具合の悪い方は救護室の方へ……』

　さて、次はタイキ君か。

　……アイリさんにティッシュ渡しておくかね。











第２７３掘：厄介事には隠し札







ｓｉｄｅ：モーブ　ウィード冒険者ギルド専属



　俺たちは、いつもと同じように、亜人族の村？　の詰め所でのんびりしていた。

　早朝の訓練を終えた後は、俺やライヤ、カースは一応自警団のトップという扱いになるので、こうやって、日長一日詰め所に詰めて、村の問題にいつでも対処できるようにしている。

　これが酷く退屈なんだ。

　冒険者ギルドで街の専属になった感じなんだよ。

　やることもほぼおんなじ。規模は……どっちもどっちだな。

　ギルドはギルドで、依頼であっちこっちに飛ばされることもあるし、村は村で基本活動範囲は広い。

　でも、常時トラブルがあるわけでもないので、こうやって暇な時は、暇すぎて死にそうになる。

『わあぁぁぁぁぁー!!』

　そんな声が、薄いガラスの板を付けた黒い物体から聞こえる。

　そう、こっちの暇つぶしでユキがテレビを設置してくれた。

　ＤＶＤとかの使い方も覚えたから、暇つぶしには丁度いいんだが、色々観るとウィードに戻るのを忘れて、そのまま徹夜するというおっかない代物なんだよな。

　ま、今日は、ユキたちが学府で決闘祭の中継を送ってくれてるから、いい暇つぶしにはなっているが。

　何か、ビデオカメラで今撮っているものをそのままテレビに送るライブ中継の実験をしているらしく。

　俺たちにも、問題がないか、視聴するように言われたのだ。

　確か、電波？　よりも魔力の方が伝達率がいいので、魔力系で送受信のなんたらかんたらってザーギスが言ってたような……。

『さ、白熱の試合でしたが、まだまだ始まったばかり!!　次の第二試合も楽しみにしてください!!』

『30分の休憩が入りますので、その間にトイレなどを済ませてください。具合の悪い方は救護室の方へ……』

　細かいことはいいか。俺にはよく分からん。

　そういうことは、専門家だけが分かればいい。

　俺は、どのボタンを押せばテレビやＤＶＤが見れるか分かればそれでいい。

　適材適所というところだ。

「おーい。モーブ、ウィードから追加の物資買ってきたぞ」

「はい、モーブさん。ビール」

「お、サンキュー」

　買い出しに出ていた、ライヤとカースが戻ってくる。

　追加の物資といっても、買い出しと言っているように、個人使用のモノばかりだ。

　銃とか、びっくりどっきり兵器は、常にスティーブたちの部下が管理して補充を行っている。

　というか、亜人の村、とは言っているが、この新大陸で秘密裏に直接ダンジョンが通じている唯一の場所だ。

　ミノちゃんとジョンがトップを務める大軍用ダンジョンは、すでにエナーリアに知られていて、ミノちゃんたちがエナーリアと交渉している。

　なので、ミノちゃんたちのダンジョンはあくまでも、この新大陸の常識が通用する場所になっている。

　つまり、表向きは弓矢とかバリスタを備えていることぐらい。

　無論、大事用に兵器を常備はしているが、この村みたいに大々的に配備はしていない。

　いや、村というより、ダンジョンに配備だな。

　村とダンジョンは別々の組織といっていいだろう。

　一応、保護という名目で俺たちが派遣される形になってはいるが、村人たちはダンジョンへの施設への立ち入りは許可されていないし、侵入することもできない。

　そうしないと、色々な意味で危ないからな。

「なんだ。試合はまだユキのが終わっただけか」

　ライヤが、テレビを見てそう呟く。

「どういうことですか？　てっきり、さっさと終わると思っていたんですが。モーブさん観てましたか？」

　カースは不思議そうな顔をして尋ねてくる。

「ああ、なんかユキが色々やってたな。何が目的かは実際分からんが、俺には時間稼ぎと、分かりやすさを重視した感じだったな」

「時間稼ぎは分かるが、分かりやすさってのは？」

「あれだよ。いつもの意味不明の能力で戦闘不能に追い込むって手段を取らずに、格闘戦みたいなのをしてたぜ」

「そういうことですか。確かに見世物であっという間に片づけてしまうのは、それはそれで問題ですからねー」

「なるほどな。確かに、見世物の意味もあるから、より派手に、より分かりやすく相手を圧倒して倒さないと、周りからブーイングが出るからな」

「俺たちも、よその土地は面倒だったからなー」

「ですねー。呼ばれて行っても、向こうでは無名の冒険者パーティー。ギルド長たちは俺たちの能力や実績を知っていても、そこの冒険者ギルドで仕事している連中にとっては面白くない話ですからね」

「『守りの英雄』っていう肩書で一応紹介はしてくれるが、こんなおっさんたちだからな」

「専属ってことで第一線を引いているように見られるんだよな」

「ま、若くても、それはそれで問題ですけどね。それで毎回、モーブさんが不満がある奴を決闘で分かりやすくぶっ飛ばしてましたからね」

　そんな話をしながら、２人は買った物を冷蔵庫に入れていく。

「と、いうわけだ。別の意味で見てて面白いから、一緒に観るか？」

「そうだな。買い出しも終わったし、特にやることもないしな」

「ですね。すでに終わっているつもりでしたし、あるなら観ますよ。というか、買い出しもＤＶＤ鑑賞のためですしね」

　そういって、カースが適当に選んだ弁当をこっちに差し出す。

「丁度、休憩時間だからな。ゆっくり飯でも食うか。お、ステーキ弁当か」

「ああ、好きだろう？」

「おう」

　箸を取り出して、すぐに弁当を開け食べ始める。

　うん。弁当っていうのにうめーよな。

　ま、長持ちはしないから、携帯食料とはまた別だよな。

　だが、今までの硬いパンよりはマシだ。

「しかし、なんで俺たちはここに待機なんだろうな。いや、学府に連れて行けっていうわけじゃなくて、今までのことでだ」

　俺は飯を食いながら、ふと思ったことを言う。

「俺たちが出れば、多少はまともに行く場面もあっただろうに。特に街への偵てい察さつとか。魔剣使いの姫さんに絡まれることもなかったんじゃないか？」

「いや、その時は俺たちがドッペルに慣れてなかっただろう？」

「あ、まあ、それは仕方ないが、他の時もだ。ジルバ王都やべータンの街にわざわざ亜人って分類される嬢ちゃんたちを連れて行ったこともだ。理由は分からんでもないが、俺たちがいればより安全だし。舐められるようなこともなかったんじゃないか？　聞いただろう？　スティーブの奴、馬小屋に泊まったって言ってたぜ？」

　そう、ユキは俺たちを新大陸調査隊に選んでおきながら、最初に助けた亜人の村から動かそうとしていない。

　俺たちが調査隊の中で一番動かしやすいはずなのに、だ。

「……何か、考えがあるんだろう。あのユキが、お前が言う通り便利な俺たちをここに放置するわけがない」

「……だよな。ここに何があるんだろうな」

「んー。……まあ、聞けば教えてくれると思うぞ？」

「それじゃ、つまらん。推測でもして賭けでもしようぜ？」

「賭ける物は？」

「また、買い出しでいいじゃねーか？　トランプもじゃんけんも、飽きてはいないが、新鮮なものが欲しいからな」

「妥当だな。で、カースは賭けに参加するか？」

　そこで、なぜか沈黙したままのカースに俺とライヤが目を向けると、深く何かを考えているようだった。

「どうした？」

「あ、いえ。モーブさんに言われて、今までのことを考えていました」

「今までのこと？」

「はい。今までのこと。この新大陸に来てから今日までのことです」

　カースはそう言って、食べた弁当を片付けて椅子に深く座りなおす。

「モーブさんの指摘通り、俺たちを動かさないのは、俺たちをここから動かすわけにはいかないからです」

「ここから？」

「ええ。他にも理由はあります。俺たちが一切、新大陸で諸外国に知られていないという点です」

「知られていない、か。なるほど、今やユキたちはこうやって公の場で姿を現している。そうなると、動けばすぐに周りに知れる」

「はい。それは利点でもありますが、内密に動きたい場合には不利に動きます。霧華たちという裏部隊はいますが、それもあくまでユキたちを支援する裏方です。ですが、俺たちは諸外国から完全にノーマークで動けるんです。ユキとの繋がりがないと思われている俺たちは、いざという時、自由に動ける形なんです」

「いざっていうのは？」

「それは分かりませんが、国や有名人としての縛りがまったくないのは、ありがたいことです。俺たちはユキにとって切り札という役割でしょう。霧華たちも無理すれば色々動けるでしょうが、残念ながら彼女たちは魔物の分類です。そして、人と対応する能力も俺たちより下です」

「そりゃそうだろうな」

「だから、彼らが身動きが取れなくなった時、俺たちが、代わりに動くんです」

「そういうことか。しかし、その事態になったということは……」

「ええ。ユキが身動きが取れない、対処が間に合わないというレベルは、考えたくはないですが、非常に厳しい状態だと予想ができます」

　えーっと、ユキが動けない、対処できない事態って、それは俺たちが動いてもたかが知れてるんじゃないか？

　ユキがウィードの中で最強の札だぞ。

「まあ、政治的関係で動けなくなるってこともありますから」

「ああ、そっちか。ユキで対応できない魔物とかを想像したぜ」

「そりゃ、ユキならすぐ撤退指示を出すだろうよ。あいつは勝てない戦いはしない主義だからな」

「だな。そういえば、ここから動かすわけにはいかないっていうのは、俺たちが知られていないのとは関係なさそうな話だったが？」

　確かに、知られていないという状態が望ましいなら、ウィードに引っ込ませればいいだけだ。

　でも、現状は亜人の村で警護。

　カースが言うように、やっぱり別の理由で俺たちがここに置かれているのか？

「はい。また別の理由で俺たちはここを動くわけにはいきません。今までユキが通ってきて唯一、ほぼ手出ししていないのがこの場所です」

「どういうことだ？　一応、村は守っているし、治安維い持じも協力してもらっているぞ？」

　俺がそう言うと、カースは少し困った顔をして、棚に置いてあるノートを取り出し、ペンで何かを書き始めた。

「いいですか？　ユキがこの場所を確保しているのは、あくまでも、ダンジョンの出入り口としての確保です。見てください、遠慮のないレベルでの武装の数々からそれは分かるでしょう？」

「ああ、でもそれが村を守るってことにもつながるだろう？」

「ですね。でも、村を守ることはユキにとってはどうでもいいことなんですよ。最初からユキは、さっさと交渉決裂して欲しいって話をしていませんでしたか？」

「そりゃ、してたな。わざわざお荷物を抱えたくないのはよく分かるし」

　そう、この新大陸では因縁レベルで人と亜人が争っている。

　なので、ユキが亜人と仲良くなっているのは現状、体裁が悪い……。

　あー、これが理由か。

「気が付きましたか？　ユキにとって、この亜人たちは弱みになりかねないんですよ。現在、ジルバ、エナーリア、学府、ローデイと個人的に交流があるとはいえ、これが知られれば後ろ指を指されるどころか、周りが全部敵になりかねません。ジルバの王は完全敗北がありますし、ユキの実力と亜人を押さえ役と理解しているので、村の手出し云々は絶対喋りません。しかし、それが周りに知られてしまえば、この新大陸の一般常識として敵対感情を向けられるのは避けられません。そうなってしまえば……」

「なるほど、政治的に身動きができなくなるな」

「はい。いくらユキが強くて、力ずくでどうにでもできても、相手は一般人が多数になります。そんな人たちに実力行使はしないでしょう。でも、それも今までの実績で解消されてますけどね」

「ん？　どういうことだ？」

「今までユキたちが傭兵団として出してきた功績は無視できないレベルです。それを疎んで、足を引っ張ろうとする輩やからもいるでしょうが、今回のビデオカメラを一般公開したのがおそらく止とどめでしょうね。こんなオーバーテクノロジーを生み出した相手を排斥するなんていうのは、国として絶対やってはいけないことです。技術を独り占めしようとしても、この時点で開発者や提供者のユキたちの顔が各国で売れることになります。自分たちでわざわざ金のなる木を捨てるようなことはしないでしょう。あるとすれば毒殺や、人質をとっての脅おどしですが……」

「それは無理だ。毒は効かないし、人質ってどうやって捕まえるつもりだ？」

「はい。ということで、現状、世情は問題ないですね」

「なら、やっぱり俺たちがここにいる意味がないんじゃないか？　だってよ……」

「いや、待て。なるほど、そういうことか」

　ライヤが何か察したのか、俺の言葉に待ったをかける。

「この亜人の村が最大の火種ということだな？」

「ええ。この亜人の村は俺たち、いえ、亜人が勝利したという話を聞きつけて、各地の集落から人々が集まっている。ここで俺たちがいなければどうなったと思います？」

「……そりゃ、すでに戦端が開かれてる。ああ、俺たちは亜人に対してのストッパーか」

「だな。考えてみれば当然だ。ユキは国のトップたちを相手にして、相手の弱みや自分たちの有用性を理解させて、状況的に手出しできないようにしてきた。が、この亜人の村は違う。人に恨みや偏見を持った、無秩序な集まりだ。そもそもトップがいない。各村の村長などはいるが、それはまとめ役というには心もとない」

「聖剣使いの件で、ユキたちは優先順位的に亜人たちの件を後回しにしていますが、おそらく、下手をすると聖剣使いより厄介なことです。というか、この前の情報から照らし合わせて、本当にここが一番危ないと見るべきでしょう」

「この前の情報？」

「はい。亜人の国が存在するということです。これは、少なからず亜人が国家を作り、他国とやり取りがあるという証拠です。国は単独では存在し得ません。必ず他の国と友好状態や戦争状態という繋がりがあります。そして、現在、亜人は戦争状態といっても小康状態。ローデイに至っては公然の秘密で流通という国交があります。つまり、亜人の国は人を完全に敵とみなしていないのです。いや、当然なんですけどね。国を存続させるために友好相手を増やすのは。ですが、その方針に従えない亜人たちも当然います。それが……」

　カースはそう言って言葉を切り、沈黙する。

　嫌な予想が外れて欲しいとは思いつつ、確認をする。

「……集落を作っている亜人たちってことか？」

「おそらくは。そして今までは国を捨てて、個人個人で活動していたのでしょうが、俺たちの一件でこの場に亜人たちが集結しています。そうなると……」

「……人との主戦派が、戦争を始める可能性があるか……」

「ええ。ですが、その前に、まず開戦の狼煙のろしとして倒すべき相手がいます」

　おいおい、それって。

「ここの亜人たちを押さえつけている、俺たちを排除することです。まあ、排除というか殺しにかかるでしょうね」

　うぎゃー、聞きたくないことあっさり言いやがったよ!!

「だから、ユキはここに俺たちを置いたのか。確かに、ユキの嫁さんたちには獣人族も多いからな。いざという時に、相手を殺してまで止められるかって話だな」

「ええ。彼女たちの中には殺すべしという解決方法を取る者もいます。ですが必ず誰かの動揺に繋がる。だから、場慣れしている俺たちがここに置かれているんですよ。あわよくば関係を改善できればという願いを乗せて、人代表で」

「……まーた、面倒なことを。だけどよ、いったい何をすればいいんだ？」

　そう、この真実を知っていったい俺たちは何をすればいいのか？

「いえ、特に。いつもの通りでいいんじゃないですか？」

「だな。一日二日でどうにかなる話でもない。問題が起こるなら報告が来る。俺たちはのんびり亜人たちと生活して友好を築くだけだな」

「はぁ、結局いつもの通りってことか」

　俺は気が抜けて、テレビに目を向ける。

『さあ、休憩時間が間もなく終わります。第二試合が始まりますので、観戦されたいお客様方は席へお戻りください』

『えーと、はい、はい。迷子のお知らせをいたします。身長……』

　お、どうやら第二試合が始まるみたいだ。

「あ、買い出しの賭け意味なくなったんじゃないか？」

「そうだな」

「ああ、それなら俺が行きますよ。変な方向に持っていっちゃいましたし」

　結局、俺たちの暇は当分続くのだろう。

　いや、どうなんだろうな。

　明日、暴れられてもそれはそれで、報告書が面倒なんだが……。











第２７４掘：勇者の技







ｓｉｄｅ：ユキ



『さあ、いよいよ第二試合が始まろうとしています。観客の皆様はなるべく早く席にお戻りください』

　そんなアナウンスが控室まで聞こえてくる。

　拡声器の性能はそれなりに良いようだ。

「で、タイキ君、準備はいいのか？」

　俺はそう言って目の前でのんびり座っているタイキ君に話しかける。

「ええ、大丈夫ですよ。体は十分に温まってますし」

「……代わりに、エオイドは死にそうだけどな」

　タイキ君はぐるぐると肩を回して、体がほぐれていることを見せているが、代わりに、エオイドは返事する余裕すらないのか、肩で息をするだけだ。

「ま、ここまでやれば、緊張している暇すらないでしょ？　この後、さらにユキさんがエオイドをしごきますか？」

　タイキ君がそう言うと、聞こえてはいるらしく、ビクッと震えるエオイド。

「……やめとくわ。これ以上は動けなくなりそうだからな」

「じゃ、一緒に見学ですね」

「それがいいな。訓練しないなら、自分が戦う舞台を確認しておくべきだろう。タイキ君の戦いを見るのも良い経験になるだろうからな。動けるか、エオイド？」

「……はい」

　ようやくここで、返事だけを返すエオイド。

　うん、疲れ切った声をしちゃって。

　ま、返事ができるなら十分に戦えるな。

　本当に疲れている奴は、返事する前に寝入ってるよ。

「で、タイキ君はどんな方法でいくんだ？」

「無論、剣でいきますよ」

「剣って、物理はダメだぞ？」

「分かってますって、これ、杖つえを剣にしてるタイプなんですよ」

「ああ、自前の剣は使わないわけね」

「そりゃー、あれ使えば俺も聖剣使いの仲間入りですからね」

「自分で処理してくれるなら、聖剣使いの仲間入りしてくれていいぞ？」

「勘弁してくださいよ。そんな面倒事、誰がやりますか。ただでさえ通常業務が忙しいっていうのに」

　ですよねー。

　俺も絶対やりたくないわ。

　特に、タイキ君の勇者の剣は３属性を込めた特殊なエンチャント剣で、この新大陸の「１本につき１つの属性」という常識を破っている。

　それを所持するだけでも大問題なのに、それを自由に操れるとすれば、もう新大陸での一番の注目の的だろう。

　普通なら眉唾ものだと言われるだろうが、現在、ライブで中継中、記録にも残るし、言い逃れは不可能となる。

「そう言えば、俺の相手って誰なんです？」

「いや、俺は知らない。アーデスも慌てて集めてたみたいだからな。特に興味もなかったし。事前情報、欲しかったか？　霧華なら知ってると思うけど、呼ぶか？」

「あ、いえ。そこまでしなくていいですよ。俺もなんとなく聞きたかっただけですし、世の中、相手の手札を全部把握して勝負できるって状況は稀ですしね。俺にとってはいい訓練ですよ」

「そうか。ま、せいぜい足元掬われないようにな」

「でも、こういう舞台に立つとは思いませんでしたよ。なんていうか天下一武○会みたいじゃないですか」

「ああ、それは思った」

　そうそう、優勝とかはないが、感覚的には天下一武○会だ。

　プロレスみたいなリングじゃなくて、舞台なのがやっぱりそっちを連想させる。

「おら、わくわくしてきたぞ」

「いいねー。俺そのセリフ言い忘れたわ」

「あちゃー、もったいないことをしましたねー」

　でも、俺も同じようにネタ技はしたけどな。

　そんな雑談をしていると、ララ副学長が控室に入ってきた。

「あの、時間になりましたので、タイキ殿は外へお願いします」

「はい、分かりました」

　タイキ君は立ち上がり、そのまま外へ向かう。

「ほれ、エオイド、お前から何か言ってやれ」

「あ、はい。頑張ってください」

「おう。師匠として良いところをみせてやろう」

　それに続くように、俺たちも控室から見学できる位置まで一緒に出ていく。

『では、第二試合の前に両選手の紹介を行いたいと思います。まずは、学府第、なんと８位!!　シングルナンバーと呼ばれている、学府最高戦力!!　ソエル・ウォーバー!!』

　わぁあぁぁぁぁーーーーー!!

　ラッツの紹介と共に、舞台へ上がってくるのは……。

　あれ？　水色の綺麗な長いストレートヘアーをなびかせる美少女。

　……美少女？　女!?

「ふぁっ!?」

　タイキ君も予想外だったのか、俺の横で変な声を上げている。

『ご覧の通り、綺麗な女生徒です。いやー、この学府。侮れませんね。こんな可憐な美少女がシングルナンバー、学府最高戦力とは』

『ちなみに、彼女は家名を持っていますが、貴族ではありません。このウォーバー家は、聞いたことがある人もいるかもしれませんが、それなりに有名な商家です。各国の王室への品物提供を行っているとのことです』

　おおーーーっ。

　驚きの声が広がる。

　まあ、王侯貴族と繋がりがあるっていうのは、なかなか珍しいしな。

『こういうところが、学府の特徴と言っていいでしょう。彼女は危険な場所で戦わなくてもよい立場ではあります。しかし、自分が持てる才能を活かしたいと、この学府に入学し、その才能をグングン伸ばし、学府最高戦力、シングルナンバー入りを果たしています。これこそ、実力主義で生まれたと言っていいでしょう』

　はぁー、大商人の娘ね。

　下手すると、王侯貴族より贅ぜい沢たくできる立場だろうに。

　何が彼女をここまで駆り立てたのか。

「……戦闘狂だったりな」

「……やめてくださいよ。どうしようか必死に悩んでいるのに」

　タイキ君にとっては予想外すぎるよな。

　女性が相手とか、色々不利すぎる。

　敵として相対するなら、遠慮なんかしないだろうが。実際自国のお姫様おっぱらったし。

　でも、今回は決闘だ。

　敵というのは間違いだし、味方というわけでもない。

「クリーナ、サマンサ、あのソエルって子は知っているか？」

「あっ、そうだ。２人とも何か知りませんか」

　長ったらしい紹介をしている間に、嫁さんたちから情報を引き出そう。

「……ん。知っている」

「知らない方がおかしいですわ。クリーナさん、ソエルさん、私、そして第１位、２位の方が女性です」

「は？　トップ３の全員が女性か？」

「……？　ああ。ユキ、勘違いしている。この新大陸は女性の方が、なぜか魔術を使えることが多い」

「はい。ユキ様の大陸は男女同じくらいのようですが、こちらは魔剣使いや聖剣使いといい、魔術は女性の方が使えることの方が多いですから。むしろトップ10の中に女性が５人しかいないというべきですね」

　そういえばそうだった。

　……この新大陸の男性は肩身が狭いだろうな。

「なるほど。であのソエルさんの得意な魔術は……」

『さて、彼女の得意な魔術ですが……これは驚いた。なんと、トリプルです。火、土、風の３属性使いです!!』

「……ラッツの言った通り、複数属性使い。私は４つ。この前ユキから風を教えてもらって５つ。火、水、土、氷、そして風」

「私は格段と落ちて２属性ですわね。攻撃手段として使えるのは主に氷だけですわ。水は攻撃に向いていませんので……その、非才の身で申し訳ありません」

　クリーナはともかく、サマンサは自分のことを話して落ち込んでいる。

　無理に言わなくてもいいだろうに。

　この場で抱きしめるのは、色々恥ずかしいので、頭を撫でる。

「あっ」

「非才とか関係ない。ほら、サマンサの親父さんやお母さんと一緒だ。愛があればいいだろう？　２人で、皆で頑張っていこう」

「……はい!!　ありがとうございます!!」

「……ん。サマンサ、皆で頑張る」

「そうですね。非才とかで言ったら私なんて村娘でしたし」

「……勇者が何を言いますか」

　そうやって、嫁さんたちは仲を深めているが、タイキ君はいい顔を浮かべている。

「何かいい戦い方でも思いついたか？」

「ええ、都合がいい。ちょっとアレを試してみます」

「えっ、タ、タイキさん。一応相手は第８位ですよ!?　いくらタイキさんが強いといっても……」

　ああ、エオイドはタイキ君の本来の性能を知らないから心配するよな。

「ま、そこは心配せず見ておけ。タイキ君は凄いぞ。な」

「エオイドよく見ておけよ。これが俺の実力だってな」

　……俺と同じく、お遊びの方向での実力発揮だと思うがな。

『では、その第８位のソエル・ウォーバーの相手を務めるのは、この人!!　ジルバ、エナーリアからの編入生で順位不明!!　しかーし、あのユキ選手と兄弟同然の付き合いをしているので、その実力は、私個人としては高く評価をしております!!　その名も、タイキ!!』

　わぁぁぁぁぁぁぁぁぁーーーーー!!

「え、何その高評価」

「ほら、行って来い」

「ちょっ!?」

　ラッツの過剰な紹介で会場が盛り上がり、本人のテンションはダダ下がりになる。

　ある意味、スゲー恐ろしいわ。

　タイキ君は恐る恐る、舞台の真中、ソエルさんがいる場所へと足を進める。

『さて、そのタイキ選手の能力ですが、ほぼ不明です。見ての通り、剣を媒体として魔術で戦うタイプなので、スピードを活かしたタイプと見るべきでしょう』

　いや、エリス知ってるよね？

　タイキ君の戦闘スタイル知ってるよね？

　だって、出会い頭、嫁さん全員で連携攻撃仕掛けたし。

　殺す一歩手前まで行ったし。

『となると、ソエル選手は相手に合わせて撃ちまくるのがスタイルと書いてありますし、これは接近する前に、ソエル選手がタイキ選手を倒せるか？　その一点に集約されると思いますね』

　いや、この新大陸の魔術は、タイキ君レベルには無効だしな。

　無論、嫁さんたちにも効かない。

『あなたが、学長を下したエリスさんたち、傭兵団の一員の方ですか』

『えーと、はい』

　ソエルさんとタイキくんの会話がララ副学長が持っているマイクを通して決闘場全体に伝わる。

『では、タイキさんもエリスさん同様、相当の使い手と見てよろしいでしょうか？』

『いや。エリスさんにはちょっと及ばないですね』

　うん。

　色んな意味で間違いではない。

　ガチのぶつかり合いなら、タイキ君の方が有利だが、ウィードのほぼ全体の金銭権限を持っている彼女は各国でも恐れられているのだ。

　無論、国交を持っているタイキ君の国もエリスには頭が上がらない。

　支援金の捻出とかしてるしな。

『ちょっとですか……私はアーデスさんのように油断はしません。最初から全力でいかせてもらいます』

『はい。いい試合にしましょう』

　そう言って、２人は距離をあける。

　俺の時もそうだったが、結構離れていて、魔術の詠唱をするための距離のようだ。

　これで、手数で攻めるか、一発ドカンといくか、という各々の判断になるわけだ。

　そして、ララ副学長が片手を上げ……。

「最後まで全力を尽くし、魔術を使え!!　それが最強に、多くの人を守る力に至る道である!!」

　そう、マイクを使わず、綺麗な声が決闘場に響き……。

「これより、ソエル・ウォーバー対タイキの決闘を開始します。……始め!!」

　振り下ろされた。

　わあぁぁぁぁぁぁあーーーーー!!

　歓声が響くと同時に、ソエルが即座に人より大きい岩を生み出す。

『おおーっと!!　第一試合とは違い、ソエル選手すぐに攻める気だ!!』

『確かに、タイキ選手は剣を媒体としていますので、近距離での高火力と推測ができます。そうなる前に叩き潰す。正しい判断だと思います。と、魔術を放ちました。あれは土の魔術、ストーンシューターですね』

　おおっ、思った以上にスピードが速い。

　これ、直撃したら一般人はぺちゃんこじゃね？

　一瞬でグロ画像で規制決定だよ。

　で、スピードは速いので、そのままタイキ君に直撃するはずなのだが……。

『おっと？　大岩が空中で止まりました。タイキ選手には届いていませんし、ソエル選手が視界を塞ぐために止めたのでしょうか……って、おおーーー!!』

「なっ!?」

　おおーーーー!!

　驚きの声と共に、大岩が真っ二つになって、地面に落ちる。

　そして、その先にはタイキ君が剣をだらりと下げて、こう呟く。

「大○斬」

　お、王道できやがった!?

　あの技こそ、硬い物体や敵を切り裂く、大地の技。

　奴は、この舞台であの必殺剣を完成させるつもりか!!

　確かに、このファンタジー世界に相応しい剣技ではある。

　しかし、大人になればなるほど、その技を言うのは畏れ多くなる。

　だって、それは子供の頃の夢だったから。

　……それを、タイキ君はやるつもりか!!

『な、なんということでしょうか!!　飛来してきた大岩を斬った!!』

『おそらくは風の魔術ですね。飛来して斬った岩がそのまま下に落下するわけはありません。しかし、パッと見た感じ、綺麗な切り口です。凄まじい近接魔術と言ったところでしょう』

　いや、違うんだ。

　人間は疲れ切った時、最小限の行動、つまり無駄のない動きをしようとする。

　無駄のない攻撃とは、つまり最大火力となり、武器と身体能力が完全に調和し、斬れるという結果が生まれる。

　どこかの先生の説明そのままだけどな!!

　実際は、魔力操作でエオイドの強化を真似て、剣の強度を上げてるんだろうけど。

『しかし、タイキ選手なぜか動きません!!　その隙に、ソエル選手。少し大きさを下げて、手数に出た!!』

『それでも、人より少し小さいぐらいです。先ほどの速度で撃ち出せば致命傷になるでしょう』

　動かないタイキ君に対して、ソエルさんは手数に打って出てきたみたいだが……。

　タイキ君はそれを待っていたんだ。

　何せ、見せ場だからな。

　ドドドド……。

　そんな重い音が響いて、岩は舞台へと落下する。

「う、そ……」

　ソエルさんも信じられないといった顔をしている。

　それもそのはず……。

『なんと、タイキ選手。無数の岩をすべて斬った!!　これは凄い!!』

『なるほど、動かないのは無意味ということだからですか。これでは勝負たり得ないと』

　エリスの言う通り、この程度では、タイキ君を動かすことは叶かなわない。

　彼が動く時は、３つの剣技をすべて見せてからなのだから。

「……なぜ動かないのです」

　ソエルさんも、ようやく自分が手加減されていることに気が付いて、底冷えするような声でタイキ君に話しかける。

　声をかけられた本人は、剣をだらりと下げたまま、のんびり答える。

「だって、ソエルさんもまだ全力じゃないでしょう？　まだ見せてもらったのは１つだけ。そして、この戦いの挑戦者はソエルさんだ。俺から動く理由がない。良い試合にしたいんだろ？　まずは俺をここから動かすのが先だ。それとも、これが全力だった？」

　おおう、美少女相手に挑発をかけるとは、タイキ君らしくない。

　まあ、全力出せば、本当にあっという間だしな。

　あの剣技を披露するなら、ソエルさんの使用魔術の属性は都合が良すぎる。

　あくまでも、ネタ技だから、意外性はあっても常時使える技でもないし、俺とあの技を練習したら火力が違いすぎて実用性がないと証明されるしな。

　そういう意味でも、ソエルさんは都合がよすぎるのだ。

「いいでしょう。確かに私は全力でいくと言いましたが、試した部分もあります。あなたが私に相応しい相手かどうかを。だから、これならどうでしょうか!!　ファイアーウォール!!」

　ああ、怒ってるよ。

　本人もそれなりに自信のある攻撃だったんだろうな。

　で、次は炎の魔術に切り替えてきたか。

　炎の壁は、普通なら避ける以外回避方法がない。

　つまり、タイキ君を動かすという目的を達成できる。

　……普通ならな。

「岩のようには切れませんよ!!　もとより形のない物!!　動かなければ黒焦げです!!　近接しかないあなたには迎撃不可能です!!」

　だが、タイキ君は動かない。

　ソエルさんは、俺の時のアーデスと同じように、避けたタイキ君を追撃する準備をしている。

　が、なぜ炎を切れないと思った？

　そして、タイキ君が剣を振るう。

　いや、その姿を捉えられるのはウィードメンバーだけだろう。

　ブワッ!!

「え、え……」

　ソエルさんは目の前の出来事に、ただ口を開けるだけである。

　そう、目の前には、確かに炎の壁が斬られて、タイキ君を避けて真っ二つになっている。

　剣を振り切った姿なので、誰もが、こう思うはずだ……。

『なんと、炎を斬った!!　斬ってしまった!!　真っ二つ!!　真っ二つです!!』

『……風の魔術の応用だと思われますが、これは凄いですね。ただ一撃を送るだけでは穴が開くだけで、すぐにふさがります。しかし、２つに斬るということは常時凄まじい風を送って、炎を分断させる必要があります』

　さすがにエリスも驚いている。

　実際は魔術を使ってないからな。

　文字通り、スピードで切り裂いたのだ。

「海○斬」

　タイキ君が呟く。

　そう、この剣技こそ水や炎という不定形の物を切り裂く海の技。

「ま、まさか、ここまでとは。いいでしょう!!　私の風の魔術を見なさい!!」

　ソエルさんはそう言って、魔術を発動させる。

　……ん、これって魔術術式がっておい!?

『な、なんと、ソエル選手が増えました!?　４人います!!　わ、私の見間違いでしょうか？』

　ラッツが叫んだ通り、ソエルは４人になっていた。

　変な術式だったが、あれだろう、光の屈折率を変えて、分身を作り出したんだろうな。

　非常に維持がめんどいタイプだ。

　水の魔術で作った方が楽じゃね？　ってソエルさんは水属性はなかったか。

『お、おそらく風の魔術の応用だと思いますが。学長、彼女のあの魔術はご存知でしょうか？』

『ええ。彼女の奥の手ともいう魔術ですね。風というのは風を起こすだけでなく、ああいうふうに応用をすれば、鏡のような役割も果たします。そして、あの分身は激しい風で構成されていますので、近づけば、それだけでダメージを受けるでしょう』

『なるほど。これは、さすがにタイキ選手も動かないわけには……』

「空○斬」

　パパパンッ!!

　エリス、甘いぞ。

　最後の１つの技は、心の目で、本質を見抜き、そこを一点に攻撃する。

　即ち、この場合はあの分身を起動させている魔術の起点を一気に破壊する。

　いや、実際は魔力感知でどこが起点か調べたんだろうが、同じ意味だしＯＫ。

　これぞ、見えない敵を討つ、空の技。

　闘気はこの世界にあるか不明だし、魔力で代用だろうが。

　しかし、ソエルさんとの魔術の相性が良かったからだろうが、ここまで、あの技を真似る……いや、これはオマージュだな!!

　熱い気持ちが分かるぞ、男の俺たちは子供の頃、真似をしたんだ!!

「あ、あ、あり得ない。一瞬で……」

　愕然とするソエルさんに、タイキ君はついに動く。

『おおっと、タイキ選手が初めて、動いた!!　……ん？　しかしこれは、様子が変だ!!』

『剣を逆手に持ってますね？　何の意味があるのでしょうか？　ナイフでもないですし……』

　エリス。そこはツッコんじゃダメなんだ!!

　ロマンなんだ!!

　様式美なんだ!!

　それが、夢だからだ!!

「ソエルさん、今度はこっちから行かせてもらう」

「っつ!?」

　タイキ君の言葉で、ソエルさんは攻撃のチャンスを不意にしたと悟り、防御態勢を取る。

『おおーっと!!　タイキ選手が今度は攻撃するようですが、その宣言で、岩の壁を出し、炎で包み、風が吹き荒れる!!　これは近寄れない!!　近寄ればダメージは必定だ!!』

『……いえ、タイキ選手は攻撃を敢行するようです。腰を深く落として、飛び出した!!』

　さあタイキ君、やるんだ!!

　大地を斬り、海を斬り、空を斬り、そしてすべてを斬る技。

『タ、タイキ選手の剣が光っています!?』

『こ、これは雷でしょうか!?』

「ア○ンストラッシュ!!」
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　よく言った!!

　タイキ君、君をパクリという奴は日本にはいない!!

　これはオマージュだ!!

　見せてやれ!!

　日本の男の子がこぞって真似をした、伝説の技の威力を!!

　そして、閃せん光こうがソエルさんを守る防壁を覆い尽くし……。

　ズドーン!!

　爆音が響き渡る。

『ソエル選手、防壁ごと閃光に飲まれたーーーーー!!』

『音から察するに、凄まじい威力なのは分かりますが、これは、ソエル選手の安否が気遣われます』

　あ、やっべ。

　つい興奮してたが、アレ大丈夫か？

　ふむ、タイキ君は特に慌てていないから、手加減はしたんだろう。

　そして、煙が消えると、横たわるソエルさんが姿を現し、ララ副学長が慌てて近寄り、安否の確認を行う。

『大丈夫です。命に別状はありません。気絶しているだけです。この勝負、タイキ選手の勝利です!!』

　わぁぁぁぁぁぁあぁあぁぁぁーーーーー!!

　大歓声が決闘場を埋め尽くす。

『素晴らしい魔術戦に観客は大興奮のようです。私もかなり驚きました』

『はい。私も見たことのない魔術もあり、色々と勉強になりました。まだまだ、魔術の世界は奥が深いということですね』

『……おっと、ソエル選手が目を覚ましたようです。負けはしましたが、素晴らしい戦いを見せてくれた彼女に、そして、勝利を収めたタイキ選手に惜しみない拍手を!!』

　パチパチパチ……!!

「タイキ様!!　素敵でしたーーー!!」

　あ、アイリさんがタイキ君へ手を振っている。

　横にいるリエルとフィーリアはなぜかぐったりしている。なんでだ？

「……はぁ、ここまで力の差があるとは思いませんでした。素晴らしいですね。タイキさん」

「いや、ソエルさんも凄かったですよ」

「ふふっ、そう言ってもらえて嬉しいです。ところで、質問をよろしいでしょうか？」

「はい、構いませんよ？」

「話を聞いた限り、あちらでタイキさんへ手を振っている彼女が奥様とか」

「ええ。妻のアイリです」

「他に、側室などは？」

「いえ、いませんけど……」

　ん、何か面白い流れになってるな。

　録画してて正解だな。くくく……。

「タイキさんほどの方でしたら、側室がいても当然でしょう。私が立候補してよろしいでしょうか？」

「はぁ!?」

「無論、アイリさんを排斥しようなどとは考えておりません。ちゃんと彼女にお話を通しますので。あ、お父様に連絡しないと。ではまた後で」

「ちょ、ちょっと!?」

　タイキ君が止めるのもむなしく、ソエルさんは走り去ってしまう。

　こりゃ、面白くなってきたな。

　相手は大商人の娘だし、下手な貴族よりよっぽど、タイキ君には都合がいい。

　いや、タイキ君本人の意見は無視で、国としてな。

　心根もよし、あとはアイリさんと仲良くやれるかだな。

『ソエル選手、走り去っていきました。さすがに負けるというのは堪えたのでしょう……と、第三試合は休憩を30分挟んでからになります。ご来場の皆様はこの間にトイレなどを済ませてください』

『はい。この時間で、今回の決闘祭に協力してくれたスポンサー、協力者、提供者を紹介いたします。まずは、決闘場の開放をランサー魔術学府、決闘場の警備を傭兵ギルド、街への告知を――』

　そんな放送が流れる中、勝利したはずのタイキ君が、負けたような顔つきでトボトボと戻ってくる。

「……どうしましょう？」

「……頑張れ。俺はこれをやってきた。大丈夫、さっきの会話はしっかり録画してる。逃げることはできん」

「ぐはっ!?　ちょ、それは消してくださいよ!?」

「それはできない。ソエルさんの承諾も受けないといけないし、これをタイキ君たちで見て彼女の人となりを把握するのに必要だろ？」

「ぎゃー!!　公開処刑ですよ!!」

　諦めるがいい!!

　そんなやり取りをタイキ君としていたんだが、後ろから変な声が聞こえてくる。

「……あ、あの」

「「ん？」」

　振りかえるとそこには、緊張に顔をこわばらせたエオイドが立っていた。

「お、俺、タイキさんみたいな戦いできませんよ!?」

　すでに泣きそうになっている。

　だけど、俺とタイキ君はその姿を見て笑う。

「な、なんで笑うんですか？」

「そりゃ、エオイドはエオイドのやり方しかないからな」

「だな。俺たちを真似る必要なんてない」

　そして、俺とタイキ君はエオイドの胸に拳をトンと当てる。

「全力をぶつけてこい。自分が弱いってのは知ってるだろ？」

「はい」

　タイキ君は、ただ挑めと告げる。

　だが、エオイドにとって決闘はおまけだ。

　タイキ君の挑めとは、別のことを指している。

「アマンダへの自分の気持ちを決闘で見せてみろ」

「はい!!」

　そう、これはエオイドとアマンダの舞台なのだから。

　頑張れ、男の子。











第２７５掘：戦いに必要なモノ







ｓｉｄｅ：ユキ



「もう、かっこよかったわよ。あなた」

　そう言って抱きついてくるのは、なぜか撮影班として青いジャンパーを着ているセラリア。

　変なところでノリがいいよな。

「そりゃどうも。で、アマンダはどこなんだ？」

「えーと、確かデリーユの所よ。あの子はエリスとデリーユに師事していたから、あっちが安心するんでしょう」

「なるほどな。ちょっと様子を見てくるよ」

「はぁ、他人の恋路はここまで頑張るのに、自分のことはダメダメよね」

「うっさい」

「ま、愛しがいがあるからいいのだけれど。あ、あのから揚げ本当に美味しいわね。鶏の飼育はウィードが歓迎すると思うわよ」

「あ、セラリアも食べたのか」

「ええ。気のいいおじさまね。宿屋の経営も見事。特に食事は凄いわね」

「だろ」

「あのおじさまだから、鶏ぐらい譲ってくれそうだけど。と、今はアマンダの様子が先ね。いってらっしゃい」

「おう」

　セラリアとそう言って別れる。

　普通にカメラを使えているみたいだな。

　何というか、本当に興味のあるものは一気に覚えるよな。

「ん？　なんじゃ、ユキか。押し倒されに来たか？」

「いや、何でそうなるんだよ」

　気が付けばデリーユの所まで来ていたのだが、なぜかデリーユの発言が明後日の方向だった。

「まったく、あんな濡れるシーンを見せておいてこれじゃ」

「ま、ユキだし、仕方ないわね。夜にでも襲えばいいのよ」

「そうじゃな」

「いやいや。と、それよりアマンダはどうした？」

「ん、アマンダならそこで青くなっておるぞ」

「青く？」

　そう言われて、デリーユの視線の先に目を向けると、アマンダが文字通り青くなって震えている。

「何があったん？」

　特に外傷は見えないから、何か嫌なことがあったか？

「いえ、普通に今までの試合を見てただけよ。外部から脅しがあったわけでも、アマンダが怪我したわけでもないわね。ま、近くで話を聞けば分かるわよ」

　ラビリスはそう言って、俺に抱っこしてと両手を伸ばす。

　それを抱き上げて、そのままいつもの肩車の状態になる。

「さ、アマンダの所へ行きましょう」

「着いてくるのか？」

「ええ」

「デリーユはどうする？」

「ん？　妾は残るぞ。カメラもあるしのう」

「そっか、撮影準備、頼んだよ」

「おう。任せておけ。アマンダは頼んだぞ、ああいうのは苦手でな」

　しかし、ラビリスの胸はなんかまた重くなったな。

　また大きくなったか？

　頭にかかる重さが昔と違う気がする。

「そうよ。ユキに揉んでもらって、ちゃんと大きくなっているわ」

「成長は止まるんじゃないのか？」

「不老は年齢経過の劣化が止まるだけ。胸の大きい小さいは子供へのおっぱいをあげるためだから、たぶん違うんじゃないかしら？」

「ああ、体調が変わるみたいなものか」

「たぶんそうじゃないかしら。よかったわね。頑張れば、フィーリアもあのサイズのまま、私以上のおっぱいになるかもしれないわよ？」

「うーん。ラビリスも大きいのは大きいで面倒なことはあるだろう？　でも、大きくなる可能性があるっていうのは良かったかもな。フィーリアもいつか不老化するんだろうけど、そのあと大きくなるかもしれないなら、子供に遠慮しなくて済むかもしれないしな」

「あー、そういえばアスリンも、フィーリアも、子供たちにおっぱいを吸わせようとしてそっぽ向かれてたわね」

「子供はご飯のためにおっぱいを吸っているからな。平らすぎると、おっぱい、ご飯って認識できない。というか、ご飯求めている子供に、偽物というか出ないおっぱいを吸わせようというのがダメなんだが」

「……それはあの子たちには酷よ。というか、クリーナやサマンサだっておっぱいは出ないのに吸わせようとしているんだから。あの子供たちを見て母性を刺激されない女性はいないわよ」

　うん。それは分かる。

　子供たちは全員、嫁さんたちのおっぱいを吸わされている。

　出ようが、出まいが。

　可愛いから、おっぱいをあげたくなる気持ちは分かる。

　けど、きっと子供たちには迷惑だろう。

　出ない乳なんか出されてもなー。

「ま、ユキの言う通り。子供たちには迷惑かもしれないけど。ちゃんと他のお世話や、おっぱい自体はちゃんとあげてるからいいでしょう。というか、ペタンコの子たち以外は子供たちから吸わせろって要求するのよ？」

「え、そうなのか？」

「私だって、子供たちを抱えると、おっぱいをペシペシって叩いてくるの。で、毎回飽きるまで吸わせているの。出ないけどね」

「ふーん。子供たちもみんなが母親っていうのはうっすら認識してるのかね？」

「どうかしら？　まだ自意識がはっきりしていないから、私も心が読めないし。と、アマンダと話さなくていいのかしら？」

「あ、そうだった」

　なんか、嫁さんたちと一緒だと家庭の話になるよな。

　特に子供たちの話題が多くなる。

　ま、それはいいとして、今はアマンダのことだ。

「……ううっー」

　なんか唸ってるな。

　本当にどうしたんだ？

「あの、アマンダさん」

「えっ、あ。ユキさん」

　でも、俺が声をかけるとすぐに反応するから、深く考え込んでいるってわけでもなさそうだな。

「どこか具合が悪かったりしますか？」

「い、いえっ。その、決闘を見てました。凄かったです。勝利おめでとうございます……」

「どうも、ありがとうございます」

　……ああ。

　たぶん、エオイドが心配になってきたか。

「……おそらくそうだと思うわ。別の意味で演出を過多にしすぎたわね。きっと、アマンダはエオイドが死んだりしないかで不安なんだと思うわ」

　ラビリスもそう思うか。

「エオイドのことが心配ですか？」

　とりあえず、切り出さないことには始まらない。

　ラビリスを頭の上から降ろして、膝に持ってくる。

「……はい。ユキさんや、タイキさんみたいに、エオイドは、その、凄くないですから」

　うん。

　その気持ちはよく分かる。

　俺もタイキ君も、こっちの世界に来てから何度思ったことか。

　分不相応な評価を受けて、それでも、やらなければいけない状況に陥おちいった。

「……色々指導をしてくれる、ユキさんやタイキさんには申し訳ないんですが、エオイドは普通の人なんです」

「普通……ですか？」

　普通ねー。

　俺も普通って叫んでいい？

「ユキ、諦めなさい」

　膝の上の爆乳幼女はそう言う。ちぇ。

　そんな小さなラビリスの声は不安になっているアマンダには届かず、話が続く。

「普通の人です。私はずっとエオイドを見てきたから分かるんです。ただ、普通に魔術使いに憧れて、この学府に入った。でも、普通の人だから、才能がなくて……」

　アマンダはそう言うと、目から涙をぽろぽろ溢れされる。

　えっ、ちょっと待った、さっきの話のどこにアマンダが泣く要素がある!?

「……私が、竜騎士になんてなっちゃったから、エオイドが、私のために強くなるって。でも、それが、嬉しくて。そう浮かれていたら、やっぱり現実はとても危険で、ユキさんやタイキさんみたいにエオイドが立ち回れるとは思わなくて、エオイドが、し、死んじゃったらどうしようって」

　ああ、俺たちの戦いぶりを見て、エオイドが危険だから心配。という考えより、エオイドが死ぬ。と思ったわけか。

　ま、ずっと一緒にいたんだから、こういう心配は当然か。

　良くも悪くも、エオイドを知っている。

　彼がただの人だと。普通のどこにでもいる人だと。

　うーん、どう言えば安心させられるんだ？

　何を言っても逆効果な気がしてならないぞ。

　俺がそんなふうに思考を巡らせていると、膝上の爆乳幼女が口を開く。

「で、アマンダはエオイドが死んじゃいそうだから泣くだけなの？」

「え？」

「私は違うわ。ユキが死にそうなら、この身に代えてでも助けてみせる。エオイドが普通？　そんなのユキだって同じよ。ただ、人より立場が特殊なだけで、転べば怪我をするし、死ぬ危険は普通の人より格段と高いわ。傭兵をやっているのだから」

　アマンダは、会話にいきなり乱入してきたラビリスの発言に驚いて固まっているが、そんなのはお構いなしに、ラビリスはまくし立てる。

「アマンダは竜騎士になって少し勘違いしてるんじゃないかしら？　アマンダが竜騎士になったところで、別に死なないわけじゃない。むしろ危険が増したってエリスから教えてもらったはず。そして、アマンダの思いを汲み取って、エリスとデリーユが色々教えてくれている。聞いたはず、エオイドが誰のために強くなろうとしているのか」

「……そ、それは」

「その成果を見せるためにエオイドはこの舞台に立つことにした。何があってもアマンダと一緒にいるって、それを自身でアマンダに伝えるために。確かに、愛しい人が死ぬことを考えると、私だってぞっとするわ。でも、ユキは止まらないの。こう見えて、とても強い人だから。なら、私はユキと一緒に生きていくだけ。ほろほろと涙を流して、彼の行動を見守るとか、遠ざけるとか、そんなことはしないわ。私はユキの隣にいて、精いっぱい、ユキと生きるの」

「ラ、ラビリスちゃん？」

　ようやく、ラビリスの名を口にするアマンダだが、それはラビリスの正体を確かめるような口調だった。

　ま、こんな年下に、遠回しに正論で馬鹿と言われれば当然か。

「こら」

　そう言って、ラビリスの頭をコンと叩く。

「きゃん。ユキ酷いわ」

　ラビリスは痛くもないはずなのに、叩かれたところを押さえて、大人しくなる。

　とりあえず、このままラビリスの毒舌を放っておくと、アマンダがエオイドと添い遂げるのを諦めそうなので、止めておく。

「すいません。でも、ラビリスの言う通りだと思います」

「え？」

「確かに、愛しい人が死ぬことを想像するのは怖い。ですが、すでにエオイドはあの舞台に立っている。幸い、今回は死ぬ危険性は限りなく低い。ま、アマンダさんの言う通り、ほぼ死ぬことが確定している場所に行こうとしているなら、縛りつけてでも、両手足を折ってでも止めるべきです」

「い、いや、そ、そこまで……」

「いえ、やるべきです。愛する妻と子供を残して逝いくというのが分かっているなら絶対に」

「あ、愛する妻!?　こ、子供!?」

「ええ。アマンダさんとのそんな未来をつかむために、エオイドは今日まで必死に訓練をしてきて、あの舞台に立っています。で、彼が今一番欲しいのは何だと思いますか？　愛しい彼女の心配する涙でしょうか？」

　そこまで言って、ようやくアマンダの瞳に理解の色が広がる。

　ま、心配して涙するのも分からんでもない。

　でもな、この場で必要なのは涙じゃない。

　……戦いに必要なものは、相場が決まっていて。

「エオイドーーーー!!」

　突然席を立ったアマンダのとても綺麗で大きな声が、最後の決闘に胸を躍らせ騒ぐ決闘場に響き渡る。

　そして、その声を聞いた決闘場の人々が静まり返る。

　……うぉい。一発で静まり返るって、どういうレベルの声だよ。

　ただ大きいだけじゃない、声音がとても綺麗だからだ。

　俺がそう考えているうちに、アマンダはエオイドが気付いて見ているのを確認すると、さらに言葉を続ける。

「頑張れ!!　負けるな!!　私は信じてるから!!」

　あ、思い出した。

　この状況って、歌が綺麗な人に起こる現象だ。

　どれだけ群衆が騒いでいても、一発で静まり返るのは、数度見たことがある。

　それは地球でのコンサートや、学園祭などの舞台で、飛び切りが出てくる時だ。

　そう、同じ声なのに、どこまでも澄み渡るような声。

　普通に話す分には変わらないのに、伝えるという強い意志を持った場合に、発動する、歌姫能力。

　……おいおい、竜騎士なんて目じゃないレベルの能力だぞ。

　そして、この効果が一番出るのは、歌われた対象だ。

　この場合、声援だから、無論……。

「分かったよ!!　アマンダ、見ていてくれ!!　俺、頑張るから!!」

　くっそ、砂糖を口から生産していいでしょうか？

　確かに、こういう状況は狙っていましたよ。

　公式の場で恋人宣言や、それっぽい行動を中継で流せば、この２人にちょっかいを出す馬鹿者は減ると思ったからさ。

　でもね、直に当てられたくはないんですよ。

　やっべ、愛の波動を感じて俺の心がつらい。

　ネタにしようと企んでいた自分が矮小で器の小さい人間だと思ってしまう。

「私たちもやる？」

「やめてください、死んでしまいます」

　俺が精神的にな。

　ラビリスだけならともかく、どう考えても嫁さんたち全員にやらなければいけないわけで、公衆の面前で告白を10回以上とか、どう考えても拷問です。死んでしまいます。

　と、そこはいいとして、会場は突然のアマンダとエオイドのやり取りに沸きあがっていた。

　やはり、どこでもこういう恋物語の一面は好かれるのか。

『さあ、本来なら後に紹介する予定でしたが、こうなったら先に紹介するしかありませんね。学府第２３６位、エオイド選手です!!』

　わあぁぁぁぁぁーーーーー!!

　エオイドは、その歓声に驚きつつも、先ほどの緊張とは違って、堂々と舞台に上がっていく。

　けっ、愛は偉大ですねー。

「そうよ。愛は偉大なのよ。というか、なんでそんなに心が荒すさんでいるというか、子供っぽいのかしら？」

「他人のストレートな幸せは妬ましい。いじれないから」

「……はぁ。そこら辺、変に歪んでいるわよね」

「いや、これも様式美でな」

「はいはい。エオイドの紹介が始まるわよ」

　そう言って、ラビリスにぶった切られる。

　あー、嫁さんたちも俺の扱いに慣れてきたよなー。

『さて、皆さん不思議に思ったでしょう。なぜ、こんな順位の低い者が決闘祭に出たのかと？』

　ラッツがそう言うと、同意するように周りが静まり返る。

『それは、先ほど声援を送ってくれた女性のためなのです!!　ご存知の方も多いかもしれませんが、彼女は今話題の、ワイバーンを手なずけ伝説の竜騎士の称号を賜たまわったアマンダさんなのです!!　そして、それがエオイド選手とどう関係しているのか？』

　そのラッツの言葉に全員が息を飲む。

『２人は幼馴染。今の今までずっと一緒に過ごしてきました。しかし、ある日突然訪れた運命のいたずら。アマンダは伝説の竜騎士へ……エオイドは悩みました。彼女がいきなり有名になり、その実力も兼ね備えている。彼は彼女を祝福するべきなのに、素直に喜べないでいると……』

　あー、そっちの原稿を読むのね。

　かわいそうに、幸せ者への嫉しつ妬とはなくなったわ。

　公開処刑開始やな。

　作戦名：観客に今回の決闘の趣旨を伝えて、逃げ道をなくそうぜ!!

　聞いての通り、この決闘のいきさつ、エオイドが告白するための通過点であるということを観客に伝えて、もう逃げ道のない状況に追い込む。

　こうすれば、２人の仲を引き裂くような真似をしたら、絶対噂になる。

『エオイドは、その時ようやく自身の気持ちに気が付いたのです。幼馴染としてではなく、一人の男として、アマンダの傍にいたいと。だから決心しました。彼女に並び立つ、相応しい男になろうと!!　私の愛しい夫とタイキさんに頼み込みました。強くしてくれと。彼女と添い遂げるために!!』

　ひゅーひゅー!!

　そんな歓声が広がる。

　この街にいる人たちなら、エオイドとアマンダの喜劇はいつも見てるだろうしな。

　だから素直に、祝福の声がいたる所から上がる。

「やっと気が付いたか幸せ者ー!!」

「あんたたちがいつ付き合うかと、やきもきしてたわよ!!」

「エオイド、よく頑張った!!」

「そうよ、アマンダが竜騎士なんてことは気にしなくていいのよ!!　アマンダにはエオイドしかいないんだから!!」

　ですよねー。

　俺たちが出会ってすぐ分かったんだから、街の人や学府の仲間が気が付かないわけねーよな。

　そして、ラッツに代わりエリスがマイクを持って告げる。

『さあ、聡さとい方はお気づきかもしれません。この最後の勝負こそ、この決闘祭の本当の目的です……エオイド!!　相手はとても強いです!!　この事実を知ってなお、手加減をしてくれるような相手ではありません!!　というか、そんな甘ったれた決闘を望んではいないでしょう!!　この場はあなたの強さを確かめるための舞台!!　アマンダに相応しい男だとすべての人に伝えるため!!　男を見せなさい!!』

　エリスはそう綺麗な声で告げる。

　アマンダの時と同様、周りが静まり返る。

　見た感じ、エリスは大人しく見えるからな。

　しかし、この決闘の趣旨が理解できたのか、徐々に観客から声が上がり、歓声が広がっていく。

「エオイド!!　男を見せろ!!」

「そうよ、相手がどんなに強かろうと、エオイドとアマンダの愛を見せつけなさい!!」

「勝っても負けても逃げるんじゃないぞ!!　お前はもう、立派にそこに立っているから、何も恥じることはないんだからな!!」

「ええ。あとは全力で挑みなさい!!」

　そう、これこそ、この決闘祭の本当の目的。

　しかし、ここまでやって、相手は誰が出てくるのかね？

『さて、このエオイドとアマンダの恋路を邪魔する相手ですが……』

『実はすでに、皆さんも最初からご存知です』

　どういうことだ？

　学府のシングルナンバーはそんなに有名なのか？

　いや、でもソエルのことも聞いたことなかったし、第１位も第２位も名前すら聞いたことがない。

『では、舞台へお願いいたします。エオイド選手の相手はこの方!!』

　ラッツの宣言で、誰かが舞台に飛び降りる。

　……飛び降りる!?

　何、その過剰演出!?

　で、その姿を認識して納得した。

『ランサー魔術学府が誇る、最強の大魔術師!!　ポープリ・ランサー!!』

　わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーーーーー!!

　おいおい、そうか。

　アーデスに特訓したのは、自分が参加者になるためか。

　確かに、他の生徒に任せるとこの舞台はつらすぎる。

　どう考えても悪者だ。

　でも、学長が相手なら、負けても仕方ないし、勝てば文句なし。

　悪者とも思われないだろう。どう見ても、生徒の成長を見守る教師なのだから。

『紹介にあずかったポープリだ。だが、ラッツさんが言われた通り、手加減は期待するな。竜騎士アマンダと添い遂げたい気持ちは、お前さんたちが幼馴染で仲良くやっているのを昔から知っているからよく分かる。だが、ただ相手に依存するだけでは意味がない!!　夫婦とはお互いを支え合っていくものだからな!!　エオイド、お前がユキ殿やタイキ殿から教えてもらったすべてを見せてみろ!!』

　姿形はまるで幼女なのに、まったくそうとは見えない迫力がそこにある。

　エリスや俺相手に、ビービー泣いてたのと同じ人だとは思えんな。

『はい!!　全力でいかせてもらいます!!』

　エオイドも、ラッツの紹介スピーチという拷問で少しやる気が削がれていたが、ポープリの言葉で完全に持ち直したな。

　うん、負けて当然。

　ここで、負けてしまったらという不安が掻き消えたのだ。

　ならば、後は全力を出し尽くすのみ。

『ララ、開始の合図を』

　そう言われて、ララ副学長が２人の間に立ち、片手を振り上げる。

「最後まで全力を尽くし、魔術を使え!!　それが最強に、多くの人を守る力に至る道である!!」

　そして……。

「これより、ポープリ・ランサー対エオイドの決闘を開始します……始め!!」

　腕が振り下ろされ、決闘が始まった。

「エオイド!!　頑張れ!!」

　幼馴染が声を上げ、祈る。

　そう、戦いに必要なもの。

　勝利の女神。

　これが王道だろう。











第２７６掘：この舞台は２人のために







ｓｉｄｅ：ユキ



「加減なんかを期待するな。そう言った」

　今、エオイドの目の前には、エリスの時とは比べモノにならない大きさのファイアーストームが迫っていた。

『おおーっと!!　本当に、ポープリ選手加減なしだ!!　特大のファイアーストーム!!　これは逃げ場がないレベルだ!!　しかし、エリスとの時にこれをしなかったのはなぜでしょう？』

『おそらく、私との時は相殺されると思ったのでしょう。だから、視界をちょっとふさぐ程度で近接を挑んできましたが、それも迎撃しましたけどね』

　おーい、この場でポープリを弄ってやるなよ。

　ほら、本人、少しプルプル震えてる。

『なるほど。ということは、この大規模なファイアーストームはエオイド選手にはどうしようもできないという判断というわけですか』

『ですね。しかし、ユキさんとタイキさんの手ほどきを受けたのですから、これをどうにかできるという期待もあるかもしれません』

　ま、そりゃそうだろう。

　観客は立ち上る巨大な炎の嵐を唖然と見つめている。これがどうにかできなければ一発で終わりだ。

　盛り上がりにも欠けるし、ポープリもやりすぎって非難されるだろう。

　しかし、これをどうにかできれば、エオイドの評判はうなぎのぼりだ。

　誰も、アマンダに釣りあっていないなどとは言わないだろう。

『さあ!!　いきなり未曽有のピンチ!!　この局面をどう乗り切るのか!!』

　……しかし、タイキ君はいざ知らず、俺はこういう状況をどうにかする方法は教えていない。

　いや、頭が柔らかければどうにかできると思うが、エオイドの訓練期間は一週間あるかないか。

　それでどうにかできる頭があるなら、すでに学府で上位にいると思うんだよなー。

　つまり、だ。

　タイキ君が無限の剣○で何かいい武器を教えていなければ、ここでエオイドは一発場外負けか、こんがり焼けましたーとなるわけだ。

「……ポープリは容赦ないわね」

「ま、エリスにコテンパンにされたからな。そこらへんが原因でこの状況になったんだろうな」

「で、ユキの中は見せてもらったけど、タイキからの手段がちゃんとあるんでしょう？」

　……知らん。

「……ユキ、エオイドの意気込みから見ると、こんがり焼けてしまうわよ。手段がないのなら」

　まあ、そうだろうな。

「アマンダもきっと再起不能になるわよ」

　ラビリスに言われて、隣に座るアマンダに視線をこっそり向ける。

　そこには、口を押さえて、顔を真っ青にしているアマンダがいる。

　エオイドにとっての勝利の女神の機能は失われていた。

　……いやー、当然か。

「さぁ、これがどうにもできないのなら舞台から降りろ。別に恥じるべきことじゃない」

　ポープリはそう言ってちゃんと逃げてよいというが……。

「俺は……引きません!!」

　あー、主人公だねー。

　俺は逃げるね。

　勝ち目のない勝負はしない。

　ま、挑んで負けても痛くもかゆくもないなら、挑む。

　だけどこれ、勝負を挑むと絶対痛いからな。

「ユキはそれでいいと思うわ。ユキが傷つけば、私たちが相手を無茶苦茶にするわ」

　嫁さんたちは、俺が傷ついても理性を保つ訓練をして欲しいのだが。

「却下ね。ま、そこは不可能ということで、エオイドはどうするつもりかしら？」

　あー、不可能なのね。

　と、ラビリスの言う通り、まずはエオイドの方が大事だな。

　視線を舞台に向けると、エオイドはやはり引く気がないみたいだ。

　さて、最悪、俺かタイキ君でばれないように横やりを入れなければいけないか……。

　総じて物語と現実は違うというが、その通りだ。

　物語とは読者を楽しませるために、都合のいい部分を切り取り、面白い場面を意図的に作り出す。

　まあ、ここ最近の日本では、日常だったり、一人の生活を覗くといった物語も、楽しみの一種として捉えられているが。

　おっと、話がずれたな。

　だから、現実は物語とは違う。

　実際、かっこいい話だけではない。

　つまらない、端折はしよってしまう、そんな物語として不要な日々もすべて存在している。

　だけど、だからこそ、こういう諺が存在している。

　事実は小説よりも奇なり。

　現実で起こる出来事は、物語の中よりも不思議で面白いものだ。

　そんな意味を込めた言葉。

　そして、それはよく考えれば当然だ。

　物語とは、想像とは、今まで得た経験や知識を組み合わせて、発展させて、作り上げていくものだ。

　しかし、現実はその経験と知識とは別に、自分たちが知り得ない、まだ解明していない何かが常に介在している。

　だからこそ、何が起きても不思議ではない。

　むしろ、何が起こっても当然だ。

　だが、俺はそれを見て、驚かざるを得なかった。

『おおーっと!!　な、なんと、エオイド選手、ポープリ選手の巨大なファイアーストームを斬った!!　斬ってしまった!!』

『なるほど。タイキ選手に師事していたとは聞きましたが、これでは魔術は無意味だということですね。魔術を切り裂く魔術。それを習得していたとは』

　目の前でファイアーストームを縦に切り裂き、魔力を霧散させ、維持を不可能にする。

　まさに、タイキ君がやった海○斬である。

　いや、教えてないから。

　あの技、さっきソニアさんの属性知ってから思いついただけだから!!

　待てよ、俺が観客席に行った間に教えたのか？

　そう思って視線をタイキ君に向けると、向こうもこっちを見ている。

　お互いの視線が疑問に満ちていた。

　教えたのか？

　だが、即座にお互いに首を振る。

　何だと、お互いに教えていない。

　ならば、出る答えは１つ。

「それで、エオイドは戦えるのかしら？　アマンダに教えてもらえる？」

「ど、ど、どういうことですか!?　あれ!!　エ、エオイドがタイキさんみたいなことを!?」

　あ、２人のこと忘れてたわ。

　とりあえず、アマンダを落ち着かせよう。

　ラビリスがわざわざアマンダの意識をこっちに引っ張ってくれたんだ。

　ちゃんと説明をしよう。

　過分に盛って、ポープリといい勝負ができると思わせよう。

　まずは、ちゃんと声援がないとエオイドも力が出ないだろうしな。

「あれは、見取り稽古だ」

「見取り稽古？」

「なんですか、それ？」

「ああ、難しく言いすぎたかな。見るということを、稽古と言ったんだ」

「見る？」

　アマンダが不思議そうに首を傾げる。

　あ、ちなみにエオイドとポープリは、お互いに隙を窺うかがっている。

　さすがに、エオイドの見取りでの見様見真似では出力の調整ができていなくて、かなり体力と魔力を消耗している。

　ポープリも他の手で対応してくると思っていたみたいで、まさか、タイキ君と同じ技で迎撃されて、うかつに動けないと思ったみたいだろう。

「ほら、先生の魔術を見ろと言われることがあるだろう？」

「あ、はい」

「それは、お手本を見せて、こういうふうにしなさいと分かりやすくしているんだ」

「はい。それは分かります」

「なら、今までの俺たちの試合だってそうだ。エオイドにとっては学ぶべきお手本だったということだ。覚えろとか何も言われてないけど、何か自分の力にできないかと考えた。アマンダだって炎の魔術を見て、これ使えるかも？　と思うようなものがあっただろう？」

「ありました」

「それを、俺やタイキ君は見取り稽古っていうんだ。まあ、主に剣術なんかの、言葉では伝えにくい技術を伝えるための言葉なんだけどな。で、さっきアマンダも理解した通り、見るということも立派に学ぶことなんだ。それを言われなくてもエオイドはやってのけたから、それだけアマンダを守れる男になりたかったってことだろう」

　俺がそう言うと、アマンダは恥ずかしそうに顔を伏せる。

　しかし、見ただけでやってみようっていうのは……。

『なるほど、愛ゆえの結果だということですね。中継のデリーユ、ラビリスありがとうございます』

　そんな声が聞こえて、とっさに自分の正面にあるモニターを見ると、俺とラビリス、アマンダが映っていた。

　勝手に解説役にされていたのか。

『さすがユキさんですね。あの一瞬で、技を使ったいきさつまで推察できるとは。しかし、それを考えると、この短時間でタイキ選手の動きをつぶさに観察し、技を見様見真似で同じように再現してしまうというのはとんでもないことでしょう』

　そう、エリスの言う通り、凄まじい。

　どこの主人公属性だよ。って主人公か、俺とタイキくんの認識じゃ。

　ま、真似る条件は揃っているんだよな。

　すべては魔力操作の延長だ。

　大○斬、海○斬、空○斬。

　すべて、斬る物体に合わせて、魔力の質を変化させて、斬りやすい状況を作り上げる。

　さて、ここで問題があるが、「斬る」という現象はいったい何なのか？

　これを知っているかいないかで、イメージが大事な魔術に大きい影響が出てくる。

　そもそも斬るとは、斬る刃物の圧力と摩擦、そして斬る物体自体の引っ張る力が関係している。

　ウォータージェットという無形の切断機械も地球には存在するが、あれは斬るというより、削り取るという性能なので今回は省く。

　まず、「斬る」＝「切る」には種類が３つある。

　押し切る、引き切る、突くの３つである。

　最初に押し切る。これは刃という非常に小さい接地面を斬りたい物質に押し当てることにより、力を集中させ、物質を押し込み、斬られている物質がもつ……、誤解を覚悟で言えば、元の形状に戻るための力、引っ張る応力を利用して切れるのだと思ってくれ。

　柔らかいボールや自分の肌を指で押し込むと分かると思うが、へこんだ後に押し戻す力が働くはずだ。

　これが、指よりも小さい接地面で押し込むと、たとえば針だが、一点にかかる負担が高く、一定の範囲にかかる物質の強度を超えた圧力がかかるので、文字通り押し切るという現象が起こる。

　次に引き切る。これはよく料理で、お肉を切る時は、押して切るのではなく、押した後に引いて切れと言われることがあると思う。

　これは、押し切るの条件にさらに、物質の結合という現象を利用して、楽にお肉を切るために引く動作を追加したものである。

　物質というのは、他の物体に引っ付くという特性を持っている。

　水に指を突っ込むと分かりやすいかもしれないが、むろん指に水滴が付く。

　これは、ある意味引くという動作で、指に吸着した水の一部を引きちぎった、ということだ。

　包丁の刃を押し当て、まあ、分子レベルでいうと刃物もギザギザなので、そういう意味でも、物質と結びつき、引くことで刃を押し当てられた物体が引きずられて切れるのだ。

　ちなみに、日本刀はこの引き切るという性質を最大限に利用した武器である。

　最後に、突く。これは上記で説明した通り、分類的には押し切るという動作になるが、刃よりもさらに一点に圧力をかけることになるので、上記の２つよりも物質を分断しやすい。

　ちなみに、この場合の分断というのは目に見えて物体を裂くという意味ではなく、傷をつけるということを意味する。

　ま、この３つの「切る」を念頭において、使われる魔術に対して、どの魔力の斬撃が有効か、ということになる。

　先ほどの海○斬は押し切るという斬撃になる。

　自然現象を利用している無形の魔術の場合は、魔力がなくても現象が継続するので、現象そのものを分断する必要がある。

　ポープリの使ったファイアーストームだが、これは炎と竜巻を混ぜたもので、炎は酸素、竜巻は本来の自然現象とは違うが、風を円のように循じゆん環かんさせて竜巻にして、その制御を魔力という燃料と魔術の術式で行っているというわけだ。

　この場合、炎をどうこうするのは放っておこう。炎は竜巻と一緒に発生しているから、竜巻を止めればいいのだ。

　さて、止めなければいけない竜巻だが、いったいどうすれば止まるのか？

　これは、本物の竜巻であれば、規模によるが、最大で核ミサイルを数十発をぶち込む必要があると言われている。

　しかし、ポープリの竜巻は魔術で過程をすっ飛ばし、ただ、バケツに入れている水に手を突っ込んで、かき回し、渦を発生させているのと同じである。

　つまり、中に壊れない板を差し込んで回転を邪魔するか、回転させるエネルギーである魔力の供給を止めるか、バケツその物をぶった切って、竜巻の発生条件をぶっ壊すか。

　簡単に３種類に魔術を魔力操作で止める方法を示したが、これがタイキ君が３つに使い分けた剣技だったりする。

　まず魔力そのモノを押し込むのは、技術がいる引き切るというモノに分類される。

　力技で物質、この場合は魔術に切れ込みを入れて、分断する。

　大○斬。

　次に、魔術の発動元、魔力供給を絶つ方法。

　本質を見抜き、一点を砕くことで魔術を突き崩す。

　これは供給源が、単独で電池のような役割を果たしている魔術に有効。

　空○斬。

　最後に、押し切る。これがエオイドが真似た技。

　無形の魔術というのは、自然現象を無理やり発動させているので、その無理やりの部分を壊してしまえば、勝手に霧散する。

　不自然な状態で魔力が固定されているのを切り裂く。

　海○斬。

　この３つはどれも、魔力の流れや術式を見て、物理的に解呪するといっていいだろう。

　だが、前提として、魔術が現象としてどう発生しているかを理解していなければ、まず切り裂くという発想は生まれない。

　だから、エオイドは感覚的に、目の前で起こる現象が何たるかを理解して、海○斬を出した。

「……長い説明だったけど、それならエオイドも結構才能はあるんじゃないかしら？」

「だな。今後は勉強重視がいいかもしれないな」

　そんなことを考えているうちに、ポープリはさっさと手数に切り替えて、無数の炎の玉をエオイドに放っているが……。

『ファイアーストームを斬られてから、手数に切り替えたポープリ選手。信じられないほどの連射ですが、エオイド選手、その雨のような連撃を斬る、斬る、斬るーーー!!』

『凄まじい剣技に観客の皆は息をのんでいます。タイキ選手は動きすら見えませんでしたが、エオイド選手はその動きが見える分、凄さがよく伝わってきます。彼は属性魔術が使えず魔力操作のみで戦うため、必死に剣の腕を磨いてきたとのことです。これがタイキ選手の魔術を切り裂く魔術と見事にマッチしたのでしょう』

　そう、よくよく考えれば、剣はもともと努力を重ねていたし、魔力操作に至っては生まれた時からの才能だ。

　俺たちよりも緻密で、特殊な使い方ができてもまったくおかしくない。

　きっかけを与えたら爆発したってやつだな。

「なるほど。そういうことね」

「す、凄い!!　エオイド頑張れー!!」

　うんうん、アマンダが再び声援を送り始めた。その声はきっとエオイドに届いて、ブーストがかかっているだろう。

　だが、問題は……。

「炎は無効と考えるべきだな。なら、これならどうだ!!」

　ポープリはそう言って、ソエルと同じように、風の分身を生み出す。

『おおーっと!!　ソエル選手の技を真似た？　いや、数がさらに多い。その数、７体!!　どれが本体か分からないぞ!!』

『エオイド選手は、この状況をどう打破するのでしょうか』

　そう、エオイドがどれだけ、タイキ君の技を真似できるかだ。

「くそっ!!」

　パンッ、パンッ!!

　エオイドは見様見真似で空○斬を繰り出す。

　そこまでできるか。

　でも、それには穴があるんだ。

　いや、エオイドは確かに凄い、でも……。

『何とかですが、分身５体を粉砕!!　見事にタイキ選手の技を模倣して、最後の１つを今切っ……』

　ドスン。

　そんな重低音が響いて、エオイドは舞台を転がる。

『後ろから、分身を囮に、近接の風魔術を叩き込んだようです』

『なるほど。分身がやられることを前提に組み込んでいたのですね』

　エオイドは必死に立ち上がろうとするが、さすがに直撃したのがみぞおちだと、呼吸すらきついだろう。

　しかし、そのエオイドに追撃をかけずポープリは佇んで口を開く。

「エオイド。確かにお前は、ユキ殿やタイキ殿に師事して、見取り稽古をして強くなった。信じられないほどだ。私が近接魔術を使ったことが、その証明だ。しかし、それでは届かない。所詮、お前の技はタイキ殿の真似事にすぎない」

　そう、手の内が最初からばれているのだ。

　ポープリは確かめるために、わざわざソエルと同じ魔術をぶつけたのだ。

　そして、応用ができているかを、今確かめた……。

「はっ、ずっ……」

　まだ、エオイドは呼吸が戻らない。

「お前は教えてもらったはずだ。こんな真似事ではなく、お前の才能を使いこなす方法を。そのまま敗北すればお前は２人の指導を無駄にすることになる」

　いえ、別に。

　こういうのもありだと思いますよ？

「見せてみろ。真似事ではなく、２人がお前だけに考えてくれた技を。戦う術を」

　何その、伝説の技を見せてみろと言わんばかりの流れは。

　そんなもの、何一つ教えてませんよ。

　あるとすれば、エオイドの魔力武器ぐらいですが……。

　エオイドが海○斬に走ったのは、魔力の盾じゃ前面しか防御できないから、海○斬を使わざるを得なかったわけで、どこかの騎士王みたいに、約束された光の聖剣みたいな模倣もできませんし、無理なんですよ？

　しかし、俺の思いとは裏腹に、エオイドは立ち上がり魔力操作による刀剣武具を生成する。

　この武具生成は魔力なので、魔力感知が高くないと無色透明で相手にはまったく見えない透明の刃なのだ。

「？」

　ポープリも、エオイドの手に存在している魔力武器を感知することができずに、剣を鞘さやに戻した行動に首をかしげる。

　しかし、エオイドはその不思議がる動作を隙とみて、飛び出す。

「何を？　……!?」

　ポープリはそう呟いて、エオイドの動きを見てとっさに離れる。

　が、それは一歩遅く、ポープリの腕に血が滴っていた。

「……まさか、魔力で剣を作り上げたのか？」

　しかし、エオイドは喋らない。

　まず、俺たちの教えその一、相手に情報を与えるな。

　その教えを守り、そのまま攻めていく。

「しかし、その動きは片手剣。ならば……!!」

　さすがに年を重ねているだけあって、すぐにエオイドの構えから持っているはずの不可視の武器の種類を判断し、ストーンシューターで牽けん制せいする。

　うかつに近づけないのなら、手数で攻めて……。

　エオイドは飛来する石を剣で打ち払う。

　……？　打ち払う？　ああっ、エオイドは大○斬ができないのか。

　確かに、押し切るっていうのはそれなりに知識がいる。

　硬くて切れないと思えば、イメージがダイレクトに影響する魔力武具化では切れない。

　そして、その隙を先ほどのように狙って、ポープリが接近し、懐へ……。

　ドンッ!!

「きゃん!?」

　ポープリは攻撃することなく、弾かれる。

　ダメージ自体は少なかったのか、すぐに体勢を整えるが、明らかに動揺が見て取れる。

「さっきのは、シールドバッシュ!?　ま、まさか……」

　そう、誰が片手剣だと肯定したか。

　エオイドは魔力で武器しか作れないとは言っていない。

『え、えーと、ポープリ選手が不可思議な無手のエオイド選手から手傷を負わされ、攻撃を弾かれていますが……』

『おそらく、ですが。あの構えからみて、魔力そのモノを武具と化しているのでしょう。片手剣と盾。見えているならそれなりにやりようはあるでしょうが……。不可視だとこれほど厄介とは』

　いや、お２人さんは見えているでしょう。

　ま、実況としてはそう言うしかないよな。

「厄介だね。さすが、ユキ殿、タイキ殿から伝授された技といっていいだろう。しかし、それじゃこっちに攻撃はできない。違うかい？」

　そうポープリに言われて、エオイドが片手剣をポープリに突き出す。

　無論、片手剣であれば、届くわけがない距離。

　だが……。

「ごふっ……」

　ポープリはその場で腹部を押さえてうずくまる。

『おおーっと、どうした!?　いきなりポープリ選手うずくまった!!』

『先ほどの突くような動作。……おそらく、片手剣から槍などといった武器に切り替えたのだと思います』

『なるほど。魔力で武具を作れるのなら、片手剣だけしかないというのは不自然ですね。ということは、油断したところに腹部へ一発もらったのですね。これはつらい!!　しかし、エオイド選手、ポープリ選手に追撃はかけません』

『お互い、手の内を完全にさらしていない状態ですから、経験が浅いエオイド選手はうかつにいけばやられると思ったのでしょう。というか、わざとでしょうね。あれが本当に槍であればすでに串刺しで勝敗は決まっていました。おそらく、遠距離は殺しかねないのでしょう』

　エリスの言う通り、エオイドの武具は真面目に武具で、殺傷を目的としている。

　エオイドが超達人で、ポープリを圧倒できるなら、さっきので決まったが、さすがにそこまでの技量はない。

　だから、先ほどは槍の柄を腹部に当てたのだ。

「くうっ。まったく、あの人たちに師事した数日でこれか、はぁ、恐ろしいね」

　そう言って立ち上がるポープリだが、目がマジになっていた。

　それを見てエオイドがとっさに盾を構えるが……。

　ズドンッ!!

　巨大な岩がエオイドにすでにぶつかっていた。

『巨大なストーンシューターが直撃!!　直撃しました!!　まったく詠唱を聞かなかったことから、無詠唱です!!　凄まじい威力!!　これは、エオイド選手無事か!!』

『はい、エオイド選手の安否が気遣われます。しかし、なぜエオイド選手はタイキ選手の技を使わなかったのでしょうか？』

　いや、使えないんだよ。

　大○斬だけ、エオイドにとっては理屈が分からなかったのだ。

　魔力のあり方をみて断つのではなく、物質の構造を理解して斬るのは知識が追いついていなかった。

「エ、エオイドーー!!　いやぁぁぁぁぁーーー!?」

「落ち着いて、アマンダ。エオイドは無事よ。ね、ユキ」

　あ、忘れてた。

　こっちのフォローしないとな。

　パッと見れば、死亡シーンだよな。

「ああ、生きてるぞ。たぶん盾持った方の腕は折れてるだろうが」

　そ、エオイドは武具を装備するという前提があってもダイレクトにダメージが体に届く。

　盾を装備していても、あの巨大な岩を受ければいくら何でも腕にダメージがくる。

「ほ、本当ですか？　エオイドー!!　返事をしてーー!!」

　アマンダは俺の話を聞いてすぐさま、舞台の煙の中へ声をかける。

　そして、少し間をおいて、声が返ってくる。

「……いつつ。ぶ、無事だよ」

　煙が晴れて、その中から出てきたのは、左腕を右腕でかばうエオイドの姿だった。

　うん、あらぬ方向に曲がってるな。

　さすがにあの質量は、エオイド特注のエンチャント盾でも防ぎきれないよな。

　完全に魔術ではなく、質量という純粋なエネルギーだからな。

　エオイドは見ているだけでも痛そうな腕をして、ララ副学長の所まで歩いて……。

「参りました。降参です」

　その宣言を受けて、ララは嬉しそうに微笑んだ。

「エオイド選手の降参を確認しました。この勝負、ポープリ・ランサー選手の勝利です!!」

　わぁぁぁぁぁーーーーー!!

「よく、頑張りましたね」

「うむ。最後はすまなかったな。さて、あとは……分かるな？」

　歓声が響く中、ポープリ学長にそう言われて、エオイドはアマンダを見る。

　そして……。

「アマンダ!!　俺と付き合っ……あでっ!?」

　即座に、ポープリとララに頭をはたかれる。

「この期に及んでそれはないです」

「うん。さすがにそれはないわ。もう一回」

　悶絶している。

　ま、腕折れてるのに、あの衝撃は痛いよな。叫び声を上げない、エオイドすげーよ。

　それで、涙目になりつつも、エオイドは再び声を上げる。

「アマンダ!!　結婚してくれ!!　俺はお前が大好きだ!!」

「うん!!」

　そう言って、アマンダは拍手喝采の中、エオイドに飛びつく。

　あ、死んだわ。

　腕に当たってるし。
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『なんとーーー!!　この場で結婚宣言!!　プロポーズがきたーーーー!!　観客全員が祝いの声を上げています!!　エオイド選手よくやった!!』

『心より祝福します。２人の未来に幸あらんことを。これにて、第一回決闘祭、最終試合を終了します!!』

　ひゅーひゅー!!　わーわー!!

　そんな祝う声が街中に拡散したのは言うまでもない。

　作戦は大成功だろう。

　しかし……。

「ねえユキさん。砂糖生産工場ってどこでしたっけ？　俺、今、トン単位で生成できる気がしますよ」

「奇遇だな。俺もだ。幸せすぎる知り合いがいると、こっちがむせるな」











落とし穴45掘：魔女の知らない世界







ｓｉｄｅ：クリーナ



　私は黙々と本を読んでいる。

　まだ、学府ほど蔵書はないが、ここの本は一冊で学府の本10冊分と言っていいほどの情報量が詰め込まれている。

　しかし、だからと言って古臭さはなく、文字もとても読みやすく、わざわざ翻訳を片手に読まなくてもいい。

「……改めて見ていると不思議」

　そう、私の目に映るのは、祖国の文字ではない。

　夫の、ユキの国の日本語と言われる言語だ。

　ユキのスキル付与という能力で、即座に日本語を覚えたが、これがまた凄い。

　ひらがな、カタカナ、漢字、古文、和製英語、簡単な英語と、日常で使われている文字の種類が私の祖国とは天と地ほど差があった。

　ここまで複雑な言語を一瞬で習得するなど、神の所業だ。

　いや、ユキは神の使いなのだが。

　体感してみても今一つ実感は湧かないが、日本の本を読んで、内容を習得できている。

「……ユキに今一つ、自覚がないというか、威厳がないというか……」

　うん。たぶん実感が湧かないのは、ユキのそのあり方なのだろう。

　自分の立場を理解してはいるのだろうが、どうも立ち位置を上に置こうとは思っていない。

　なんというか、街にいる一般人と同じなのだ。

「……そこに不満を言うのは間違い。ユキはいい人」

　そう、遥かに文明が進んだ世界から、こんな落ち目の、自分たちで首を絞めているような世界にわざわざ来てくれた。

　そのユキに、私たちが望むあり方を振るまえというのは、傲慢だ。

　私を含めて、妻の全員はユキが世界の王になるべきという意見はある。

　が、そんなことは面倒だし、時間がかかりすぎると一蹴されてしまった。

　確かに、表で堂々とそんなことをしても、世界統一にどれだけ時間がかかるか分からないし、ユキの方針通り、適当に世界との交流を増やして、自発的に魔力に関する問題を発見させる方が早いと思う。

「……なら、もっと勉強して、ユキの役に立つのが、私たちの役目」

　ユキがのんびり過ごせる日が一日でも早く来るように、私たち妻は手伝う。

　それが、ユキの隣にいるための最低条件。

　私はまだウィードに来て日が浅く、これといってウィードの役に立てないが、魔術や魔力研究に関しては別だ。

　魔術が普通に使用されているこの大陸でも、私の知識はそれなりに役立つとユキに言われて、ザーギスという魔族と一緒の部署に配属された。

　もっとも、私の一番の仕事はユキの護衛。彼を失うことは、この世界の破滅を意味する。

　そんな、大事な仕事を私は任された。

　でも、ユキは普段からドッペルでの行動しかしないから、本体はウィードの自宅から出ることがない。

　だから、こうやって私たちは、自由にやりたいことをやっている。

　遊んでいるようで申し訳ないのだが、ユキいわく、発想なんてのは色々やって生まれるので、まずは自分の好きなことから始めるべし。

　なんて言って、妻たちが色々やるのを止めはしない。

　むしろ推奨している。

　ここの図書館も、私が来たから、適当に本を揃えてくれたのだ。

　一応、ウィードには学を教えるための学校に本はあるが、それは教育のための本であって、私が読んでいるような専門書は存在しない。

　ま、面白い物語はあるが。

「……ん。今日の護衛はリーアだし、私はしっかり知識欲を満たす。ユキがそれを一番喜んでくれる」

　ユキとの子供は欲しいが、今は他の妻たちの子育てが大変なので、妊娠は残念ながらまだ先だ。

　でも、それでよかったと思う。

　……絶対、色に溺れてたと思うから。

　昨日、無事結婚したエオイドとアマンダはお互いしかいないから、朝から晩まで愛し合おうとするだろう。

　だが、それだと他のことに手が回らなくなるし、それでもいいやと思ってしまうのだ。

　それだけ、色とは自堕落に追い込むのに十分な力がある。

　私の場合、妻たちが多いから、回数は必然的に減るし、他に興味のあることを色々やれるから、色に溺れてしまうことはない。

「おや、そこにいるのはクリーナですか？」

　そんな声をかけられて、そちらを振り向くと、ラッツがシャンスを抱えてこちらを見ていた。

　うん。ラッツの子供、シャンスは可愛い。

　新大陸ではなにかと迫害されている亜人だが、私は特にそういう偏見はない。

　むしろ、亜人特有の能力は得難いものだと思っている。

　ま、ラッツに限ってはユキの妻の一人なだけあって、その能力は卓越している。

　力だけでなく、商才も凄まじく、ウィードの最大手スーパーラッツを牛耳っている。

「あうー」

「こら、シャンス。図書館では静かにしないといけませんよ」

「う？」

　そんなふうに、シャンスに言うが、まだ生まれて一年も経っていない子供がそんなことを理解できるわけがない。

「大丈夫。図書館は私たち専用。シャンスはいい子だから、何も問題はない」

「う？　あうー、あうー」

　私がそう言うと、図書室に入って興味津々だった視線が私をとらえて、こちらに必死に手を伸ばす。

「あんまり甘やかしちゃダメですよ？　はい」

「うん。分かってる。ダメなことをしたら叱る。でも、シャンスはそんなことしないよね」

「うー」

　ラッツから受け取ったシャンスにそう聞いてみると、しっかり返事をする。

　ま、意味は分かっていないだろうが、私に必死にしがみつくシャンスは可愛い。

　小さいウサミミが嬉しそうにピコピコ揺れる。

「そういえば、ラッツは図書館に用事が？」

「ええ、そうですよ。ついでにシャンスにもいい絵本がないか調べに来まして」

「……なるほど。ならシャンスは任せて。気に入る絵本を見つけてあげる」

「それはありがたいですが、調べ物の途中では？」

「……調べ物というより、勉強だからいい。こういうのはきりがない。あと、図書館は私が一番把握している自負がある」

「なら、任せましたよ。シャンス、ママはちょっと本を見てきますけど、クリーナママの言うことをちゃんと聞くんですよ」

「うー」

　分かっているように返事をするシャンス。

　ラッツが本棚の陰に隠れると、こっちに振り返り期待のまなざしで見てくる。

「じゃ、シャンスが好きな絵本探そうか」

「あうっ」

　そう言って、絵本コーナーに足を進める。

　ここは、将来私たちの子供が自由に読めるように、子供たちの身長に合わせて、小さい本棚が並んでいて、その中にたくさんの絵本がしまわれている。

　ユキが子供たちのためにと、用意したものだ。

「どれを読みたい？」

「う？」

　さすがにまだ分からないか。

　適当に、本を取り出して、机に戻ってくる。

　うーん、何かこの子に良さそうなのは……。

「……しまった。タイトルを見てもどんな内容か分からない」

「う？」

　揃えてあるのはユキの国の絵本ばかり。

　新大陸の子供に聞かせる物語なんて片手で数えられるぐらい。

　聖剣使いのお話を筆頭に、悪い魔物をやっつけたとか、困った村を救ったとかそれぐらい。

　まったく、本が好きなんて聞いてあきれる。

　子供に読ませる絵本すら私は知らない。

　結局、私は本が好きでも、自分の興味があるものだけしか読んでいなかったのだ。

「あうー、あうー」

　と、私がそんなことを考えていると、シャンスが絵本に手を伸ばそうと必死に私の腕の中で暴れている。

「あ、ごめんね」

　慌てて近場の本を取って、シャンスの前で広げる。

　仕方ない、子供と一緒に絵本の内容を理解するとしよう。

「えーっと、昔、昔、あるところに……」

　そして私は、シャンスとともに、物語の世界へと入っていく。

　しばらく経って、ラッツが本棚の奥から戻ってきた。

「すいません。思った以上に本を読んでしまいました。シャンスはいい子にしてましたか？」

「うん。寝てる」

　シャンスは私の腕の中で静かに寝息を立てている。

「あらら、途中で寝ちゃいましたか」

「ん。子供は寝るのが仕事。いいこと」

　絵本が３冊目にかかったぐらいで、シャンスは寝てしまった。

　特に起こす理由もなかったので、そのまま寝かせておいたのだ。

「あと、このあたりが絵本。家に持って帰って子供たちに読み聞かせるといいと思う」

「なるほど。ありがとうございます。サクラやスミレ、エリア、ユーユ、シャエルも喜びますよ」

「ん。もう、いい時間。一緒に家に帰る」

「そうですね」

　そう言って、ラッツが絵本をまとめて持つ。

　なんでだろう？

　ラッツはシャンスを抱っこしなければいけないのに、それでは抱っこできない。

「私が本を持つ」

「いいんですよ。シャンスはおねむしてますし、私が抱っこしても、クリーナが抱っこしても同じです。むしろ、シャンスを起こしてしまえば泣き出すかもしれません。そのままお願いしていいですか？」

「ん。了解した」

　そう言われれば、否はない。

　シャンスを起こさないようにゆっくり席を立つ。

　図書館を出れば、夕日で赤く染まっている。

「んー、外に出るとなぜか背伸びしたくなりますね」

「それは理解できる」

　横でラッツが体をほぐすように背伸びをしている。

　たぶん、本を読むために体を固定しているから、外に出た時にほぐすのだろう。

「さて、帰りましょうか。晩御飯の準備もできているでしょうし」

「ん」

　２人でのんびり家路につく。

　この図書館も、私たちの旅館と同じダンジョンにあり、旅館のすぐ隣のような配置になっている。

　といっても、それぐらいしかこの場所には建物がない。

　ユキと私たちだけしか住んでいない場所なので、建物があっても管理ができないのが理由だ。

　色々楽しみたければ、ウィードの街に行けばいい。

「今日の晩御飯は何でしょうねー」

「楽しみ。でも、初めてここに来た時は驚いた」

「あはは、そうですよねー。お兄さんが料理作ってるんですから」

「ん。そして、美味しい」

　ユキが作っていることも驚いたが、その料理もとても美味しいのだ。

　私たちの国では粗食として扱われるジャガイモも、具合を悪くすることなく食べる方法を知っていて、なおかつとても美味しいモノに変えてしまう。

　バターや塩コショウだけであそこまで変わるのだ。

　あの時の衝撃を私は忘れない。

　美味しすぎて、サマンサと一緒にジャガイモにかぶりついて、そのままお腹いっぱいになって、他の料理が食べられなかったのだ。

「あ、帰ってきましたわ」

「あ、ほんとーだ。ラッツおねーちゃん。クリーナおねーちゃん」

　旅館の玄関ではサマンサとアスリンが帰りを待っていたかのように、こちらに手を振ってきていた。

「おや？　何かありましたっけ？」

「いや、私は何も聞いていない」

　誰かが玄関で帰りを待っている時は、結構重要なことがあったりするのだが、私もラッツも思い当たることがない。

「どうしたんですか？」

「何か問題でもあった？」

　とりあえず、２人で小走りに玄関に駆け寄る。

「あ、いえ。問題ではないのですが……」

「えーっとね。もうすぐ晩御飯ができるから、サマンサお姉ちゃんと一緒に２人を迎えに行こうって話してたんだよ」

「なるほど」

「理解した」

　私たち家族は、ご飯は一緒に食べるのが基本だ。

　今まで私は一人でのんびり食べていたが、ユキたちと、わいわいしながら食べるのもいい。

　友達がいなかった私にとっては、とても嬉しいことだった。

「じゃ、早く入って晩御飯ですね」

「ん」

　そして４人で玄関の中に入ると、ユキとリーア、ジェシカ、フィーリア、ラビリスが続々と料理を運んでいた。

　旅館は構造上、調理場から料理を運ぶ時に、こうやって玄関を通るようになっているらしい。

　わざと玄関を通ることで、他のお客の食欲も刺激しようという考えがあるらしい。

　理解できるというより、体感している。

　この香りはお腹が空く。

「お、お帰り。今日の晩御飯は、前にサマンサとクリーナがジャガイモで満腹になって食べられなかった料理を作ってみたぞ」

「そうなのですわ。私たち２人のためにユキ様が作ってくれたので、呼びにいこうと思ったのです」

「……今日は同じ失敗はしない」

　ユキが私のために作ってくれたのだ。この前の二の舞はしない。

「と、シャンスが一緒なのか」

「ええ。図書館に行ってクリーナに絵本を見繕つくろってもらいました」

「ああ、なるほどな。ありがとう、クリーナ」

「ん。気にしないで、私も子供たちの母」

　私たちがそんなふうに話していると、腕の中のシャンスが動く。

　目を覚ましたのかな？
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「あう？」

「お、起きたか、シャンス。クリーナママに絵本読んでもらったか？」

「うー」

「そっか、よかったな。今からパパとママたちみんなでご飯だ」

「あう!!」

　そして私ははしゃぐシャンスを抱えて、皆と一緒に宴会場へ向かう。

「……ん。幸せ」

　私はこの幸せが続くように、頑張っていこう。

　ただ魔術や本を読むだけの世界から引っ張り上げてくれた、愛しい人たちのために。











第２７７掘：手段







ｓｉｄｅ：ユキ



「みなさん、一昨日はお疲れ様でした」

　そう言われて、紅茶を出すのは副学長のララ。

　現在は、学府の会議室でダンジョンのメンバーが集まって、今後の話をしようと集まっている。

「いえいえ。一昨日、一番頑張ったのはエオイドとアマンダですし」

　エリスはそう言って、紅茶を飲む。

　あの決闘祭で誰が頑張ったかというと、やはりエオイドとアマンダだろう。

　俺とタイキ君の相手をした２人も善戦はしたが、やはり前座だし、そもそも、あの２人のための舞台だったのだから。

　ま、あそこで畳み掛けて、どっかの恋愛漫画みたく保留で終わるＥＮＤでなくてよかった。

　これで……。

「これで、正式に竜騎士アマンダとエオイドを学府の保有戦力として迎えられる。あれほどの大舞台で記録まで撮ったんだ。どこからも不満は出ないし、結婚宣言までしたのだから、横恋慕の心配もないだろう。今までの問題は、アマンダが学生だということだったから」

　あの決闘祭のもう一つの目的は、竜騎士アマンダを学府の所有戦力として、俺たちの移動に自由に使えるようにすること。

　そのために、学生という身分から、正式に学府へ就職……みたいな話が要るのだ。

　学府の学生は将来、よその国へ士官などの話があるから、今のうちに手を打っておかないと、竜騎士アマンダを自由に使えなくなる可能性があったのだ。

　それならば、すぐにアマンダを学府に就職させればいいではないか？

　という話が出るわけだが、そうなると、アマンダが女性なのが問題になる。

　誰かと結婚してしまえば、否応なしに、結婚相手のお国と結びつきができる。

　竜騎士という箔が欲しい貴族は山ほどいる。ローデイの公爵みたいに、手なずけられない可能性のある竜騎士を預かるような真似はしない、というのは上流の考えで、小物の貴族は勝手に暴走してアマンダを手に入れようと画策する可能性がある。

　その結果、エオイドとの仲を引き裂かれたり、身内を人質に取られたりしかねないので、さっさとくっついてもらって、エオイドやアマンダの身内を学府の一員として助けられる体制を整えたのだ。

　エオイド自身はその力を決闘祭で見せつけたので、エオイドがアマンダに相応しくないと文句をつける輩も少ないだろう。

　ま、不安要素はゼロにできないが、表立って批判されるようなことはなくなるだろう。

「ま、私としても、あの２人の関係は知っていたから、堂々と祝福できることになって嬉しいよ」

「そうですね。今まで何度も２人の追いかけっこは見てきましたし」

「……学長、副学長にも、あの２人の関係は耳に入ってたのか？」

「そりゃ、入学当時から騒がしかったからね。ま、被害はエオイドぐらいだし。見てるこっちは楽しいからね」

「はい。アマンダも素直になれないなーと思いながら見ていました。特に授業の邪魔になるわけでもないですし。まあ、たまにサマンサが巻き込まれてましたが、苦情も言わないですし、私たちとしてもある種の娯楽でしたから」

　あー、なるほど。

　被害を被った相手が学府に文句を言わない限りは黙認していたわけか。

　確かに、訴えがなければ勝手に動くわけにもいかない。

　ラッキースケベはこうやって、犯罪にならずに済むのか。

　で、当の被害者に視線が集まる。

「学長と副学長の言う通りですわ。なんで私が巻き込まれるのか不明でしたけど、やっていることは微笑ましい照れ隠しですし、私が目くじらを立てることでもありませんわ」

「ま、こんな感じでサマンサは度量が大きくてね。さすがに公爵の娘から文句を言われれば止めたけど、出ないのであれば、見守りたいというのがあったのさ」

　ポープリはそう言って、こちらが持ってきたケーキを食べて、いい笑顔になる。

「で、エオイドとアマンダはくっついたが、学府での席はどんなのを用意するんだ？」

　俺がそう聞くと、ポープリとララはケーキを頬張るのをやめてフォークを置く。

「それがねー、前代未聞だから、どう扱うべきか会議が紛糾しててね」

「私たちの一存で勝手に部署を作るわけにもいきませんので」

「やっぱり、学府内にもそこら辺の問題はあるのか」

「そりゃね。学府とは言っても、要請があれば、他国の争いに加入することもあるから、軍としての機能もあるのさ。ま、常駐はとても少ないけどね」

「私たち教員と、学生たちのうち、ナンバー50までが参戦対象だね。あとは、引き籠りというか、学府に捨てられた、元シングルナンバーたちですね。立場的に国へ戻るわけにいかなかった人たちです」

「学生たちの参戦も驚きだが、思ったより正直に言うんだな。捨てられた元シングルナンバーか」

　政治云々があるんだろうが、捨てられたなんて、本人にとっては非常にデリケートな問題だろう。

「無理に元シングルナンバーたちを参戦はさせないさ。元公爵の三男とか次女とかだから、戦果を挙げること自体も問題な子たちもいるからね。ま、そのほとんどが教員や研究職に収まっているけどね。面倒なしがらみから解放されて清々しているのは多数だよ。学生たちの参戦もあくまで建前だ。戦闘は主に教員たちだよ」

「彼らの生活費は、彼らを学府に捨てていった関係者から巻き上げていますので、その辺りの問題はありません」

「ま、もともとここは彼女が作った孤児院だったんだ。ある意味、本来の意味で使われているから私としても否はなかったよ」

「なるほどな。具体的な数は？」

「そうだねー。ナンバー50までの生徒を抜けば、参戦可能な教員だけだから……」

「大体50人ほどですね」

「少ないのか多いのか分からんな」

「大体が僕やララほどではないけど、ソエル以上の力はあるかね。１人で１０００人ぐらいは足止めできるよ」

　おいおい、学府だけで５万人分の戦力かよ。

　そりゃ、他国がちょっかい出したり、引き抜きしたりするはずだ。

　ま、その分扱いづらいという致命的な問題があるわけだが。

　ということで、学府には手を出さない。中立地点という役割があるわけか。

「ん、でも、そこまで少数なら勝手に部署作っても問題はないんじゃないか？」

　たった50人。

　軍としての機能とか言ってたけど、この人数じゃ中隊規模がせいぜいだろうに。

　この軍の大将はポープリということになるし。

「あー、ララの言い方が悪かったね。部署というのは今のところ、教員か研究職しかないんだ」

「そういうことか。でも、それならワイバーンだから、魔物の研究って感じでいいんじゃないか？」

「それがですね。魔物の研究は特に学府じゃなくてもしていますし、アマンダ自身、魔物の研究で著名というわけでもありません。それよりも問題なのはアマンダ自身がまだ学生で、ワイバーン以外の功績が皆無なことなんです」

「本来は、学府の５階生単位を取って卒業、３階生単位で教員、研究職を認められるんだが……」

「評価のしようがない上に、単位も取っていないからねじ込めないと……」

「さすがに、今までのルールをぶち破るのは外聞が悪いし、頑張ってきた今までの生徒たちへの侮辱になるからね」

「竜騎士アマンダの加入自体は全員認めています。ですが、どういった部署につければ角が立たないかという話になっているんです」

　加入自体は認めているか。

　ということは、身内はワイバーンの戦力とそれを使役すること自体の意味をちゃんと理解しているってことか。

「とりあえず、聞いた感じ、身内的には問題ないが、竜騎士アマンダの戦力が対外的には不明だから、下手に迎え入れると外から要らぬちょっかいが出る可能性があると」

「そうだね。ワイバーンとまではいかないだろうけど、オークなんかを連れてくれば名誉教員になれると思う馬鹿が出てくる可能性があるわけだ」

「そりゃ面倒だ」

　うちのベジタリアンオークキングとかなら、まあ問題なかろうが、この新大陸のオークが野菜好きなわけねーからな。

「ということで、当面は学生としてしっかり単位を取ってもらって、実績を積んでから教員って方向に持っていこうと思っている」

「はい。アマンダ自身テイマーとしての才能はありますし、子供に教えるのは本人も楽しそうなので」

　ああ、たしか、アスリンと仲良くやってたな。

「早急に学府のいい立場は与えられなかったけど、エオイドと結婚したから、学府街の住人、生徒として十分に手出しができるから、そこら辺は問題ないね」

　ほっ、席が問題と言われて心配したが、ただ本当に席だけの問題みたいでよかった。

　あとの問題は……。

「で、ここ数日でクリーナの祖国、アグウストからの情報はあったか？」

　そう、あの聖剣使いたちが言っていた、この学府とアグウスト国の襲撃。

　そのために、こっちが連絡なしに右に左に飛んでいると国的に大問題なので、竜騎士アマンダのお披露目という名目で準備期間を取って、怪しまれないように動いているのだが、その分、残り１人の聖剣使いが行動を起こせば後手に回る可能性がある。

　ま、行動を起こしてくれれば、大義名分で動けるのだが、クリーナの祖国だからなー。

　嫁さんの願いだから、なるべく被害を少なくしたいところだ。

　そのクリーナは、ポープリの顔を真剣に見つめて、情報を聞き逃さないという心構えである。

　ポープリもクリーナの表情を見て、わざわざクリーナに視線を合わせて口を開く。

「クリーナ、安心していいよ。未だ騒ぎが起きたという情報はない」

「そう、よかった」

　……言いたくはないが、すでに滅んでたりっていうのもあるけどな。

　人がいなければ、連絡のしようがない。

　エナーリアレベルの魔物を呼べるなら、殲滅戦はたやすいだろう。

　いや、蜘蛛の子を散らすような感じだし、全員を殺すのは無理か。

　ま、学府の魔物の森からも、魔力の集積で突然魔物がわらわらと湧いてくることはないので、俺も大丈夫だとは思うが。

「……だから、逆に不気味なんだけどね」

「……学長、どういうこと？」

「あいつら、聖剣使いたちが言ったんだろう？　学府とアグウスト国を襲撃するって」

「……ん。確かに言っていた」

「そして、学府には聖剣使いが来ていて、タイキ殿に捕縛された。となると、アグウスト国にもやっぱり聖剣使いが行ってると思う。だけど、被害が出たという報告はない」

「……まだ日数が経っていませんし。そこら辺が原因では？」

　ララがそう言うが、即座にポープリは言い返す。

「彼女たちにとって、個人間の連絡は容易だし、移動も転移があるから、日数という、情報を得る時間はいらないんだよ。ユキ殿たちがローデイに向かった時が行動開始の合図だとして、すでに一週間近く。学府での聖剣使いの暗躍が、ユキ殿たちが離れてたった１日後。それを考えると不自然なんだよ」

　確かにな、その行動の速さから見て、今回の動きのなさは不思議だ。

　ポープリの発言を得て、全員で考え込む。

　うーん、俺ならどうするかというより、適当に上げていくべきだろうな。

「よし、とりあえず、思いつくことを上げていこう。自分たちの中であるなしを決めて消去するのは危険だ。自分であり得ないと思っても、誰かが他の視点で何か思いつくかもしれないし、予測の１つとして頭に入れておくのは間違いじゃないだろう」

　俺がそう言うと、全員が頷いて、ポープリが真っ先に口を開く。

「あいつらの性格上、作戦変更はないと思う。だから、作戦を変えたというより、アグウスト国を攻めるという情報が私たちを騙だますためのものかもしれない」

「ポープリ様、でも実際学府には聖剣使いが来ましたが……」

「そこまでは真実なんだよ。そうすれば、最後のアグウスト襲撃も本当だと思うだろう」

「……確かに」

「でも、その場合どこが本当の狙いか分かるか？」

　俺がそう聞くが、ポープリは肩を竦すくめる。

「申し訳ないが全然分からない。対処としては学府一帯を最優先にして情報を細かに集めるぐらいだよ」

「だな。学府一帯で何かをされると困る。ジルバ、エナーリア、ローデイには即座に向かえるから、そこら辺は問題ないか……。国交がない亜人の国とアグウストが攻められると厄介だな」

「だね。ま、アグウストは次の目的地だから除外するとして、亜人の国で行動を起こされたら動きようがない」

「その場合は真面目に魔物の森で間引きをしないと魔力が溢れるな」

　完全に後手になるから、亜人の国だけはやめて欲しいものだ。

「他には何かあるか？」

　俺がそう周りを見ると、タイキ君が口を開く。

「大穴で、また学府での暗躍」

「大穴だな」

「でも、ここの魔物たちをどうにかできれば戦力としては申し分もないですし、残る１人がどれだけ魔物を使役する余裕があるか分かりませんけど、ここで戦力補充をするって意味合いもありますから」

「なるほどな。確かに、余剰戦力が少なければ補給する手段がいる。学府に来た聖剣使いの１人は戦力補充が目的だと考えれば、戻ってこないのを失敗と考えて自ら補充しにきても不思議じゃないか」

「ま、失敗しているって情報はすでに連絡がないって時点でばれていますし、かなりお忍びで来るだろうから発見は遅れそうですけどね」

　そう言われと、学府にまた来そうだな。

　ダンジョン化を最小限にしているから、発見が遅れるか……。

　この前は運よく索敵に引っかかったけど、今度も上手くいくとは限らないか。

「そこら辺は、警備を増強するしかないな。魔物の森にスティーブたちの部下でも送り込むか」

　他に何かありそうな行動は……。

　と、リエルが何か考え込んでいるな。

　こういう時は良い発想をしてくれるんだよ。

「リエル。何かあるか？」

「うーん、僕なら、またユキさんたちを襲うかな？　仲間が自分以外全員捕まったでしょ？　しかもこの前、残りのほとんどの聖剣使いで来たってことは、それだけ僕たちを脅威と見ているんだよね？　だから、敗北した時のことは伝えてると思うんだ。私たちが敗れたなら身を隠せーとか……」

「アグウストの襲撃をやめて、俺たちを襲えか？」

「うん。ほら、僕たちを無視して騒ぎを起こしても、結局は僕たちに鎮圧されてしまう。僕たちの目的は未然に色々防ぎたいってのがあるけど、向こうの最終目的はこの新大陸に住む人たちの絶滅でしょ？　なら、僕たちを最初にやっつけないと……」

「どのみちぶつかることになるか……確かに、エナーリアでは相当レベルのグレーターデーモンでも俺たちに通じないって伝わっているから、聖剣使いが出てきたわけだが、それが敗れた今、普通に考えられるなら、身を隠すか、俺たちを倒すかになるな」

　自分で言って気が付いた。

　ああ、この手があるか。

「でも、ユキ。聖剣使いたちの戦力では、どうあがいても勝てないと思うのですが……」

　ジェシカがそう言ってくる。

　ん、気が付かなかったか？

「だな。聖剣使いたちじゃ無理だ。でも、ある一点だけは可能性がある。分かるか？」

「……なんですか？」

「モンスターをＤＰで呼び寄せる」

「「「あっ」」」

　全員が驚いた顔をする。

　なんだ、皆気が付いてなかったか。

「……そういえば、鹵ろ獲かくした聖剣には貯蔵された魔力が少なかったわね」

「はい。あのＤＰだと、せいぜいブラッドミノタウロスの群れぐらいだと思いますが。てっきり、今までの行動で使い切っていたと思いました」

　そう、この大陸は消費魔力20倍が基本。

　ＤＰも同じように20倍価格だ。

　どうやってこの価格を決めているのか？　と、ルナに尋ねたことがあるが「そこら辺は勝手に決まるようにしといた」と言いやがった。

　神様自身、どういうシステムでＤＰの価格が決まるかよく分かってないらしい。

　まったく厄介な。

「ちょっと、待ってください。となると、超強い魔物がアグウストに行く途中で強襲してくるって話になりません？」

「タイキ君。大当たり」

　自分たちが勝てないなら、もっと強い奴を呼べばいいじゃない。っていう、簡単な話。

　やられるこちらは非常に迷惑だが。

「大当たりって。どうするんです？　アグウストに行くのやめます？」

　タイキ君はすぐに対処法を言うが、即座にポープリに返される。

「それはやめて欲しい。すでに訪問すると手紙は送っているし、残りの１人が待ち構えているとも限らないし、万が一待ち構えているなら、捕縛するいいチャンスだ。……まあ、君たちに全部押し付けている私が言うのもなんだが、本当に道中のユキ殿たちを襲うなら、私たちにとってもある意味都合がいい」

「この機会を逃すと、最後の１人がどう動くか分からなくなるか」

「そうだ。ユキ殿たちを待ち構えておらず、他の行動を取っているならまだいいが。そのとんでもない魔物を呼んで、待ち構えているなら、ユキ殿たちが来ないことに業を煮やして辺りの村や町を焼き払って、挑発行為に出ないとも限らない」

「「「あー」」」

　それは嫌すぎる。

　俺たちにとっても都合が悪い。

「……となると予定通り出発するしかないか。アマンダとエオイドが心配だな。最悪、２人が死ぬかもしれない」

「それはあり得るわね。とりあえず、クロちゃんたちを前のように先行させて、偵察。敵が強ければ、私たちのみで撃退って方針でいいんじゃないかしら？　ワイバーンの代わりはドラゴン隊から引っ張って来ればいいし」

「それしかないか」

　セラリアの言う通り、前と同じく先行部隊に偵察させて、いるならそれを迎撃。

　これしかないよな。

　アマンダとエオイドは生身だし、これで死に別れとか嫌すぎるからな。

「はぁー、明日が憂鬱になってきた」

「ま、諦めなさいな。あなた以外ならこの状況、絶望的よ？」

　そう言われてもね。

　俺にとっちゃ仕事が増えるだけで、非常に面倒なんだよ。

　まあ、俺たちがやられるレベルの魔物なら即時撤退。

　でも、やれそうな魔物の場合は倒さないといけないから、それ相応の準備がいる。

　しゃーない。同じ同郷として、力を貸してもらおう。

「……タイキ君」

「はい？」

「……仮想敵を怪獣王レベルとしたらどの程度の武装がいいと思う？」

　俺がそう聞くと、タイキ君は即答する。

「逃げる」

　うん。

　それは間違っていない。

「却下だ。まずはこちらから仕掛けて、攻撃がどれだけ有効か確かめないといけないからな」

「えっー。まあ、外身が怪獣王レベルなだけで、中身がハリボテって可能性もあるのか」

「そういうこと」

「なら、戦車隊に、ヘリは無理か。ＲＰＧ携帯の歩兵中隊、迫撃砲部隊も……」

　やっぱりそのレベルの編成でいくしかないですよねー。

「……ねえ、ユキとタイキは大軍と戦争でもするつもりなの？　いえ、大軍を文字通り殲滅するレベルよ、その編成」

　セラリアや、ウィードのメンバーは今あげられた兵器の数々に目をまんまるにして驚いている。

　悪いなセラリア。

　でかいドラゴンや魔物に対して、剣と魔法で立ち向かうのはあくまで物語の中でだけだ。

　あるものは全部使う。

　そして、ウィードの戦力を知らないクリーナにサマンサ、ポープリやララは首を傾げている。

　うん。

　知らないって幸せ。

　これからしないといけない作業に目がくらみつつも、やらなきゃ終わらないので、しぶしぶ、コール画面を開いて、ウィードの現代兵器運用部隊へ招集をかける。

　無論、その責任者は俺とずっと苦楽を共にしてきた、モテないゴブリン。

　スティーブである。











第２７８掘：ファンタジー世界の変なゴブリン







ｓｉｄｅ：スティーブ



「はぁー」

　今日も日がな一日、図書室でむさい男と２人っきり。

　そして、ここは新大陸ジルバの王都。

　出会いを求めようにも、この新大陸ではゴブリンの身分は奴隷以下。消しよう耗もう品である。

　いや、ウィード以外ならどこでも同じか。

　前に、ミノちゃんの所に手伝いに行った時は、エージルとかいうマッドな美少女に解剖されそうになるし。

　なんでこう、いい出会いがないかね。

「はぁー」

　再びため息をつく。

　すると、横で同じように本を見て調べ物をしているザーギスが反応する。

「……ため息をつきたいのはこっちなのですが。本を読むのに飽きたのなら、兵の調練にでも行って来たらどうですか？」

「いやっすよ。ジルバの王様、ことあるごとに仕えないかの勧誘っすよ？　それを毎度断って、他のお偉いさんの視線が痛い痛い」

「あー、それは私もですね。魔術の研究とはいえ、簡単に魔術を教えすぎましたね。やはり、常識というのは地域で違うんでしょうね」

「だから、こうやって調べ物を手伝ってるっすよ」

「いや、調べ物に従事している理由は分かりましたが、ため息の理由になっていませんよね？　勧誘が邪魔なのは私もですし」

「あー。えっとその、あれっすよ」

「あれ？」

　くそ、これだから研究バカは。

　おいらがなんでため息ついてるかぐらい、察せっす!!

「……いい出会いがないかなーって」

　そして、少しの沈黙の後。

「ああ、またですか。くだらない」

　ザーギスはそう言って、すぐに本へ視線を戻す。

　あんまりな反応に、目が点になって絶句してしまったっすよ。

「ひっど!?　ザーギス、ここはおいらを慰なぐさめるところっすよ!!」

　しかし、何とか正気を取り戻して抗議の声を上げるおいら。

　そう、これはゴブリン虐待である。

　いや、人としてどうかと思う。

　傷心のゴブリン相手に、この態度、人の所業とは思えないっす!!

「誰が慰めますか。もはやスティーブの悲恋は日課でしょうに」

「日課扱いされたっす!?　さすがにそこまで節操なしじゃねーっすよ!?」

　何その認識!?

　引き籠りの研究職のくせしてなんで世情に詳しいんすか!?

　いや、俺が連敗を重ねているのを肯定しているわけじゃないっすよ？

「……引き籠りな研究職でもですね。ウィードの街ぐらいは出歩きますよ」

「あれ!?　心が読まれた!?」

　くっそ、ただの研究バカではなかったか、伊達に魔族でないな!!

「……非常に不愉快なことを考えているようですが。今はスティーブの話ですね」

「ん？」

「分からないって顔してますね。ウィードを出歩くなら当然、街で情報収集をしますよ。ユキがよく言っていますからね。発想とは身近なところや、自分が興味の向かないところにあったりすると。と、いうわけで、行きつけのバーで話を聞くんですよ。そこで、マスターからよく聞くんですよ。どこぞのゴブリン将軍が、また恋敗れて飲みに来たと」

「ちょっと待つっす!!　そのバーって……」

「ウィード娯楽区の４丁目、裏手通りにある……」

「ぎゃーー!!　なんであの穴場を知っているっすか!?　大将が趣味でこっそり作ったバーっすよ!?　ラッツ姐さん、エリス姐さん、ミリー姐さんに頼んで作ったバーっすよ!?」

　そのバーだが、酒場とはまったく違う。

　雰囲気を楽しむための、高級酒場？　と言ったらいいだろうか。

　当初はラッツ姐さん、エリス姐さんはこの話に難色を示していたとかなんとか。

　あ、ミリーの姐さんは最初からナールジアさんと組んで乗り気だったっす。

　そこで、大将がラッツ姐さん、エリス姐さんに頼み込んで、文字通り体を代価に、店舗を構えることができたっす。

　無論、ノウハウはないので、ネットで調べただけの知識でカクテルとか作ったっす。

　でも、やっぱりもともとの文明差が大きいんで、あっさり知る人ぞ知る、高級酒場「スノウバー」として穴場になったっす。

　スノウは大将のユキを英語読みしただけっす。安直っすよね？

　で、それをなんでこのヒッキーが知っているかってことっす!!

　その事実を確かめるため、ヒッキーことザーギスを睨むのだが……。

「いや、ユキから直接感想が欲しいと言われて、教えてもらいましたから」

「くっそー!!」

　ですよねー!!

　おいらだけなわけないっすよね!?

　姐さんたちだって来てるのに、ザーギスに黙っている理由はないっすもんね!!

　そして、不意に思ったのだ。

　そういえば、この研究バカもおいらと同じでないか？

　モテない同志のはずだ。

「聞いていいっすか？」

　ここは、率直に尋ねるべきだろう。

　ザーギスに浮ついた噂など聞いたことがない。

　つまり、ほぼ完璧に、この男はモテないのだ!!

「……何ですか？」

　少し疑う視線がおいらを貫く。

　しかし、自分が独り身なことを耐えている者の視線と思えば、なんというか、親しみを持てるっす。

「ザーギスは独り身っすよね？」

　おいらがそう言うと、ザーギスは少し泣きそうになる。

　ああ、やっぱり同志だったっすね？

「……ええ、独り身で間違いないです」

「じゃあ!!」

　俺が友よ!!　と言いかけて、ザーギスの言葉は続く……。

「バツ２です」

「は？」

　おいらの言語理解能力を超えてしまった。

　バツ２？

　……ああ、罰２。

　セカンド。

　つまり、２回怒られたと。

　そら、四天王（笑）で失敗ばかりだから、リリアーナ魔王さんから色々厳罰が下ってもおかしくないっすね。

　勝手に妖精の里を潰したし、挙句おいらたちに捕まったし。

　それは大変だったっすね。

　おいらもよくセラリアの姐さんとか、エリスの姐さんに怒られるっすよ。

　セラリアの姐さんは剣での試合でもっと本気になれとか言うし。

　おいらのバトルスタイルはガン＆ソード。

　つまりスタイリッシュな戦闘方法なんすが、セラリアの姐さんはガチガチな異世界ファンタジーを地で行くので、剣オンリーの試合を望むっす。

　セラリア姐さんは剣一筋だけあってか、剣の腕前はウィード随一と言っていいっす。

　おいらの剣は所詮、銃と組み合わせるのが前提の使い方なんで、ちょいと及ばないっす。

　というわけで、そもそも剣オンリーの試合自体が公平とは言いがたく、姐さん本人はおいらのフルスペックを知っているので、おいらが負けると本気を出していないと怒るっす。

　ま、セラリアの姐さんも最近は銃器の有用性を理解して、使い方を覚え始めていますけど。

　原因は無論、大将が手取り、足取り、腰取りで教えたから。

　ちくしょー!!

　次に、エリスの姐さん。

　エリスの姐さんにどう怒られるのか？

　これは旅館や一般の前ではまず見られないっすが、仕事モードのエリス姐さんは別物っす。

　会計の鬼。

　ウィード全体の予算を握っている部署のトップ。

　別名、ウィードのＬＡＳＴＢＯＳＳ。

　分かりやすく言うならば、ラスボス。

　ウィードの女王、セラリアの姐さんですらエリスの姐さんには頭が上がらない。

　予算の、お金の使い道を文字通り一銭まで記入して、提出し、認可を貰わなければいけないっす。

　当然、ウィードの住人の血税なんですから、これぐらい当たり前なんすが……実際予算を組んで、必死こいて作った書類をダメ出しされて、やり直しと言われるあの苦痛。

　一切の遠慮なし。

　お金に強いラッツの姐さんとかは一発で書類通ってるみたいっすけど、他の人は結構何度も作り直しっす。

　ミリーの姐さんや、トーリの姐さんも泣きついてたっす。

　まあ、この２人は色々部下が多いので、作り直しも簡単なんすが。

　で、例外は大将。

　いつも思い付きで色々イベントやるんすが、この予算はエリスの姐さんが組んでくれるっす。

　やっぱり、世の中愛情が優先されるっすね。

　……そうか、愛が世界の歪みっすね。

「……スティーブ？　聞いていますか？　私はバツ２です」

「はっ!?」

　罰と聞いて、色々思い出してたっす。

　しかし、今はザーギスを慰めなければ。

　そう思って、口を開こうと……。

「意外かもしれませんが、すでに２回結婚して、２回別れています」

「はい？」

　バツって罰じゃなくて、離婚のバツ？

　このザーギスが？

　研究に没頭する、改造魔物を作り上げるマッドな変態が？

「うっそだー。お前みたいな変態が結婚できるわけないっす」

　思わず本音が口から出てしまう。

「……スティーブからそう言われるのは心外の極みですが。まあ、そう言いたくなるのも分からないでもありません。でも、事実です」

「なん……だと」

　このザーギスがすでに別れているとはいえ、結婚していただと!?

　いや、落ち着け。落ち着くんだ。

　これは高度な心理戦だ。

　おいらを動揺させて……何をするつもりっすか？

「ま、でも、愛があったのか？　そう聞かれると、私はちょっと困りますね」

「どういうことっすか？」

「そうですね。私の四天王の地位に対して、縁を組みたかったというべきでしょうか」

「……ああ」

　それはそれで嫌っすね。

　権力や立場のための婚姻っすか。

「一応、女性側からの申し出でしてね。研究の足枷になると分かっていたのですが……」

「受けたんすか？」

「ええ。私が断れば、その女性たち、一応それなりのお偉いの出ですが、役に立たない女はいらないですからね。まったく、２度とも夜中に来られて、そのまま押し返しても傷物扱いされて、私の評判が落ちて、女性たちは家に居場所がなくなる」

「うわぁ……」

　そんな結婚、嫌すぎるっす。

　おいらが望むのは、大将みたいな、笑顔が絶えないアットホームな家庭っす。

「ま、幸いなのは２人とも、信頼の置ける恋人がいたということですね」

「恋人っすか？」

「ええ。ですから、一度私の妻として迎え入れてから、別れるという形を取れたのですが。そうすれば、彼女たちに非はないですからね。私の責任ということになるわけです」

「……それで別れた奥さんたちは？」

「無事に、その恋人たちとよりを戻したというか、望んでいた結果になっていますよ。表の部分だけしか知らない真黒なんかは、私のことを毛嫌いしていますけどね」

「あー、真黒さんがザーギスを嫌な目で見てた理由はそこっすね」

「ええ。とまあ、私はそういうことがあって、恋人や結婚にあんまり興味がないんですよ。スティーブにとっては贅沢な話でしょうが」

「……なんつーか、悪かったっす」

「いえ。私が言うのもなんですが、焦あせらなくてもきっといい人が見つかりますよ。焦ると、私が相手にしたような権力狙いの輩を身内に抱え込むことになりますから」

「忠告感謝するっす」

　ああ、そう言えば、大将の結婚も権力狙いってわけじゃないっすけど、大将の能力目当てや、制限を目的に送り込まれてきた人も多いっすからね。

　そういう面倒を、全部なんとかしているんすよね。大将は。

　ピー、ピー……。

　そんな会話をしていると、コールで呼び出しがかかる。

「と、すいません。呼び出しっす」

「何かあったんですかね？　私に連絡は来ていませんが」

「さあ？　おいらだけっすし、そこまで大事じゃないっすよ。どうせ、色々と都合のいいゴブリン部隊を送ってくれとかじゃないっすか？」

「……それは、ご苦労さまです」

　で、コール相手は大将。

　やっぱり、便利屋の増援ってところっすかね？

「もしもし？」

『お、スティーブ。ちょっと問題が起こった』

　ほら、やっぱり。

「で、またゴブリン部隊を送れって話っすか？　ウィードの方に残りがまだいるっすから、出撃の書類と予算はそっちで組んで……」

　でも、その言葉は最後まで言えなかった。

　だって……。

『現在、すぐに使用可能な陸戦兵器はどれだけある？』

「は？」

　今日は、本当によく言語理解に障害が出る日だ。

　なんか、大将から現代兵器の質問があった気がした。

『だから、陸戦兵器だ。無論、現代兵器メインでな』

「ちょっ、ど、ど、どういうことっすか!?」

　意味が分からないっす!?

　地球の現代兵器、陸戦兵器だけと言っても、この世界には過剰戦力っすよ!?

　その使用可能を聞くってことは……。

『どういうことって、ウィードの陸戦戦力を集める事態になってるんだよ。ま、すぐに聞いて分かる内容じゃないから、確認とってくれ。現代兵器管理はお前の直ちよつ轄かつだろ？』

「ええ、まあ。で、その事態って？」

『それは、後でウィードの会議室で説明する。一時間後に来てくれ』

「了解っす」

　そしてコールが終わる。

「……もの凄く物騒な話が聞こえましたね」

「聞き間違いじゃないっすよ」

「ウィードの現代兵器を投入の事態ですか……」

「とりあえず、使用可能な兵器の確認を取ってくるっす」

　おいらがそう言って席を立つと、ザーギスも一緒に席を立つ。

「手伝いましょう。私も兵器の研究をしていますし、足手まといにはならないはずです。最悪、使用不可の兵器も動かす必要性もありそうですからね」

「……助かるっす」

　さっきまでの、のんびりな空気は消えていたっす。

　お互い、兵器の使用確認と聞いて、顔がこわばっているっす。

　今まで一度となく、戦闘運用をしなかった兵器群を、投入する事態なんすから。

「とりあえず、現代兵器運用部隊の招集をかけるっすから、ザーギスは兵器保管庫へ行って、使用可能な兵器の確認をお願いするっす。こっちからも連絡は先に入れときますから。場所は分かりますよね？」

「分かります。では、先に失礼します」

　そう言ってザーギスは先にウィードへ転移をする。

『もしもし、なんですか隊長？』

　コールの向こう側でのんびりしているブリットが映る。

　ゴブリン隊のナンバー２。

　こいつも現代兵器を運用できる貴重な戦力である。

「現代兵器運用部隊、全員招集をかけてくれっす。集まったら、使用可能な兵器の確認を急ぐっす。使用可能な全部の兵器の確認っすよ？　先にザーギスも行っているけど、確認はしっかりするっす」

『へ？　ちょ、ちょっと!?　マジですかそれ!?』

「冗談じゃないっす。大将から招集があったっす。ミスト将軍には適当に言い訳しといてくれっす」

『……了解。直ちに招集をかけ、武器の確認を行います』

　あとは……ミノちゃんは抜くのはまずいが、エナーリアで将軍としてお偉方と接待の日々だし、ならジョンの奴だな。

『……んー。どうしたお前から連絡とか？　またふられたか？　そんな時はキュウリ喰え』

「キュウリ喰って、心が癒いやされるわけねーっす。どっかの野菜豚じゃねーんだし」

『お、ケンカを売りにきたか？』

「いや、冗談はここまでっす。現代兵器運用部隊へ全員に招集がかかったっす。使用可能な全兵器の確認を頼まれたっす」

『……了解。直ちにウィードに戻る。事情は？』

「まだっす。１時間後、情報を揃えてからってことになってるっす。とりあえずジョンは部隊の統括を頼むっす。ザーギス、ブリットが使用可能な兵器の確認を取っているっすから」

『分かった。フォローに回る』

　さすが、付き合いが長いだけあって、すぐに行動してくれる。

　さて、おいらはパソコンから弾薬量の確認をしないといけないっすね。

　ああ、１時間でどうにかなるかな？

　さて、そこからはもうただひたすらに仕事に没頭するのみ。

　冗談抜きで、武器の確認を怠おこたることは、自分の生死に直結するっすからね。

　ここは、いつもは抜けているゴブリン隊も真面目にやるっす。

「隊長。乗車兵器の報告書です」

「こっちは携帯火器の報告書になります」

「部隊員に欠員なし。現在待機中だ」

　そう言われて、３人から情報を受け取る。

　まず、ブリットが行った乗車兵器の確認。

「……Ｍ１エイブラムスは３台整備中っすか」

「はい。この前の演習のあと大規模整備中です」

「うーん。ま、仕方ないっすね。砦攻略の時に姐さんたちに正式に認めてもらって、予算を組んで、配備を増やしたっすけど整備が追い付かないっすね」

「ですね。代わりに装甲車は全車使用可能です」

「そいつはよかったっす。といってもＭ20っすからね。二次大戦のおもちゃが動いても……」

「それは、一応コスト面もありますし。輸送が主な目的でしたから」

「12・７mm弾は、ドラゴンクラスだと豆鉄砲っすからね」

「そこは携帯火器で補うしかないかと」

　ブリットにそう言われて、携帯火器の方へ視線を送る。

「……特に問題のある携帯火器はないっすね。整備中も許容範囲と」

「ですね。問題は武器弾薬がどれぐらいあるかですね」

「そっちは問題ないっすよ。予算が増えたから、弾薬も増えているっす。ま、一度の任務で使い切れる量じゃないから、給弾がいるとして、別働で輸送隊を作らないといけないっすね」

「個人のアイテムボックスに入れればいいのでは？　みんなできるでしょう？」

「ああ、ザーギスは知らないっすよね。現代兵器運用部隊では必要最低限の武器弾薬しか持ち歩かないっす。ま、多少アイテムボックスには放り込むっすけど」

「なぜですか？」

「鹵獲を恐れてっす。おいらたちが戦死した際は、武器弾薬を回収して、出撃に書類に照らし合わせて、武器の返還を行い、損失や盗難がないか調べるっす。そうしないと、この世界に銃器がバラまかれるっすからね」

「……なるほど。たんまり持っていけるのは、それはそれで問題なわけですか」

「そういうことっす。で、ジョン。部隊員の士気や体調は？」

「特に問題はない。平常通りだ。普通に任務に従事できる」

「そいつはよかった。さて、大将に報告に行くっす……そうっすね。ブリットは部下たちのまとめを、おいらとジョンは大将の所で作戦の詳細を聞くっす。ザーギスはどうするっすか？」

「私も行きますよ。違う視点も要るでしょうし」

　さて、報告を聞く限りは、普通に問題はないっす。

　でも、大将が全員招集かけるってことはそれだけ厄介な出来事ってことっすよね。

　そして、大将と合流して、報告書を提出したっす。

　大将はすかさず書類に目を通して確認を取ってくる。

「よし。この書類通りで間違いないな？」

「ないっす」

「なら、出撃ゲートに防衛に使っている以外の兵器を集めて、待機。あ、武器弾薬はいつもの通り少し多いぐらいでな」

「了解。で、何があったか聞いていいっすか？」

「ああ。簡単に言うとな……」

　そして大将が今回の招集のいきさつを話してくれる。

「アンノウンですか」

「そういうこと。どんな敵が出てくるか分からんから、陸戦兵器で固めた。まあ、空戦兵器は俺たちが生身で飛んで撃つ方が効率いいからな」

「ま、そうっすね。ドラゴン隊は下手すると的になるっすから」

「ああ。陸戦の場合は俺のダンジョンマスターのスキルで一気に障害物を取っ払って、撃ち合いに最適な状況を整える。空戦だと地形関係ないからな……」

「そういう意味でも陸戦ってことっすね」

「ま、何もなければそれはそれでありがたいんだけどな」

「聞いた話からすれば、何もないのもそれはそれで問題っすね」

「まあな。でも、このパターンだと怪獣王クラスが出てもおかしくないからな」

「……陸自に任せません？」

「いねーよ。しかも怪獣王と交戦経験がある陸自はまた別の陸自だしな」

　映像の中の陸自っすよね。

「小型の強力なタイプって可能性もあるからな。そっちも考慮に入れてくれ」

「了解。そっちはそっちで厄介っすね」

「とりあえず。明朝、予定通りアマンダとエオイドを連れて……いや、竜騎士アマンダの力を借りてクリーナの国に行く予定だ。それまでに準備を完了してくれ」

「分かりました。って、あの２人を巻き込むんすか？」

「建前上巻き込まないといけないんだよ。ま、やばかったら真っ先に逃がすから。あの２人の退避後、出撃って感じだな」

「ありゃ。あの２人をウィードに逃げ込ませる気っすか？」

「まあ、出撃ゲートだけだしな。その後、すぐに学府に戻すつもりだし」

「なるほど。じゃ、準備に取り掛かるっす」

「おう。任せた」

　そうして、おいらたちは大将と別れて準備に取り掛かる。

「しかし、本当に怪獣王みたいなのがいれば勝ち目はなさそうですけどね」

「ま、そん時はそん時だ」

「そうっすね。その時はできるだけ情報を集めて、生き残るっす」

「……２人とも思ったより落ち着いていますね」

「「そりゃ、大将とは付き合い長いから」」

　なんだかんだ言っても、大将だから信頼できるっすよ。

　さて、怪獣退治をする初めてのゴブリンになりますかね。

　あー、剣と魔法の世界でおいら何やってるんだろう。











第２７９掘：ｕｎｋｎｏｗｎ







ｓｉｄｅ：ユキ



　現在の時刻は深夜３時。

　くそ、眠い。

　いつもよりかなり早い起床だ。

　俺は新聞配達員かよ。

　一応、寝た方がいいと思って早めに寝たけど、この時間に起きるとかえってつらい気がする。

　でも、嫁さんたちは寝ないとって心配するし。

　どうするのが良いんだろうな。

　ま、こんなことはそうそう起こるわけないし。

　仕方ないと、諦めるしかないかね。

「ジェシカ。起きろ」

「ん」

　俺は横で寝ているジェシカを揺さぶり起こす。

　今回の夜明け前の護衛はこの横で寝ているジェシカなのだ。

　４人の護衛嫁さんの中で唯一、軍経験がある嫁さんだからな。

　こういう夜間行動も経験があるとのことで、今回一緒にいてもらう。

　深夜から朝までの護衛をしてもらって、残りの３人とバトンタッチという手筈だ。

　３人は自室でしっかり休んでいるはずだ。

「あ、ユキ。もうそんな時間ですか」

「ああ」

　ジェシカは眠そうだが、しっかり返事をする。

　まあ、寝ていたので浴衣が乱れて、大きい胸が丸見えだが。

　まったく、ルルアといい、サマンサといい、このジェシカといい。

　なんで、重力に逆らって良い形を保っているんだか。

　で、そんなふうに胸を凝視しているのにジェシカが気が付いたのか、胸を両手で押し上げ俺に突き出す。

「しますか？」

「いや。今日はいい」

「……そうですか」

　なぜか、悲しそうにする。

　いや、仕方ないじゃん。

　これからかなりハードな内容だし。

　普通なら、ジェシカと一緒の日はその、大きな胸でしてもらって起きるのが当たり前になっているんだけど……。

「ま、今日の仕事が終わったら。そのあと存分にしよう」

「はい。頑張りましょう!!」

　あ、そう。

　これで元気になるのね。

　俺は、仕事が終わっても干からびる運命らしい。

　嫌いじゃないんだけど、むしろ好きなんだけど、けど、なんで嫁さんたちはツヤツヤになるんですか？

　俺だけ干からびるって不公平じゃね？

　あ、嫁さんたちを抱き枕にしてるから諦めろってことですかね？

　ジェシカとか、おっぱい揉み放題にしてくれるし。

　そんなことを考えつつ、いそいそと着替えて、寝静まる廊下へ出る。

「……静かですね。みんなまだ寝ているのですね」

「そうだろうな。俺たちが消耗する分、他の皆が英気を養っているってことだよ」

「あ、いえ。そう言うことではなく、なんというか、不思議な雰囲気です。いつもそれなりに賑やかなはずなのに、この時間はとても静かで」

　ああ、納得。

　こういう、夜の世界ってのはいつもと違う印象を受けるものだ。

「その気持ちは分かる。けど、堪能するのはまたの機会にして、今は皆を起こさないよう静かに出よう」

「はい」

　そう言って、静かに廊下を抜け玄関に出ると……。

「行ってらっしゃいませ。旦那様、ジェシカ様」

「あう」

　キルエが玄関で、シャエルと一緒に立っていた。

「起こしちゃったか？」

　思わずそう聞いてしまう。

　が、キルエはすぐに首を横に振る。

「いいえ。シャエルの夜泣きが落ち着いて、少し夜のお散歩をしてたところです。丁度、旦那様とジェシカ様が出られる時間だったのでお待ちしていました」

「そうか。ありがとう。キルエ、シャエル、行ってくるよ」

「ありがとうございます。キルエさん、シャエル。ママはちゃんと戻ってきますからね」

「う？　あー、あー」

　頭を撫でるジェシカに、シャエルも答えるように手を伸ばして抱っこを要求する。

　が、俺たちは出ていかないといけないので、抱っこはできない。

　ジェシカは名残惜しそうに、シャエルの抱っこをしないで、そのまま玄関の外に出る。

　でも、シャエルは抱っこを無視され不機嫌になり、涙をぽろぽろ流し、声を上げる。

「うー!!　うー!!」

「はいはい、シャエル。ジェシカママはお仕事なのです。いい子ですから我慢しましょうね。こちらは大丈夫ですので、頑張ってください」

「シャエルを頼むよ」

「……お、お願いします」

　そう言って旅館を離れるのだが、なんかジェシカが返事に詰まってなかったか？

　で、横のジェシカを見ると泣いていた。

「ううっ、子供が私を求めているのに、置いていかないといけないなんて……。ごめんね。シャエル。ママはちゃんと戻ってくるから」

　うーん。

　ジェシカも嫁さんになってからかなり丸くなったよな。

　他の嫁さんたちが子供を産んでからは、さらに優しくなったというか、母性が全開で出ているというか。

　と、旅館はある程度離れたし、指輪転移でさっさと移動するか。

「お、来たっすね」

　俺が軍部の指令室に到着するとすでにスティーブがいて、色々やっているようだ。

　とりあえず、俺とジェシカは席に着く。

「コーヒーでいいっすか？」

「ああ、ブラックで」

「私も同じでお願いします」

「了解」

　スティーブが俺たちのリクエストを聞いて、そのまま近くにあるサーバーに近づいてコーヒーを出す。

　で、そのコーヒーを前に置かれて、口に含む。

　苦。

　こういう時は眠気を吹き飛ばす苦いブラックと決まっている。

　熱いのも相乗効果で眠気を吹き飛ばす。

「寝起きは、やっぱ苦いブラックに限るっすね」

　スティーブも同じように苦そうにブラックを飲んでいる。

　無論、横のジェシカもだ。

「で、先行部隊の調査はどうだ？」

　俺はコーヒーを飲むのをやめて、スティーブに本題を聞く。

　スティーブも俺と話をするためにコーヒーを下ろすが、首を横に振る。

「見つからないっすね。昨日の兵器調査が終わった後、偵察ということで動物たちを放ちましたけど、それらしいのはまったく」

「鳥の方はどうだ？」

「夕方からでしたから、すぐ日が落ちてまったく使えず。フクロウのみが偵察に出ていますが、まあ範囲が狭いっすから」

　鳥目っていう言葉があるぐらいだからな。

　ま、鳥にも夜行性の種類もたくさんいるのだが、一般的には鳥は夜大人しくしているから、目が見えないという揶揄なんだけど。

　あ、ちなみにアスリンの十魔獣とかを先行させないのは、敵に感づかれないため。

　最後の聖剣使いだから、色々と過敏になっている可能性がある。

　下手に刺激して、奥の手の魔物に暴れられたら被害が甚大になる。

　なので、刺激しないように、動物たちでの調査を行っているのである。

「どれくらいの範囲を調査できたのですか？」

「うーん。上空はおよそ半分ってところで、陸路は２割って感じっすね。ま、上空もパッと見ですから、正確とは言えないっすけどね。ルート上だけなら簡単なんすけど、こういうのは距離を置いて伏兵するのが基本っすから。調べる範囲が大きいんすよね」

「……そうですか。確かに、私たちの進路だけを調べればいいわけでもないですからね」

　２人の言う通り、ルートだけの確認なら簡単にいくのだが、相手はこちらを狙って隠れている可能性が高い。

　しかも、こっちがワイバーンで来ると知っているから、空を見ているだけで監視になる。

　陸路をしっかり監視する必要もないのだ。

　だから、ルートの近くに敵がいるという都合のいい状況にはなりそうない。

「……たく。とんだ現代戦だな」

「まったくっすね」

「……？　どういうことでしょうか？」

　ジェシカが不思議そうに聞いてくる。

　ん？　ああ、ジェシカは現代戦という概念を知らないからな。

「ジェシカ、現代戦って言って分かるか？」

「いえ、分からないから聞いているのですが……。えーと、おそらくあの超火力を使った戦い方のことでしょうか？」

「ああ。当たり。さすがそのあたりは軍人だな」

「いえ。で、何がとんだ現代戦になるのでしょうか？」

「まず、とんだってのは皮肉だ。相手が俺たちと同等になりそうだから、一方的な戦闘ではなく、文字通り現代戦をやっているから２人で皮肉を言ったんだよ。とんだ現代戦ってな。ああ、この場合のとんだは意外な、とか思いの外って意味な」

「どういうことでしょうか？　今まで兵器を運用した際も現代戦ではなかったのですか？」

「いや、まったく違う。今までのは試運転だな。相手の情報を一方的に引っ張り出し、こっちの奥の手は隠して、相手はこちらを傷つける手段すらなかった。だから試運転。でも、今回は互いにある程度情報を握って、下手すると一撃でお互いを仕留められる可能性がある。そして、今も攻防中だ。いや、今こそ戦争中というべきか」

「今がですか？」

「そう、今こそ戦争中だ。情報の優位が絶対な世界だ。軍隊を率いてぶつかってみるまで分からないといった、ジェシカの知る戦いとはまったく違う。お互いに自分たちの位置を確認できていない。今まではあっさり見つけて、先制攻撃の超火力で霧散してたけど、今回は相手も隠れている」

　ジェシカはいまいち分からないといった顔をしているので、時間もあるし、少し説明をしておこう。

　ジェシカはクリーナやサマンサたちより長いとはいえ、ウィードに来てから一年も過ごしてはいない。

　今まで、ウィードの常識を学ぶために必死に勉強させてきたが、こっちの戦闘概念は未だ教えていない。

　ま、この現代戦の概念を知っているのは嫁さんたちとスティーブの現代兵器運用部隊ぐらいだが。

　いや、詰め込んだらジェシカですら爆発しそうだからな。

　トーリやリエル、カヤは頭から煙吹いてたし。

　エリスやラッツ、ミリーと言った賢人嫁さんたちも頭を抱えていた。

　あまりの内容の酷さに。

　ちなみにセラリアは一軍のトップなだけあって、すぐに理解を示したが、俺たちの現代戦の無情に震えていたぐらいだ。

「いいか。現代戦というのは主に、二種類に分類される」

「二種類、ですか？」

「ああ。まずは電撃戦。敵の弱点。そうだな、軍拠点や首都をピンポイントで攻撃して無力化し一気に制圧する」

「そんなのは無理では？　確かに、戦車などの兵器は攻撃範囲は広いですが、そこまで……」

「それが無理でもない。ドラゴンなんかの空を飛ぶ手段を使えばいい。俺たちの世界は戦車すら載せて空を運搬できる機械が存在する。無論、空中から直接攻撃も可能だ。兵器だからな。それを量産した航空戦力というのが存在する。そこを踏まえると、用意できないと楽観視はできないな」

「なるほど、一気に敵を急襲できるのですね」

「ま、そんなことしなくても。ポチッとボタンを押せば指定の場所まで飛んで行って爆発する兵器も存在するけどな」

「……それは」

　俺から無情な兵器を聞いて青ざめる。

　分かる人は分かるだろう。

　大陸弾道弾である。

　もはや、現代戦で軍と軍がぶつかり合うというのは稀だ。

　いかに情報を集め、不意を突き、一気に殲滅するかが大事になっている。

　だから、ステルスなどのレーダーに感知されない兵器が開発されているのだ。

「もう一つは、その後の市街地制圧戦での不正規戦だな。別名不正規戦争。すでに国や政府の機能は停止しているから、無論、軍も動けない。ま、すでに敵に奥深くまで入り込まれているし、負けが決定している状態だ。この状態で市民を巻き込んだ戦闘を行うことだ」

「そんなっ!?」

　ジェシカは信じられないと声を上げる。

「ま、これはテロ活動とかも該当するんだが、今はいいか。ジェシカの言う通り、市民を巻き込むなんて言語道断ではあるが、攻め込まれた方は、なんとしても敵を追い返したい。だから、自分たちがよく知る地理を盾にとって、入り込んだ敵を殲滅するんだ。理には適っているだろ？」

「……確かに。制圧軍さえ退ければ持ち直すことは可能ですが……。それでも、市民を盾にするなんて」

「エナーリアで、スィーアたちが起こした魔物騒ぎもある意味テロ活動、不正規戦争だ。有用性はジェシカが一番理解してるだろう」

「……はい。だから、『とんだ現代戦』なのですね。相手をいかに早く見つけ出せるかという」

「ああ。今はまさに情報戦の真っ最中ってわけだ」

　これで相手がスナイパーライフルやＲＰＧ持ちだったら、俺は絶対行かないけどな。

　どう考えても、森の中は狙撃手だらけになるだろうし。

　幸い、俺たちにダメージを通せるのは、聖剣使いが呼び出す「何か」しかあり得ない。

　聖剣使いの攻撃はワイちゃんが防げることを証明済み。

　防ぐべきは、そのアンノウンからの攻撃一点。

　否、攻撃される前に、先手で殲滅する。

「早く見つかるといいですね」

「だな。まあ、見つからない時は、俺たちが囮になって引っ張り出す作戦になるんだが……」

　さすがにそれは嫌なので、なんとか先に見つけてもらいたいものだ。

　敵の射程すら分からないからな。

　いや、敵の姿形すら不明だし。

「ま、ジェシカ姐さんの心配はもっともっすけど。おそらく日が昇ってからが勝負っすね」

「日が昇ってからですか？」

「ええ。日が昇れば、敵さんも監視のために動かざるを得ません。無論最小限に動きは留めるでしょうけど。おいらたち、大将たちがワイバーンで来ることは知っているっす。必ず動きがあるはずっす」

　ま、概おおむね予想通りだな。

　今のうちに、確認を済ませるか。

「で、スティーブ。部隊の準備はどうだ？」

「ういっす。すでに準備は完了。夜勤の部隊以外はすでに就寝していますが、いざという時はいつでも全員出撃可能です」

「特に問題はないな？」

「ありません。今できる万全の態勢です」

「連絡手段、無線機の電波、魔力、両方の準備はできているな？」

「そっちも問題ありません」

「無線機の電波？　魔力？　コールではダメなのですか？」

　ジェシカが無線機での連絡に疑問を挟む。

「ああ。コールでの連絡はあくまでも選別した代表とだけだからな。あと、スキル封じ、魔力封じ、電波障害に対応できるようにだ。コールだけだとスキル封じの場所だと使えなくなる。連絡手段が１つだけでそれを封じられると連絡不能という事態を避けるためだな」

「そういうことですか」

「ま、無論。その全部の連絡手段を潰されても、行動できるように訓練はしているが」

「前線でお互いの連絡手段を奪うのは常套手段っすからね。現場でちゃんと活動できるようにしているっすよ」

「確かに、敵の伝令を捕縛あるいは殺害するのは大事です……しかし、こうやって聞くと本当にユキの世界は、その、凄いのですね。戦争も……」

　少し、申し訳なさそうにそう言う。

「凄いといっても、結局は戦争だしな。ない方がいいに決まってる。ま、これでも現代戦は人の被害を最小限にしようってのは根底にはあるけどな。ピンポイントに敵の中枢部を狙うのもそのためだ」

「ええ。それができれば、戦線は拡大しないですから、一般人の被害は少ないでしょう。でも、なんというか、無情ですよね」

「ま、ジェシカの気持ちも分からないでもないけど、意地や誇りのために何万人もの兵士や、周りの人を巻き込んだ戦争をするのはな……。こっちだと、敵国の村や街は結構酷い扱いだろう？　というか、防衛戦に一般人を当然巻き込むだろう？」

「……はい。その通りです。落とした村や街の人々は普通に搾さく取しゆされ、防衛戦には男手はもちろん、女や子供も投入することもあります」

「こっちは不正規戦争以外、一般人を巻き込むことはないからな。邪魔になるから退去だ。というか、敵の国も一般人に手を出すと、世界情勢的に手痛いしっぺ返しを食らうから、絶対しない」

　ジェシカの言う搾取は、そうしないと軍を維持できないからなんだけどな。

　ストレス発散や、物資の補給。

　この文明レベルだと、補給とかはその場でするのが基本だし。

　だから、不穏分子は殺してしまった方が楽だし、一時的な統制をとるには一番手っ取り早い。

　ま、そうは言ってもこっちも、二次大戦は大量虐殺とかあったけどな。

　今ではそんなことは認められないというか、やれば世界が敵になるわ。

「……まだまだ未熟なのですね。私たちの世界は」

「これから頑張っていけばいいさ。まずは目の前の障害を排除だ」

「はい」

　しょんぼりしているジェシカを励ます。

　いつもキリッとしているから、こういう顔も悪くはないが、大事な嫁さんだから。

　うん。

　返事を返してくれたジェシカはいつもの凛り々りしい騎士さんだ。

　綺麗で、可愛い。文句なし。

「で、いつまで見つめ合うつもりっすか？」

　スティーブは、お互い見つめあう俺とジェシカにそう水を差す。

　ジェシカはとっさに離れようとするが、特に離れる理由もないので、そのまま抱きすくめる。

「きゃっ」

「遠慮必要なし。夫婦だし」

　大人しくなったジェシカをそのまま、膝の上に持ってきて、ホールドする。

　うんうん。おっぱいの感触もあって満足。

「あー、そうっすか。そーですよね。夫婦っすよねー。ちくしょう……」

「そう拗ねるな。お前だってエージルといい感じになれそうじゃないか？」

「おいらがバラバラにされそうっすけどね!!」

「愛ってのはどこから始まるか分からん。バラバラにされて始まる愛もあるかもしれない」

「どこかの殺人鬼と吸血鬼みたいな出会いはいらないっす」

「あの話、俺は好きだけどなー」

「おいらも好きっすけど、実体験は勘弁っす」

「そりゃそうだ。あ、それで思い出した。木を隠すなら森の中っていうし、擬態してる可能性がある。だから、そうだなー、足元、地面をよく観察すれば、敵さんの呼んでいる魔物が分かるかもしれない。大きければな」

「あ、なるほど。大きいのはそうするしか隠しようがないっすよね。上空から見つからなかったから、てっきり小型なタイプと思ってたっすよ」

「それか、俺たちが来た瞬間に呼び出すって可能性もあるけどな」

「それが一番厄介っすね。ま、とりあえず、擬態を見破る方向性で探してみるっすよ。そろそろ夜明けっすから」

　そう言われて時計を見れば、時間は４時半を過ぎた頃。

　スティーブの言う通り夜明けだな。

　動物たちから届く視界映像のモニターも徐々に明るくなっていく。

　そして、しばらくして……。

「大将!!　聖剣使いの呼び出した魔物と思しきモノを発見!!」

「モニターに回せ!!」

　すると、鳥の視界なのか上空から映像が見える。

　そこには森の中に、ぽつんと岩山がある。

「あの岩山の近くか？」

「違うっす!!　地上の視界も見るっす!!」

　そして、地上の視界に切り替わると、岩山に押しつぶされたと思える木が岩と地面の間で横たわっている。

「……おい、まさか!?」

「そうっす!!　あの岩山が敵っす!!　……聖剣使いも発見!!　岩山の中腹あたりっす!!」

「マジか!?　あの岩山のサイズは!!」

「……およそ標高30ｍ!!　横に１２０ｍ!!」

「……うそ」

　ジェシカも驚いてモニターを凝視している。

　すると、その岩山がのそっと、顔を上げるような仕草で浮かび上がる。

「種族、おそらくドラゴン!!　地龍系と思うっす!!　っていうか……」

　スティーブがいったん息を吸い込み、俺もそれに合わせるように叫ぶ。

「「怪獣だーーーー!?」」

　やっべ、陸自の出番ですよ？

　いや、怪獣王サイズではないからマシか？

　いや、二足じゃなくて、四足だからサイズ的に差はないか？

　……とりあえず、まずい。

「緊急招集をかけろ!!　タイキ君は優先で連れてこい!!　簀巻きにしてでも引っ張ってこい!!」











第２８０掘：怪獣の名前







ｓｉｄｅ：ユキ



　現在の時刻５時40分。

　目標の発見からおよそ40分。

　今、庁舎の会議室には、嫁さんたちとナールジアさん、ピース、急遽連れてきたポープリとララ、そしてタイキ君たちが集まっている。

　あ、聖剣使いたちは無論牢屋です。

　五月蠅うるさいだけだしね。

「えっ!?　ピ、ピースじゃないか!?」

「お久しぶりです。ポープリ。相変わらずちっさいですね」

「ちっさい言うな!!　って、そんなことはどうでもよくないが、後でいい。なんでここにいるんだい!?」

「えーと、ポープリ様。そちらの騎士様はお知り合いでしょうか？」

「いや、ララ。知り合いも何も……」

「初めまして、前任のダンジョンマスターから呼び出され、守護をしていたピース・ガードワールドといいます」
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「ええっ!?　ちょっと待ってください!!　守護ってことは、ピースさんは……」

「魔物だよ。デュラハン系だ。そして、あの大戦での魔王だよ」

「ま、魔王!?」

「そんなこともありましたね。盗人たちとの戦いに敗れ、そのまま地下で魔力が回復するまで眠っていたのですよ。文字通り土をかぶって地面の下で」

「……盗人か。君にとって彼女たちはそんなものか」

「ええ。ただの盗人です。恩人から、主から、願いの果てに作り上げた武器を奪い、主を切り殺した……盗人としか言いようがありません」

「……そうだね。話し合いとか、あってもよかったと思うけど。彼女たちはその道を選んだ。私はそれを止められなかった」

「いえ、ポープリが関わっていないことは存じていました。ですから、彼女たちを追ったのです」

「……ピースの配慮に感謝するよ。おかげで、彼女が残してくれた孤児院は、あの大戦の中、なくならずにすんだ」

「私たちとて、怒りに染まっていましたが、主が身寄りのない子供を大事にしていたことは知っています。私財を投じていたことも。私たちにとっては、ある意味最後の主が残してくれたものです。最後まで警備の魔物を配備しておりました」

「……うん。ありがとう」

「しかし、驚きました。孤児院があったこの地が、大陸で最高峰の魔術学府になっていようとは。苦労したようですね」

「……ピースほどじゃないさ。で、いつラビリス殿たちと合流を？」

「ラビリス？　ああ、そうですね。今代のマスターとはジルバとエナーリアの国境争いの時に目覚めて、そのままあっという間に制圧されたのですよ」

「ああ。たしか、魔剣使いや、血縁の聖剣使いが見つかったとかなんとか言ってたね。眉唾だと思っていたけど。その時の争いにラビリス殿たちが参加していたのか」

「ええ。彼女らはこちらに来たばかりで、情勢をほぼ知らず、何かと情報を集めていたらしく」

「なるほど。で、制圧されたってのは？」

「お恥ずかしい話ですが、夢見が悪くてですね。盗人たちに色々奪われる夢を繰り返し見ていて、起きた時に鉢合わせた今代のマスターに襲い掛かったのです」

「それは、なんというか……」

「あっさり制圧されました。その後は、しばらく謹慎としてウィードでゆっくり頭を冷やしていました。理解していると思いますが、今代のマスターは前任の主より、数段格上です」

「みたいだね。僕も手酷くやられたよ。で、ウィードで頭を冷やしていたって言ってたけど、ウィードはどんな……」

　懐かしい再会を果たした２人は、それからウィードの話に盛り上がっていく。

　今はまだ資料が揃ってないからいいか……。

　これから、めんどくさい、怪獣対策会議しないといけないし。

　で、俺がこの会議で一番頼りにしているのは、同じ地球は日本の出身。

　何度も何度も、怪獣王と怪獣が上陸して大戦を繰り広げてきた映像を目にしてきたタイキ君だ。

　そのタイキ君なのだが……。

「何やってんだ？」

　文字通り簀巻きにされて運ばれてきたのだ。

　いや、俺が簀巻きにしてでも引っ張ってこいとは言ったけどさ。

「あ、ユキさん。助けてください」

「いや、助けてって。意味が分からん。寝てたから簀巻きにされて引っ張られてきたんじゃないのか？」

　横で笑っているアイリさんに。

「とりあえず、解いてくれませんか」

「いや、解くって。それこそアイリさんに頼めよ。というか、俺としては意見が欲しいだけで、タイキ君が簀巻きでも何も問題はないんだが」

「ちょ!?」

　だって、アイリさんから出るオーラがな、逃がしてはダメですって言っているんだ。

　とりあえず、幸い時間はまだある。

　事情を聞いて、正式に解放させればいいだけだ。

　まったく、怪獣王の騒ぎに痴話喧げん嘩かかよ。

　嫁さんとは仲良くやれよな。

　さっきのジェシカと俺はどっからどう見ても、微笑ましい夫婦だったのに。

「あら。ジェシカとそんなお楽しみをしたのね」

　俺のイメージを読み取ったのか、上にいるラビリスが不満の声を上げる。

「いいじゃないか。ラビリスはいつも上だしな。ジェシカはそうはいかない」

「そうね。ジェシカは真面目だから。いいわ、不問にしてあげる」

「そりゃどうも。で、アイリさん。なんでタイキ君は簀巻きになってるんだ？」

　解放された方が楽なのは分かってるし、とりあえずアイリさんに事情を聞こう。

　制限時間は資料が集まる６時になるか。

「ああ。ユキさんは、昨日、ご家族とウィードでしたっけ？」

「ええ。決闘祭も終わったので、のんびり家で過ごしていましたよ」

　家の掃除をして、家に残ってる皆でお昼寝したり、一緒にボードゲームしたりして、本当にのんびりしていた。

　クリーナはシャンスと仲良くなってたし、晩御飯は皆でワイワイやりながら食べた。

　色々忙しいが、こういう家族との交流って必要だと思うんだよ。

　学生の頃はジェットコースターどころか、大気圏突破して次元も越える勢いだった気がするしな……。

　文字通りな!!

　ああ、なんでだろう。

　こっちの家庭の方が、昔より安らげる気がするわ。

　でも、嫁さんたちには悪いが、一番自由だったのはここに来る前の１人暮らしなんだが。

　仕事以外では、ゲームしようが、夜更かししようが、夜まで寝ていようがフリーダムだったから。

「……ユキ。それって自由に思えるけど、色々とダメじゃないかしら？」

「まあ、そういうのがいい時もあったんだよ。今はラビリスたちといる方がいいけどな」

「ありがとう」

　可愛い嫁さんたちと娘たちのためならなんのそのだ。

　と、アイリさんの話を聞かないと。

「ユキ様たちは有意義な休日だったようですね」

「ええ。家族水入らずってやつです。そちらは学府に残っていたとか」

「ええ。タイキ様の祝勝会を２人で行おうと思ったのです。国元で大々的にやるわけにもいきませんから」

　そら、国王が決闘祭に行ってきましたってだけで大問題だし、勝利を収めたなら、お国を挙げて祝わないと面目がな。

「で、学府でこっそり２人きりでやっていたのですが、来客があったのです」

「来客ですか？　何か、俺たちに対しての間諜ですか？」

　そういえば、大々的にビデオや中継を発表したあとだ。

　利権を求めて探りを入れてくる可能性はあったな。

　すっかり失念していた。

　あの祭で牽制はしていたが、正式に訪問をするという手段はあるのだ。

　昨日は俺たちウィード組は戻っていたし、残っているのはタイキ君とアイリさん。そして霧華たちだから、必然的に面会するのはタイキ君たちになるわけか。

「あ、いえ。そういう来客ではなかったのです」

「では、どういう？」

「タイキ様がお相手をした、ソエル・ウォーバーさんが来られたのです」

「へ？」

　なんで？

　ああ、負けたから一言物申しに？

「アイリ、待って。ユキさんには……」

「あらら、ダメですよ。タイキ様。ちゃんとユキ様に報告するのが礼儀です」

　タイキ君が待ったをかけるとはな。

　それだけ問題がある内容なのか？

「アイリさん。タイキ君が待ったをかけるってことは外交上の問題もあるんじゃないですか？　よくよく話し合ってから言ってもらっても構いませんが」

　ソエルさんは確か、王室相手にも商売をする大商人の娘だ。

　そこと取引しているなら、わざわざ俺たちを通す必要はない。危険物は別だが。

　ここら辺は、国の問題だしな、お互いノータッチというか、タイキ君には学府に来てもらっているし、そういう利益がないとダメだろう。

「いえ、そういう話ではないのですよ。あの決闘の舞台でソエルさんが話していた続きなんです」

「あの舞台で話していた続き？　あっ……」

　――タイキさんほどの方でしたら、側室がいても当然でしょう。よければ私が立候補してよろしいでしょうか？

　こんな話があったな。

「まさか……」

「はい。私に側室へ入ることの許可をいただきに来たそうです」

「それはそれは。よかったな、タイキ君」

　俺がそう言うとがっくりと首を落とすタイキ君。

　証拠も録画してるから言い逃れはできん。

　しかし、翌日に来るとはかなり行動派だな。

「でも、なんで簀巻きに？　あまり関係ないようですが？」

「昨日の訪問で私とソエルさんは意気投合しまして、今日、アグウスト国に行く予定ですよね？」

「ええ」

「ソエルさんのお父上も現在、アグウスト国の王都にいるようで、一緒に連れて行って欲しいという話をしたかったのです。でも、タイキ様は恥ずかしがってベッドから出てこない始末でして」

「それで、簀巻きにして引っ張ってきたわけですね」

「はい」

　うん。俺も会って３日で親御さんに紹介とかやめて欲しいわ。

　デート初日に親同伴みたいな感じだよな。気まずさ全開。

　しかも、タイキ君本人はそんな気ないし、つらいだけだよな。

　なんと声をかけていいか悩んでいると、スティーブがやってきて……。

「大将、準備できました」

「そうか。タイキ君、すまない。今はそんなことより大事な案件がある」

「そんなことって……」

「いや、そっちにとっては重要だろうが、こっちは聖剣使いが30ｍ級の魔物を呼び出した」

「はぁ!?」

　タイキ君が声を上げたように、周りの皆も俺の声が聞こえていたのか、一気に視線が集まる。

「皆、準備が整った。歓談はやめて席についてくれ、状況を説明したい」

　そう言うと、すぐに全員が静かになり席につく。

「さて、改めて説明するが、今回の緊急招集は、今日、アグウスト国に向かう途中で出くわすであろう、聖剣使いを発見したことによるものだ」

　そう言って、モニターに最後の一人の聖剣使いが映る。

「……アルフィン」

　ポープリが彼女の姿を見てそう呟く。

　アルフィン、たしか白って意味だっけ。

　単純と言うべきかなんというか、聖剣使いの姿は真っ白な髪を肩ぐらいまで伸ばし、くせっ毛なのか所々跳ねている。クリーナのペッタンコから少し成長した少女といった感じ。

「なるほど、彼女が最後の１人か。選択としては悪くない」

　ピースもそう呟く。

　２人には、聖剣使いの誰々を捕まえたとは伝えていないのだ。

　だから、俺は確認をとる。

「彼女が、２人の言っていた魔物使い。テイマーの聖剣使いで合っているな？」

「……はい」

「間違いない。彼女には苦労させられた」

　ピースとポープリから聖剣使いたちの特徴や能力を聞いている。

　最後の聖剣使いアルフィン。

　しかし、彼女の能力は聖剣ではない。

　破格のテイマー能力らしい。

　彼女の姿を見て、現代の地球人なら分かる人は多いだろう。

　どうみてもアルビノ、白髪、赤目、遺伝子疾患だ。

　先天性色素欠乏症。

　日本では白蛇や白兎がおなじみだ。野生動物であれば、その目立つ姿から生存率が非常に低い。

　このアルビノだが、色素がないせいで、視覚障害があったり、皮膚などが非常に弱い。




　そして、その姿は、文明レベルの低い場所では迫害の対象になる。

　彼女もその例にもれず、両親が亡くなった後、逃げるように森に住んでいたところを、前任者に助けられたらしい。

　で、当時、魔力が今より減衰していなくて、魔物もたくさんいたのになぜ無事だったのかというと、彼女自身の能力、テイマースキルのおかげだったという。

　ダンジョンに移り住んだ際、なんと３００もの魔物を引き連れてきたという報告を受けている。

　そして、なぜか前任者の殺害に加担し、そのテイマースキルを持ってピース率いるダンジョン軍をかなり苦戦させたらしい。

　言わば、ウィードでいうアスリンみたいな存在だ。

「なるほど、そのテイマーさんが聖剣使いで最後の相手というわけですね？」

　ラッツがそう確認をとってくる。

「ああ。この子で聖剣使いの騒動は終わりだ」

「ふむー。でも最後に厄介な相手ですね。ＤＰで呼び出す魔物以外に、野生の魔物が彼女に従っている可能性があるのですから」

「いや、それはない」

　俺は即座に、ラッツの考えを否定する。

「へ？　なぜまた？」

「今回、集まってもらったのは、大規模な魔物の群れだからというわけじゃないんだ。敵は彼女と、一匹の魔物だ」

「一匹だけ？　って、ああ。最初に報告していた30ｍの魔物ですか？」

「ああ。確認も取れた。彼女とその魔物の周りには魔物はおろか動物すらもいない。テイマースキルから考えると意図的に遠ざけているんだろうな」

「その魔物だけで十分ということですか？」

「多分な。ダンジョンでないから維持費が莫大ということも考えられる」

「あ、そういえばその魔物はどこですか？　モニターに映っていないようですが？」

　ラッツは、いや嫁さんたち全員は、巨大な、というイメージを持ちきれていないようだ。

　30ｍと言っても実感が湧かないのだろう。

　でも、タイキ君は恐る恐る呟く。

「……彼女の下の岩が魔物なんでしょう？」

「その通りだ」

「「「は？」」」

　タイキ君以外の全員が理解不能という声をあげた。

　そして彼女、アルフィンからモニターを遠ざける。

「ただの岩山にしか見えませんが……って!?」

　ラッツがそう呟いた瞬間、大きな尻尾と思しきものが振るわれ、木々をなぎ倒し、土煙が舞う。

「ちょ、ちょっと、お兄さん。これ30ｍどころじゃないぐらいありませんか!?」

「高さ30ｍ、全長１２０ｍだな。四足の地龍系だと思われる」

「ひゃ、１２０ｍ!?」

　全員が絶句する。

　この世界ではあり得ないくらいのデカさだからな。

「幸いなのは、この地龍は飛べないようだ。飛べるなら、さっさと学府に来てるだろうしな」

「そ、それはそうですね」

「でも、このまま放置してても、自ら移動してくる」

「……ですね」

「なら、相手が動く前に一気に叩くしかない。そのための作戦会議に皆を呼んだわけだ。すでに、ウィードの現代兵器運用部隊の出動準備は整えてある」

「本気でやり合うつもりですね？」

「ああ」

　一度ぶつからないと、俺が欲しい情報が得られない。

「まず、俺が考えた作戦説明をする前に、この地龍の情報を集めてみた」

「情報を？　どうやってかしら？　まさか、私たちに黙って交戦したわけじゃないでしょうね!?」

　セラリアは、そう言って本気で怒りながら、席から立とうとする。

　他の嫁さんたちも俺を確保しようと目を細めている。

　あ、説明の前に誤解を解かないと俺が拘束されるわ。

「いやいや、落ち着け。さすがに、相手がそのちょっかいで前進する可能性もあるから、するわけない」

「……じゃ、なんで知っているのかしら？」

「ほら、ウィードで魔物を呼び出して情報を集めているだろう？　そこからの予測だよ」

「ああ、そんな部門作ったわね。納得」

　そう言ってセラリアは席に着く。

　他の嫁さんたちの視線も普通に戻る。

　……ふう。

「そこで類似しているドラゴン系や、ＤＰで未だ呼んでいない魔物を調べていたわけだが」

　そこまで言ってモニターを切り替える。

　そこには、以前ＤＰで呼び出した、アルフィンが従えている地龍よりは小型だが似ているドラゴンを映す。

「こいつの種族名はグランドドラゴン。呼び出しで消費したＤＰはウィードで４億」

「「「４億!?」」」

「予算はどこから回したのよ!!」

「まあ、エリスと話し合ってだな。すでにウィードの住人も３万人は超えているし、最低一日、一時間３万ＤＰとしても、24時間で72万ＤＰだ。ピンハネで住人には10時間、１人当たり１ＤＰって言ってるから供給には問題ない」

「問題ないって、４億って全然足りないじゃない。ってああ、観光や、冒険者ギルドのダンジョン冒険のＤＰもってことね」

「そういうこと。というか、この話はセラリアにはしてるはずだけどな。書類も渡しているはずだ」

「……そう言われれば、何か大規模な実験するとか言ってたわね。冒険者ギルドも結構負担するって」

　セラリアがそう記憶を漁っていると、関係者のミリーも思い出したように声をあげる。

「ああっ。私のとこにグランドマスターが来て、この書類見せてもらいましたよ。なんでか冒険者ギルドでため込んだＤＰを使ってしまおうって言ってまして、不思議でした。なるほど、そのグランドドラゴンに使っていたんですね」

「というわけで、俺たちが提供したＤＰはそこまで多くない。冒険者ギルドがかき集めたＤＰで呼び出したわけだ。魔物呼び出し情報収集自体、ギルドの願い出だったからな」

「ああ、そういうわけで、私たちにＤＰ消費の情報が回らなかったのね。魔物の情報だけ毎日のように回ってきてたわね。で、そのグランドドラゴンとアルフィンの配下が似通っていると判断したのはどうしてかしら？」

　そう、セラリアの言う通り、なんで俺は自分で呼び出した、せいぜい全長20ｍクラスのグランドドラゴンと、目の前の馬鹿でかい地龍が似ていると判断したのか。

「呼び出した魔物には、俺が鑑定をかけてスキルの詳細を調べているのは知っているな？」

「ええ。あなたとラビリスの鑑定スキルは私たちにとって、大事で有力なスキルよ」

「そこで、グランドドラゴンは幼体と説明があったんだ」

「幼体？」

　セラリアは意味が分からず首を傾げるが、想像がついたメンバーは顔が青ざめている。

　……特にタイキ君はゲームでその手合いとやり合っているから想像しやすいだろう。

　ま、あっちは空飛ぶようになるから厄介すぎるけどな。

「お、お兄さん。それって、成長した成体が存在するってことですか？」

「ふぇ!?　そ、そうなの！　あなた!?」

　ラッツの言葉で、セラリアも同じ想像したのか慌てて俺に確認をとってくる。

「おそらく存在する。一応まだ呼び出せていないが、ＤＰ50億で呼び出せる魔物が数種類存在している」

「50お、く……」

「名前だけは出ているから、とりあえず、言っておく。この50億で呼び出せる、グランドドラゴンの成体の名前は……」

　全員が静まり返り、俺の言葉を待つ。

「グラウンド・ゼロ・ドラゴン」

　奇しくも、俺たちの世界で、爆心地を意味し、歴史上類を見ない被害が出た地域につけられる名前だ。

　さて、嫁さんたちも、会議メンバーも、どれだけとんでもない相手か理解できただろう。

　そして、なるべく早急に、このグラウンド・ゼロを止めなくてはならない。

　嫌な情報で、幼体のグランドドラゴンの時点で、熱線を吐くことは確認されている。

　くそ、これだからファンタジーは!!

　……空、飛ばないよね？　どっかのグラビ○スみたいに。











第２８１掘：偵察







ｓｉｄｅ：ユキ



「いいか、死ぬんじゃないぞ!!　絶対生きて戻れ!!　その時は彼女探し手伝ってやるから!!」

「ちょっ、それって死亡フラグじゃないっすか!?」

　現在、グラウンド・ゼロを止める、倒すための作戦を開始している。

　敵がいつ動き出すか分からない状況で、先手を打つために、作戦会議をおよそ２時間で済ませている。

　幸い、スティーブたちの準備は終わっているので、実力行使や偵察任務はすぐに行える。

　だが、すぐに実力行使は問題があるので、敵の力量を測り、不安要素をなるべく消したい。

　なので、スティーブたち、ゴブリン隊に野生の魔物を装って、軽く、直接攻撃を加え、敵の強度を調べてこいということになっている。

「死亡フラグでもなんでもいいから、生きて戻ってきなさい!!　スティーブがやられれば、それだけ私たちは不利な状況になるの!!　夫のために絶対生きて戻ってきなさい!!　ちゃんと、私も女性は探してあげるから!!」

「うわー!!　なんか安いっす!!　おいらの命が女性紹介と同等になってないっすか!!」

　セラリアの方は俺が前線に立たないための必死の激励なんだが、スティーブが言っている通り、なんか安い。

　いや、俺の場合はネタも込めて言ったんだけど、セラリアの場合は自覚がないからなお悪いのか？

「よし。なら俺からも。とっておきのサラダ作って待ってるからな」

　ジョンは、待機というか、スティーブがいない時の統括なのだから無論一緒にいけない。

　だが、そのセリフは……。

「やっかましいわ!!　どうせお前のサラダはキュウリまみれっす!!　あと、そのセリフかけられたキャラ死んだじゃん!!　そしてお前も、破片でおっちぬぞ!!」

　スティーブの言う通り、敵に捕縛されて、マニピュレーターで……。

　ついでに、サラダを作って待っているといったキャラも、戦闘で生じた破片で死亡。

　うん。見事なフラグである。

　でも、敵にやられた方も、サラダ作る方も、どっちも部隊の中核をなすエースパイロット級とスーパーメカニックだから、俺としては悲しかったよな。

「なははは、そんだけ言えれば大丈夫だな。お前に代わってこっちの部隊運営も、とか勘弁だから、生きて戻ってこい」

「けっ、そこっすか。ま、分かったっすよ。おいらだって死にたくないし。アスリン姫に何も言ってないっすからね」

「ああ。姫を泣かせないためにちゃんと戻ってこい」

「おう」

　そう、今回の作戦。アスリンとフィーリアはまったく知らない。

　というか、現在もすやすや寝ているはずだ。

　わざと起こさなかった。

　フィーリアはともかく、アスリンは相手がテイマーと大きいドラゴンなら話し合う余地があると思うはずだ。

　確かに、話し合う余地はあるかもしれない。

　しかし、話し合いが失敗した場合、そのまま戦端が開かれることになる。

　その場合圧倒的にこちらが不利になるのは明白。

　あと、周りに被害甚大。

　なので、話し合うにしても、こっちが相手の動きを縛ってからでないとどうしようもないのだ。

　相手を縛るというのは、この場合、グラウンド・ゼロを痛めつけて、勝負にならないとアルフィンに教え込むこと。

　少しでも余裕がある状態だと、こっちにこれ以上手がないから話し合いに来ていると思われるし、真面目に死ぬ一歩手前ぐらいまでに追い込む必要がある。

　この話はアスリンにはつらいことになる。

　だから、あわよくばこのことは知らずに、起きても、会議室に来るように書置きをしている。

　では、逆にテイマーたる聖剣使い、アルフィンを一点集中で倒せばいいのではという話も挙がった。

　だが、その話はテイマーの制御を離れたグラウンド・ゼロが暴走する可能性があるので却下になった。

　まあ、アスリン配下の魔物たちもアスリンに何かあれば、俺でしか止められないぐらい怒り狂うだろう。

　まったく、ある意味、見事な魔物の選択と言えるだろう。

　俺たちで制圧可能な魔物を数多配備しても、ダンジョン化で制御を奪うか、ダンジョン内で殲滅すればいい。アルフィン自身も簡単に制圧できる。

　しかし、グラウンド・ゼロは制御を奪おうにも、ここではおよそ20倍のさらに倍のＤＰを持っていかれる。億越えの20倍のさらに倍なんて、正直無理だ。

　いや、無理をすればできないことはないが、エリスやラッツが算出するに、ウィードの一部機能停止、交易物資の供給停止をして何とか、といった具合だ。

　これがウィードのある大陸なら、真っ先にこの手段を取れるのだが、ここは新大陸、その手段は最後に取るべきということになっている。

　あっちの関係者にどう説明するかも大変だしな……。

　国というのは、どこもままならないものである。

　そして、聖剣使いたちは、さすが、４００年ずっとかき集めてきただけはある。

　この関係で、アルフィン自身の安全にもつながる。

　彼女がいなければ、グラウンド・ゼロを制御できるものが存在しないのだ。

　アスリンなら制御できるかもしれないが、かも、でアスリン自身の危険や、周りに被害が出る可能性を無視していいわけではない。

　……戦いや交渉事におけることで、一番大事なのは最悪を予想して対処を考えておくことなのだ。

　この時点で一番最悪なのは、聖剣使いとグラウンド・ゼロを止めに行ったメンバーが怒りを買うだけ買って、全滅するという話だ。

　なので、まずは、偵察隊としてスティーブたちと、俺のダンジョンスキルで作った、地下水脈に見せかけた落とし穴に落として反応を探る予定である。

「スティーブ。作戦通り、お前たちの出撃地点はグラウンド・ゼロから10km離れた地点になる。魔力、スキル、電波での通信は今のところ可能だが、それが不可能になる場合も考慮しておけよ」

「ういっす。そして、撤退地点はまた別の場所っすね？」

「そうだ。出撃地点は消す。ダンジョンから出てきたと思われたくないからな。スティーブたちは情報収集が終わり次第、ダンジョンコアで新しいダンジョンを形成して撤退」

「転送ゲートの機能だけを停止して放置っすね？」

「ああ、その場所は一応ダンジョンコアを置いて稼働状態にする。上手く使えれば奇襲に使えるからな」

　どんなものでも利用するつもりでいかないと、あの怪獣はやれないと、俺とタイキ君は思っている。

　正直、グラウンド・ゼロを倒してくれる光の巨人や、陸自が手こずった怪獣王でも出ねーかなーと思うぐらいである。

　だが、その２つも被害ありきで考えないといけないので、正直出てきて欲しくないものである。

　あれで、めでたし、めでたし。で、終わるのはあの映像の中だけである。

　破壊されたあとの復興は無視な話だ。

　実際、あの破壊の後からの復興は、胃が痛くなるレベルの難業だ。

　というわけで、完封勝利を目標にしないと、新大陸で色々やろうとしている俺たちとしてはかなり大問題なわけだ。

　許容できる被害は、ランサー魔術街から、アグウスト国の間にある森林、草原のみ。

　他の場所で暴れられると、被害が甚大になって、今まで俺たちが築いてきた関係や、魔力情報も無意味になりかねない。

「そろそろ時間ね。スティーブ、頼んだわよ」

「ういっす。それじゃ、偵察隊出撃します」

　ビシッと敬礼をする、スティーブとその部下たち。

　しかし、それを見る俺たちは微妙な顔にならざるを得ない。

　だって……。

「ぶっ、腰ミノ１つで敬礼してもしまらねー!!」

　そう言って、ジョンがげらげら笑う。

　そう、スティーブたちは野生のゴブリンとして向かうので、腰ミノ１つとさびた剣やこん棒のみの外見である。

「うっさいっす!!　ちくしょー!!　ゴブリンだって服着るんすよ!!　おい、お前ら行くっすよ!!　ここにいても笑われるだけっす!!」

　何とも締まらない出撃だが、こんなもんだよな。最初から。

「ユキどうしたのかしら？　スティーブが可笑しかった？」

「いや。最初にスティーブと会った頃はあんな感じだったって思い出しただけだよ」

　罠も、戦術も、武器の使い方もろくに知らないゴブリンが立派になったもんだよ。

　ん？　この思い出浸りもフラグになってそうだな。

　……大丈夫だろう。スティーブにはギャグの神様が付いているから。

　きっと、熱線を食らっても頭がアフロになるだけだろう。

　あれ？　スティーブに髪なんて生えてなかったよな？

『こちらスティーブ。全員外に出ました。出入り口の閉鎖を願います』

　そんな連絡がコールから届く。

「了解」

　そう対応しながら、スティーブの頭部を見るが髪は生えていない。

　……ゴブリンという種族はハゲなのか。

『予定通り、３km地点まで接近します』

「了解。それまで連絡は、非常事態以外は控えるように」

『了解。行動を開始します』

　コールが切れて、時間が表示される。

　一応、鳥の視界からスティーブたちの様子も見て取れる。

「さて、始まったわね。現在10時ジャスト。スティーブたちの足なら10分もしないでたどり着くでしょう。で、聖剣使いの動きは？」

「今のところ目立った動きはありませんね。しかし、彼女はなんで即座に学府に寄せてこないのですかね？」

　セラリアに言われてラッツがモニターを確認しつつ、そんな疑問の声をあげる。

「それは簡単。俺たちと同じように、手札を隠すということを守っているんだ」

「手札って、もうグラウンド・ゼロは見つかっていますよ？」

「グラウンド・ゼロの姿形だけじゃないさ。俺たちを待ち構えるっていうのが大事なんだ。だって、あんなデカいのが進んで来たらすぐ分かるだろう？」

「ええ」

「そうしたら、普通の人なら逃げる。そして、ある程度能力のある人たちは、避難を優先して、立ち向かうよりも情報を集める。無作為に抵抗するのではなく、確実に勝利を手に入れるために」

「あ、なるほど。グラウンド・ゼロが街に来れば、その時の速度や、攻撃手段すらもある程度分かるのですね？」

「そういうこと。今のグラウンド・ゼロはまったく動いていない。どの程度の素早さを持ち、どれだけの攻撃力があるのかさっぱり分からない。そして、あの巨体さだから、うかつに藪を突くような真似をする奴もいるわけない。いても聖剣使いアルフィンがどうにでもするだろうな……俺たち以外は」

　そう、この場での例外、ジョーカー。ルール違反の俺たちだ。

　聖剣使いたちにとっての誤算は、俺たちを敵とみなしたこと。

　俺たちを放っておいて、自由にやれば、俺たちもかなり迷惑を被ったはずだ。

　だが、エナーリアの一件で、真っ先に倒すべき敵と認識してしまったのが災難の始まり。

　どこかの漫画みたいに、一人ずつ敵を送るのではなく、全員でかかって倒してしまおうという判断は称賛できる。

　でも、その称賛される作戦は、俺たちを倒せるという前提があってのこと。

　俺たちを倒せなければ、ただまとめてやられるといった大敗北でしかない。

「……本当に化かし合いですね」

「そういうこと。いかにこちらの情報を絞しぼって、相手に誤認させるかが、聖剣使いとの戦いで重要かって話だ」

「で、結局、聖剣使いさんたちは、最後まで私たちの排除を最優先したんですね？」

「ああ。俺たちとしてはありがたい選択だったけどな。これで敵わないと知って、散らばられると非常に面倒だった」

　現代においても、テロ活動を防ぐというのがどれだけ難しいか各国が頭を悩ませてるし。

「あ、ということは落とし穴に落とすというのも、グラウンド・ゼロの能力を把握するためですか？　いえ、スティーブたちに調べてもらう予定でしたけど、それに加えて、グラウンド・ゼロ自体が動くことを観察するんですね？」

　ラッツは、ここで落とし穴に落とすことの、行動制限以外の意味を見出した。

「そうだ。と言っても、やってること自体は、ルルアをかくまった時の看板と変わりないんだけどな」

「へ？　あの時の看板と、今の状況がですか？」

　俺の答えに、当時一番被害を被ったルルアが声を上げる。

　そして、ラッツが代わりに納得の声を上げる。

「ああ、そうですね。ある意味同じですね」

「あの、どういうことでしょうか？」

「当時の話はしましたよね？　あのヘンテコな看板をわざと出して、相手の出方を見ていたと」

「ええ。って、なるほど。落とし穴も相手の出方や、能力を把握するのには変わりないですね」

「はい。グラウンド・ゼロが落とし穴にハマって、どうやって出るかを確認する。それだけで、私たちが得られる情報はとても価値があります」

　そう、ラッツの言う通り、看板ではグラウンド・ゼロの能力を把握できないから、落とし穴で調べるのだ。

　ここで、大事なのは自然崩落に見せかけていることである。

　静かに俺たちを待っているのだから、大きな行動で抜け出すことはない。

　なるべく、静かに、速やかに、落とし穴から離脱しようとするはずだ。

　大きな音などを立てれば隠れている意味がないからだ。

　上手くいければ、そのまま落下ダメージで死んで欲しいのだが……。

　そうはいかないだろうな。

　地球上の生物なら、水中でもない限り、最大サイズはゾウ、昔を振り返るならば恐竜がやっとである。

　それ以上の大きさは自重で潰れて死んでしまうからだ。

　ま、ドラゴンとかいう巨大生物が、航空力学をガン無視して空を飛んでるから、落下で死ぬ可能性は限りなくゼロに近いだろうな。

　できれば、這い出るような感じでお願いします。

　……空飛ばないで。

　欲を言うなら、動けなくなってくれ。

「……その、落とし穴から脱出している間に、スティーブたちに色々情報を集めさせるんですね？」

「ああ。俺たちは動物たちからの間接的な映像からしか情報を得られないが、スティーブたちは違う」

「実際に、グラウンド・ゼロを相手に行動を起こすのですね」

「そういうこと。まずは手持ちの剣やこん棒が通じるか。その後は小銃、あわよくばＲＰＧまでだな」

「……それは」

「無理だと思う。できて小銃までだな。確実にアルフィンが気が付く」

　そのために、野生のゴブリンを装うのだ。

　相手が油断している隙に、スティーブたちなら一気に離脱が可能だから。

　そして、スティーブたちから連絡が届く。

『こちらスティーブ。３km地点、木の上から目標を確認。隊員全員配置につきました。観測体制、整っているっす』

　全員が、モニターを注視する。

　スティーブたちにはそれぞれ監視の動物が近場に控えている。

「了解。こちらも配置を確認した。フェイズ２を発動する。５分後、自然崩落を装い目標を落下させる。衝撃に備え」

『了解。各員、５分後、目標へフェイズ２を発動。衝撃に備え』

『『『了解』』』

　その５分の間に、地下水脈を装った落とし穴をグラウンド・ゼロの下へ設定する。

　幸いなのは、相手が辺りのダンジョン化に気が付かないことか。

　おかげで、ひっそり作戦を行える。

　しかし、この５分が長い。

　設定自体はすぐに終わる。

　後は俺が決定、展開を押すだけで発動する。

　会議室に集まっている皆も、何も言葉を発さずに、その時を待っている。

　……まさか、落ちた瞬間、熱線吐いて地形をぶっ壊して出てこないよな？

　一応、顔が向いている熱線の咆哮区域にはスティーブたちの配置は避けているが、それでも絶対ではない。

　熱線の射程が思ったよりも長くて、学府に直撃とかないよな？

　落下のダメージで聖剣使いのアルフィンが死んで、制御不能の破壊神なんてないよな？

　くそ、嫌な予感ばかりが頭をよぎる。

『１分前』

　でも、その時は確実に迫る。

「30秒前」

　やれることはやった。

『20秒前』

　皆でしっかり話し合った。

「10秒前」

　……なら、信じよう。

『５、４、３』

　俺自身を、仲間を。

「２、１、０……フェイズ２を発動」

　ボタンを押す。

　モニター越しに、地面が割れ、グラウンド・ゼロが沈んでいく……。

　辺りに土煙が舞う。

「01応答せよ。01応答せよ」

　即座にコードネームでスティーブを呼び出す。

『……こちら01、特に被害なし。各員の状況確認を始めます』

「了解。こちらはその間に、聖剣使いの確認を行います」

『了解』

　そして、モニターに視線をやる。

　どこだ？

　背中の後方あたりにいたはずだが……。

「ユキさん。３番のモニター左端」

　リエルに言われて、３番モニターを即座に見る。

　……いた。

　……動かないな。

「……死んでないよね？」

　リエルがそう言うが、みんな何も答えない。

　見た感じは、血などは流れていないから、外傷らしきものはない。

　だが、当たり所が悪いとどんな生き物もぽっくり死ぬものである。

　さらに不意打ちだからな。

　……どこかの双子の弟みたいに、綺麗な顔してるだろ。それ、死んでるんだぜ。ってなってもおかしくはない。

　ダンジョン内ではあるから、鑑定が使えないこともない。

　しかし、鑑定目標のアルフィンに、万が一、感知能力があって、敵対行動ととられると厄介だ。

　だから、こうやって、監視するしかできない。

『こちら01、各員の無事を確認。特に問題なし。目標の状況を伝えられたし』

　スティーブから連絡が届く。

「こちら司令部。目標は無事に落とし穴にハマった。聖剣使いが落下の衝撃で生死不明。姿は確認しているが、動きが見られない。離脱を前提に、現地点からの監視を始めてくれ」

『了解。現状を維持して監視を始めます』

　……生きているのか？

　どれだけ待てばいい？

　万が一、グラウンド・ゼロが暴れ出せば、スティーブたちが全員離脱できなくなるかもしれない。

　一度引きあげさせるべきか？

　頭の中で色々な選択肢が浮かんでは消える。

　くそっ、頼むから起きてくれ。

　すると、願いが通じたのか、聖剣使いのアルフィンは体を起こして、頭をぶるぶる振っている。

「「「ほっ」」」

　会議室の全員が安あん堵どをつく。

　さすが、レベルが高いだけはある。

　見た感じ、痛そうなそぶりを見せないから、気絶していただけだろう。

「こちら司令部。聖剣使いの生存を確認。これから目標が行動を起こすと思われる。十分に注意して監視を続けてくれ」

『了解。各員、聖剣使いの生存を確認。目標が動く可能性あり、十分に注意しろ』

　さて、１時間ほど様子を見て、出てくる様子がないのなら、予定通り接近させるか？

　しかし、この様子見の時間は今までで本当に一番緊張している。

　誰も喋らず、席も立たず、じっとモニターを見つめているのだ。

　目標、グラウンド・ゼロには今のところ目立った動きはない。

　というか、ほとんど動いていない。

　動いてはいたので、死んではいないと思うが、思った以上に動きがない。

　どういうことだ？

　まあ、様子見を始めてまだ30分も経っていない。

　あの巨体がこのわずかな時間に脱出するなら、それはそれで問題だ。

　……焦りすぎか。

　そう思って、お茶に手を伸ばそうとした瞬間、膝の上のラビリスが声を上げる。

「うそっ!?」

「どうした？」

「12番モニターに、アスリンとフィーリアがいるわ!!」

「「「はあっ!?」」」

　そう言われて、全員が声を上げて、12番モニターを凝視する。

　確かに、木々に隠れて見えにくいが、森の中をあんな速度で駆け抜けるちびっこたちは、うちのアスリンとフィーリアしかいない!!

「スティーブ!!　お前から見て、３時方向からアスリンとフィーリアが向かってきてる!!　確保を!!」

『はぁ!?　りょ、了解っす!!』

　即座に、スティーブが動き出すが、追いつけるか？

　というか、なんで、ここにアスリンとフィーリアがいるんだ!?
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番外編　夏夜の小さな華







ｓｉｄｅ：ユキ



　すでに水平線の向こう、海の底に太陽は沈み、辺りは暗くなっている。

　照りつける太陽がなくなり、海には静かに月明りが映り、さざ波だけが聞こえる。

　同じ場所でも昼間と夜では大違いだ。

「昼はあれだけ騒がしかった砂浜がな」

　主に騒がしかったのは俺たちだけど、やはりこの変わりようには驚く。

　いや、昼と夜でがらりと変わるというやつかな。

「ま、嫁さんたちもダウンしているからな」

　日中、散々遊んで、さらに晩御飯に海の幸とデザートのかき氷を食べてダウン。

　ということで、俺はのんびりと一人で砂浜を歩いている。

　サクッ、サクッ……。

　自分の足音が妙に大きく聞こえる。

　しかし、それが不快というわけでもない。

　なんというか、耳心地のいい音だ。

「さて、どこまで行こうか……」

　ちょっと、コテージ前の砂浜を散歩するつもりだったが、意外と楽しい。

　このまま戻ってしまうにはもったいない気がしたんだ。

　だから、ちょっと先に見える岬の方まで歩いてみることにする。

　特に遠くもない、走ればものの５分も経たずに到着するであろう道を、のんびりと歩いていく。

「……こんな時間なかったな」

　不意に俺の口からそんな言葉が漏れる。

　確かに、最近こんなのんびりとした時間はなかなかなかった。

　ゼロというわけではないが、一人でのんびりというのは俺の今の立場からすれば貴重だ。

「昔はよくあったんだけどな」

　学生の時は、夜になれば普通に部屋で一人、好きなことしていたし、社会人の時も仕事が終われば、自宅に帰ってのんびりだ。

　特に何に追われることもなく、過ごしていた時間があった。

　まあ、もちろん友人たちと遊びに出たり、大人になってからは飲みに行ったりというのもあったが。

「別にそれが不満ってわけじゃないんだけどな……」

　そう、別に今の状況が嫌いというわけでもない。

　嫁さんたちと忙しくも仲良く過ごしていることは幸せだと思うし、かけがえのないものだと思える。

　でも、この時間も悪くないと思う。

　何か、思い出せそうな気がする。

「どこかの中二病か」

　頭の中に浮かぶそんな言葉に、つい自分で突っ込みつつ、ただのんびりと進んでいると、気が付けば岬にたどり着く。

　ザザーン、ザザーン。

　岬といってもせいぜい少し高いぐらいのちょっとしたもので、よほど下手な落ち方をしない限りは死にようがない。

「お化けもこんなところじゃ、出ようがないよな」

　岬をのぞき込んだ瞬間、そこから手が伸びるとか、背中を押されるとか定番なんだが、ここはダンジョンの中。

　しかも、満天の星に、月明りの綺麗な夜だ。

　ここで出てこられても怖くもなんともない。

　ただ、綺麗な月夜の気のせいだと思うだろう。

「やっほー！　なんでこんなところでのんびりしているのよ！」

「……」

　お化けよりも厄介な奴が、いつの間にか俺の目の前に立っていた。

「どこかに行け。１人の時間の邪魔だ。というか何しに来た」

　そう、俺の目の前に現れたのは、駄女神のルナだ。

　俺がこの世界に来る理由を作った張本人。

　とはいえ、多少そのことを気に病んでいるのか、優遇している感じはあるが、それで甘やかしたらダメなタイプの人種である。

「あら、つれないわね。奥さんたちと夏のバカンスを楽しんだんでしょう？　私と話してもいいんじゃないかしら？」

「いまさらなんの話があるんだよ」

　また厄介ごとか？

　これ以上無理難題を吹っかけられても、目の前のことをやっていくしかないとしか答えられないし、やるつもりはない。

「別にそういう話じゃないわよ。夏は朝から晩までしっかり遊ぶものでしょう？　なのに可愛い奥さんたちはすでにダウンとかもったいなくない？」

「夜もか？　怪談話とかか？」

「あー、そっちに行っちゃうのは、男の子よねー。ダメでしょう？　子供の時はそんなことよりわくわくしたことがあったでしょうに」

　そう言って、ルナが取り出したのは……。

「じゃーん。花火セット。わざわざ浜辺に来て、これをやらないなんてもったいないでしょう」

「ああ」

　そうか、何か忘れていたと思ったら……。

　花火。

　夏の風物詩。

　子供の頃、いや、大人になっても夏といえば、花火という図式は日本人の心に刻まれている。

　まあ、最近では年越しなど何かしらのイベントにも花火が付き物だけど、それでも夏祭りのまさに華というのには変わりない。

　そして、その花火にも種類があって……。

「なんか、懐かしいな」

「そりゃね。海辺の花火なんてこんなもんでしょう」

　ルナが見せてきた花火は、どこかのお祭りで打ち上げるような大花火ではなく……。

「パーティー用のちょっと高めの花火だな」

「打ち上げ花火が３個も入っているのよ。いいでしょう」

「そうだな。昔は手が出なかったやつだ」

　学生の財布の中身じゃ、ちょっときついセットだな。

　普通の薄っぺらい花火セットでも１０００円超えるし、こういう打ち上げ花火も入っているのは５０００円を超えてくる。

　それを夏休みの一夜にして夜の華と散らせるのは躊躇われた。

　ついでに、家の近所に打ち上げ花火をしていい場所なんてなかったしな。

　公園とかで打ち上げ花火どころか、花火をしても近所の人が文句を言いに来る始末。

　今思い出すと、世せ知ち辛がらい世の中だよな。

　とはいえ、公園なんかで花火をやられると火事のもとだしな。大人の気持ちも分かる。

　そんなことを考えていると、いつの間にかルナは俺の顔を覗きこんでいて……。

「なーに、難しい顔してるのよ。なに？　私の出す花火に文句あるわけ？」

「いや、昔を思い出してただけだ。とりあえず、その花火やるのか？」

「もっちろん。でも、あんたと二人きりでとか、さすがに寒いわ」

「俺もお断りだ。とりあえず、嫁さんたちのところに戻るか」

「ええ。みんなでやってなんぼよ」

　ということで、俺はルナが浜辺で花火の準備をしている間に、嫁さんたちを起こし、戻ってみると。

「あら、どこ行ってたのよ」

「あ、お兄ちゃんだ」

　セラリアとアスリンが玄関にいた。

　てっきりまだ、ダウンしているものとばかり思っていた。

　起こしに来たとは言ったが、食べすぎによるダウンだから、無理をさせるつもりはなかったんだが、意外と普通にしている。

「お腹は大丈夫か？」

「ええ。心配をかけたわね。これからは自重するわ」

「でも、美味しかったよ。お兄ちゃん」

「ありがとう」

「で、話は戻るけど、どこに行ってたの？　護衛もつけないで」

「ただ浜辺を歩いていただけだよ。で、岬の所で……」

　ルナに会ったといいかけた時……。

　ひゅう……パンッ！

　という音が響いた。

「何!?　これって発砲音!?」

「あわわ!?　だ、誰かお外にいるの!?」

　いきなりの破裂音に驚くセラリアとアスリン。

　まあ、いきなりそんな音が聞こえれば誰だって驚くよな。

　でも、確認しようと外に出た瞬間。

　ひゅう……パンッ！

　そんな音とともに、火の華が夜空を照らし……。

「あら、花火」

「あー、花火だー!!」

　すぐにその音の正体を知り、すぐに笑顔になる。

　そう思っていると、リビングの窓が開いてそこから……。

「花火なのです！」

「何か面白そうなことになっているわね」

「あ、２人とも!?」

「私たちも追いかけましょう。シェーラ様」

　そう言いながらフィーリアたちも浜辺へと駆け出していて、それに続くようにリエルたちも出てくる。

「おー！　僕たちもいこう！」

「あっ！　リエル、待ってよ」

「……相変わらず元気。ミリー、平気？」

「……歩けば平気」

「それはダメって言わないかしら？」

「まあまあ、エリス。私たちが一緒にいれば大丈夫ですよ」

　と、そんなことを言いながら、走っていったリエルをトーリが追いかけて、カヤとエリス、ラッツがミリーに歩調を合わせながらのんびりと歩いていく。

　うん、お祭りではしゃぐ子供たちと、余裕のある大人？　の集団って感じだな。

「じゃ、私たちも向かいましょうか」

「うん。お兄ちゃん行こう！」

「そうだな」

　セラリアとアスリンに促されて、足を進めようとすると、ドタドタという音と共に、家からまた誰かが飛び出し……。

「あ!!　ユキさん、どこに行ってたんですか！」

「ベッドにいないとか、何を考えているんですか」

「……ん。護衛を連れずに動くとかダメ」

「ユキ様。不用意に一人で動いてはいけませんわ。たとえダンジョンの中でも決して私たちから離れてはいけません」

　俺の護衛であるリーアたちが俺を発見して腕をホールドしてしまう。

　あー、どうしたものかとセラリアとアスリンに目をやるが……。

「諦めなさい。護衛を無視して動けばそうなるのは当然よ」

「お兄ちゃん。お姉ちゃんたちを困らせちゃダメだよ。みんなで一緒に行けばいいんだから」

「アスリンの言う通りね。じゃ、私たちも花火を見に行きましょう」

「「「はい」」」

　ということで、俺はとらわれた宇宙人のように両腕をがっちりホールドされたまま、引きずられていき……。

「お、みんな来たわね！」

　そう言って、ルナが笑顔で出迎えてくれ、その足元には先ほど見た花火のパックが10個は置いてあり、封が解かれている。

「ささ、みんな好きな花火を持ちなさい。海辺の夜はこれをやらないとね。って、あんたはなに捕まっているのよ？　何かしたの？」

　俺を視界に収めたルナがとても不思議そうに聞いてきた。

「勝手に外に出た罰だとさ」

「あー。ま、奥さんを放っておいちゃいけないわよね。ま、もう離してやんなさい。ここまで来て逃げないわよ。ねえ？」

　ルナはそう言うと花火を取り出してこちらに向ける。

「そうだな。逃げる理由もない」

「分かりました」

「そう言うのでしたら……」

　離してもらった俺はルナから懐かしい花火を受け取る。

　サマンサやクリーナは花火を受け取って首を傾げている。

「えーと、ユキ様。花火というのは夜空に打ち上げるものでは？」

「ん。花火は、手に持てるモノじゃない。火傷する」

　そんな疑問を言う。

　確かに、夜空に打ち上げる花火しか知らないなら当然の反応だ。

「世の中には手持ち花火っていうのもあってな。アスリン、フィーリア、ラビリス、シェーラ」

「「「はい」」」

　俺が声を掛けると、彼女たちはすぐに、火をつけるために設置してあるろうそくへ手持ち花火を近づけて……。

　シュバッ……。

「「あ」」

　シュワァァァ……。

　小さな花が咲いた。

　そしてそれをきっかけに。

「僕もやる!!　よっと！」

「あ、リエル、人に向けちゃ……」

　ジョワー!!

　吹き出しタイプの花火に火をつけて振り回す。

「……こら!?　危ない!!」

「あはは……!!」

　みんなが思い思いに花火を楽しみ始めた。

　さて、俺たちも……。

「ほら、サマンサ、クリーナもやるぞ」

「はい」

「ん。楽しそう」

　こうして、浜辺の夜を楽しむのだった。

「ルナ、打ち上げ花火の後片付け、ちゃんとしとけよ」

「え!?　手伝いなさいよ!!」

「どこに置いてるか分からないんだよ」

　ちゃんと後片付けはしましょう。
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雪だるま（ゆきだるま）

はい。12巻ご購入ありがとうございます。学園編お楽しみいただけているでしょうか？　これからまだまだ色々ありますので、お楽しみに。そして、この本が出るのは時期的に９月でまだまだ残暑が厳しいかと思いますが、体に気を付けて頑張っていきましょう。（二〇一九年十月現在）




イラストレーション

ファルまろ

はじめまして、ファルまろと申します。５月16日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一九年十月現在）







必ひつ勝しようダンジョン運うん営えい方ほう法ほう⑫

発行日：２０１９年10月２日

著　者：雪ゆきだるま

発行者：島野浩二

発行所：株式会社双葉社

〒１６２‐８５４０

東京都新宿区東五軒町３番28号

http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

(C)Yukidaruma 2015




本電子書籍は株式会社双葉社刊『必勝ダンジョン運営方法⑫』（２０１９年10月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。




本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。




OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
¥ F—=I R
)% & 2%

2R -7O07Y FALEBLAREEEOTAT TV
aatmauoﬁlﬁz:ﬁ:@bf:sxﬁr;zjreorawtz.
BEFEEOT—BAIT LANBAT—EABEVERS.
BB TAIER! i SE—BALERSADYE,

2019+
MOAXRFEFE!





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		落とし穴42掘　夏だ!!　海だ!!


		落とし穴43掘　海でやる遊び


		落とし穴44掘　海の幸


		第２６８掘　持てる者　持たざる者


		第２６９掘　修行パートと一生懸命のプレゼント


		第２７０掘　後押しをしよう　全力で


		第２７１掘　決闘祭始まる


		第２７２掘　青春、駆け抜けろ


		第２７３掘　厄介事には隠し札


		第２７４掘　勇者の技


		第２７５掘　戦いに必要なモノ


		第２７６掘　この舞台は２人のために


		落とし穴45掘　魔女の知らない世界


		第２７７掘　手段


		第２７８掘　ファンタジー世界の変なゴブリン


		第２７９掘　ｕｎｋｎｏｗｎ


		第２８０掘　怪獣の名前


		第２８１掘　偵察


		番外編　夏夜の小さな華


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
mmzio M)

[NHRPLD
RS0 y

LB (k)





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





